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プロローグ




　――ジュワァァアアッ。




　なんとか仕事に区切りをつけ、一年ぶりに帰省した私を出迎えたのは、仲睦まじい両親に飼いネコのルル。そして、ママの手に握られたグリルパンの上で魅惑的な焼き音を立てる最上級のステーキだった。

『さぁ、焼けたわよ。月つき乃のちゃんはしっかり目のウェルダン。パパはレアで、ママはミディアム。焼き加減もバッチリよ』

　ママが対面のキッチンカウンターから熱々のステーキがのったお皿を差し出す。

『うわぁ～、おいしそう！　このお肉どうしたの？』

　お皿を受け取った私は、見るからにおいしそうなお肉に感嘆の声をあげた。

　そうして、各々の好みの加減に焼き上がったステーキをダイニングテーブルに並べだした。

『ふふふっ。月乃ちゃんが久しぶりに帰ってくるからってパパが買ってきたのよ』

『え！　パパってばそんなに気を使わないで、いつも通りでよかったのに』

『なに。たまたまデパートに行ったら、いい肉があったんだ』

　私がパパに視線を向けたら、パパはルルをなでる手を止めて、ちょっと早口で答えた。元刑事のパパはゴリラのような巨体で、目が合った子供が漏れなく泣きだすほどの強面だが、その性格はとても温厚でシャイだった。

『そっか。ありがとう、パパ！』

　出不精のパパがふらっとデパートになんて行かないことはわかりきっていたけれど、私は素直にうなずいてお礼を言った。

　パパは照れたようにクシャリと笑った。

『月乃は昔から肉、好きだったからな』

『うん！　お肉大好き！』

　それから、おいしそうなのはお肉だけじゃない。付け合わせのほうれん草のソテーに人参のグラッセ、すでに卓上で温かな湯気を立てている具だくさんのスープも、どれもこれもが目にまぶしいくらい。

　パパとママには口が裂けても言えないけれど、お肉を抜きにしたって、私がこんなふうにまともなご飯を食べるのはずいぶんと久しぶりのことだった。帰宅して倒れ込むように眠るだけの生活の中、食事に割ける時間などあろうはずもない。最近はもうずっとカロリーバーかゼリー飲料しか口にしていなかったのだ。

　目の前で温かな湯気を立てるママの料理が、涙が出そうなくらいうれしかった。

『はははっ、喜んでもらえてよかったよ』

　小さい頃からパパとママは私の自慢であり、憧れだった。パパみたいな旦那様を見つけて、ふたりのように温かい家庭を築きたいと夢見ていた時期もある。でも、そんな未来はきっとこない。日々の業務はあまりに過酷で、私には恋愛をする時間も心の余裕もないのだから。

　なにより今は、時間があったら寝ていたいというのが本音だった。願わくば次に生まれてくる時は、パパの膝でとろけた目をしたルルみたいに、お気楽に暮らしたいものだ。ブラック企業に勤め、息つく間もない日常が、私をすっかり無気力にしていた。

『さぁさ、熱いうちに食べましょうか』

　ママがエプロンをはずしながら、キッチンからダイニングにやって来る。

『それじゃあ、いただこうか』

　ママがテーブルに着き、三人揃っての食事が始まる。

『うんっ、いただきまーす！』

　私は暗くなりかけていた心を切り替えて、ナイフとフォークを手に取った。

　大きめにカットして、大きく開けた口にステーキを頬張ると、香ばしさが口内に広がって、噛みしめるごとに肉汁がほとばしる。

　上質なステーキ肉は幾度か咀そ嚼しゃくするだけで、スーッととろけるように口の中から消えていった。

『おいしいっ！　なにこれ、しっかり焼けてるのにとろけるくらいやわらかいの！　しかもクセがなくて、お肉自体がすっごく甘い！』

　おいしいお肉に目を輝かせる私に、パパがルルにひと切れ分けてやりながらさりげなく口にする。

『なぁ月乃、ずいぶん痩せたんじゃないか？　もし仕事がつらいなら、こっちに帰ってきたっていいんだぞ』

『やだな、パパったら気にしすぎ。全然そんなことないよ』

　内心ギクリとしたけれど、私は笑みを浮かべてわざと軽い調子で答えた。

『……そうか。それならいいが、またこの肉を買っておくよ。だから、もっとちょくちょく帰っておいで』

　はぐはぐとステーキを食べたルルは、よほどおいしかったのか目を真ん丸にして、『もっとくれ』と言うようにパパの手をペロペロしていた。

『そうよ。月乃ちゃんがなかなか帰ってこないものだから、最近はパパがすっかりしょぼくれちゃって。もう、見ていられないんだから。また、帰ってらっしゃい』

『……パパ、ママ、ありがとう。来月も時間をつくるよ。絶対に、また帰ってくる！』

『そうか！』

『まぁ！　よかったわね、パパ！　また来月も、三人でステーキを食べましょうね』

　私の言葉にパパとママは笑顔を弾けさせた。うれしそうなふたりの姿に、私はどんなに忙しくても必ず来月も帰ってこようと心に誓った。

　楽しい時間はあっという間に過ぎて、私はふたりに見送られて帰宅ラッシュも落ち着いた午後九時前に実家を後にした。

　なんとなく後ろ髪を引かれ、足を止めて生け垣越しに我が家を振り返った。

　……あれ？　あそこにいるのって、ルル？

　二階の私の部屋の窓辺に、なぜかルルが座っていた。夜空を仰ぎ見るその姿が、まるで祈りでも捧げているように見えた。

　首をかしげつつ、つられるように私も空を見上げたら、真ん丸な月がまぶしいほどの明るさで大地を照らしていた。

『わぁ、今夜は月がすっごく綺麗！』

　なるほど。たしかにこんな満月に祈れば、願いごとのひとつやふたつ聞き届けてもらえそうだ。……よーし！

『お月様、ちょっとでもいいので過酷な労働環境の改善をお願いします。せめてご飯が普通に食べられる、そんな暮らしができますように』

　ルルをならったわけでもないが、私もお月様に現状改善をお祈りした。

『……へへへっ、なーんてね』

　気恥ずかしさから冗談めかして付け加えると、私は視線を前に戻し、最寄り駅に向かって踏み出した。その足取りは、いつになく軽かった。

　ところが、現実はどこまでも非情だった。

　この帰省の翌週に、私はまさかの過労死。あっけなくこの世を去り、二度とパパとママに会うことも、おいしいステーキを味わうことも叶わなかった。




　魂だけの存在になった私は、ふわふわと自宅の上空を漂っていた。

　だけど、残る時間はもうわずか。天からの引き寄せが、かなり強くなっていた。

『……パパはもうステーキは食べられそうにない。これはルル、お前がお食べ』

『あなた……っ』

　自分の遺影がかけられた仏壇の前で涙にむせぶパパとママ、『やったー♪』とばかりに尻尾を振ってステーキにかじりつくルルを眼下に眺めながら、私はついに吸い寄せられるように天高くへと飛び立っていった。

『ふみゃ～《お肉うまうまうま。やわらか、とろとろ。おいしくって、ほっぺたが落っこちちゃう～》』

　魂だけの存在になったせいか、なぜかステーキを頬張るルルののんきな声が、明確な意味を持って聞こえていた。

　……神様のバッカヤロー（怒）！　もう過労死なんて絶対にごめんだ。来世は私も、お気楽なネコになりたーいっ！

　私はパパとママにありったけの感謝と別れを伝え、先立つ親不孝を詫わびた後、こんなふうに声にならない声で悪態をついた。

　その瞬間、ステーキに夢中になっていたルルがこちらを見上げ、フッと微笑む。

　え？　今、ルルと目が合った……？

　そんなふうに思ったのが、記憶の最後。私の魂は、真っ白な光の中に吸い込まれて消えた――。










第一章　社畜ＯＬ、転生する




　久しぶりに前世の夢を見た。私が懐かしいパパとママの笑顔に喜んだのも束つかの間ま、優しい夢は途中から、心残りのまま世を去らねばならなかった最後の記憶に置き換わってしまった。

　再現された当時の光景は、今でも心にズシリと重くのしかかる。私はなんとも言えない寂せき寥りょう感かんと重おも怠だるさに包まれながら、深い森の中で目覚めた。

　今、私が小さく体を丸めて横になっているのは、太い老木の根もとにぽっかりとあいた穴。ここは、ほかの仲間たちには内緒の私専用の寝床だ。

「……ん。もう朝か」

　指先で重たいまぶたをこすり、睫まつ毛げを揺らしてゆっくり開くと、東の空が白み始めていた。

　私は横寝の体勢からそっと上半身を起こした。その際、支えに突いた腕は華きゃ奢しゃで、一糸まとわぬ裸体も日々の栄養不足によって全体的に小さく、折れてしまいそうに細い。肌は日焼けを知らない透き通るような白さで、腰まで伸びた豊かな髪はまるでそれ自体が発光しているかのような白銀だ。

　この髪色がこの世界で一般的なものなのかは、森を一歩も出たことがない私には知る由もない。けれど、前世の感覚からするとおばあさんのようであまり好きではなかった。

　それにしたって、月乃として生きていた記憶をそっくり持ったまま転生するなんて、どんな神様のいたずらだろう。たしかに、日本の漫画や小説にはそんな話があふれていたけど――。

　あっ！と思った次の瞬間。私は「ぽぽんっ！」という音と共に、人間からもふもふのヤマネコへと姿を変えていた。……そう、これこそが今世の私の本来の姿だ。

　仲間たちがこぞって暗めの短毛で大型、シュッとスリムで高い運動能力を有する中、私はキラキラした白銀の長毛、チビで短足で超のろまと、何重苦も抱えて生まれついた。加えて、ほかのヤマネコたちが大嫌いな水浴びを好み、いっさい狩りをせず採集に徹する私の生態は保守的な仲間たちから異様がられていた。

「ふみゃっ《はぁ、変身しちゃった》」

　四本足で地面を踏みしめて視線を上げたら、うっすらと浮かんでいた月は完全に消え、空の主役は太陽になっていた。実は、私は日中こそ本来の姿であるヤマネコの姿をしているが、月が姿を現し、月のエネルギーが体にたまったら、「ぽぽんっ！」と一瞬で人間の姿になる。ヤマネコへの転生もさることながら、この変身という特異体質が、私のヤマネココミュニティでの生活をより難しくしていた。

　もちろん変身のことは、仲間たちには絶対秘密だ。知られたら、今よりもっと虐いじめられちゃうに決まってる。

　そして、人間の姿の時だけ私は〝月の魔法〟が使える。月の魔法というのは、月の力でなんでも清らかにしちゃえる魔法だが、その用途は極めて限定的。今のところ、私は汚れた物を綺き麗れいにするくらいしか有効な活用法を見いだせていない。

　……あ～ぁ、神様も意地悪だよね。どうせなら、おいしい物を出せちゃう魔法とかを授けてくれたらよかったのにさ。

　小さなため息と共に、内心でツレない神様に恨み言をこぼした。

　蛇足だが、こんなふうに人間とヤマネコ、ふたつの姿を持つ私のことを、母ネコはひどく気味悪がった。授乳期はなんとか育ててくれたが、乳離れを期に私は完全に捨てられた。

　以来、私はこうしてひとり、仲間たちから隠れるようにして暮らし、細々と生きつないでいる。ヤマネコとして生まれてから一年足らず。いまだに名前はないけれど、日頃、ヤマネコの仲間たちからは『この、役立たず』『おい、クズ』と侮蔑交じりに呼ばれている。私に月乃の時の感覚があるためヤマネコらしく振る舞えないのが原因とはいえ、まったくもって世知辛い話である。

　ちなみに、前世の記憶を持って転生した私の意識が完全に月乃なのかといえば、意外にもそうでもない。ヤマネコの本能に引きずられてか、慎重だった前世の月乃より今の私の方が直情型で、思考も幼い。行きあたりばったりな行動を取っちゃうことも多かった。もっとも、これは単に私がいまだ成猫にならない子ネコだからかもしれないけれど。

　――くぅぅう～、きゅるるるる。

　その時、私のぺちゃんこのお腹が鳴った。

　人間の姿の時の体格と、ヤマネコの姿の時の体格はリンクしている。ヤマネコの姿の私も、栄養不足によって体は骨が浮いてガリガリ。片手でヒョイと持ち上げられてしまうくらい小さかった。なぜか白銀の長毛だけは、もっさりと生え揃って艶つややかだったが。

《くそぅ。ルルってばめっちゃおいしそうにステーキ食べて、ズルいよーっ》

　私はもふもふの毛に覆われた肉球の前足を大合唱を響かせるお腹にあてて、夢の中でたらふくステーキを頬張っていたルルに恨み言をこぼした。

　さらに、転生後もう何度目とも知れぬ悪態をつく。

《神様のバッカヤロー！》

　死の直後に『来世は私も、お気楽なネコになりたーいっ！』と願った通り、私はヤマネコに転生を果たした。しかし、神様には断固徹底抗議がしたい。

　私は『お気楽なネコになりたい』と言ったはず。

《なのに、私のヤマネコライフが『お気楽』とはほど遠いサバイバルなのは、なんでよーっ！》

　久しぶりの前世の夢に心乱された私は、涙をちょちょ切れさせて、朝ご飯を調達すべく寝床の穴を飛び出した。




　私は森の中を歩きながら、朝ご飯になりそうな木の実を探していた。

　……あ！　椎しいの実めーっけ！

　落ち葉の上にコロン、コロンと仲よく並んだ椎の実に、ニコニコで前足を伸ばす。肉球のおててにふたつの実をキュッと握り、ゴクリと唾をのみ込んだ。

　へへへっ、早く食べたい！　でも、もっと落ちてないかな～？

《おい、見ろよ。またクズが木の下をあさってやがる》

《ヤマネコのくせにネズミの一匹も捕れないってんだから、とんだ役立たずもいたもんだ》

　さらなる椎の実を求め、落ち葉をガサガサしていたら、若いヤマネコたちの意地悪な声が聞こえてきて、ビクンと体が跳ねた。

　彼らは、ヤマネココミュニティの中でも、取り分け私を邪険にしていた。ただし、その行動の裏には、間違いなく私への畏い怖ふも混じっている。

　実は以前に、私はたまたま虫むし眼め鏡がねを見つけたことがあった。火の通った物が食べたくて居ても立ってもいられなくなった私は、生では食べられなかった野生の芋をスタンバイし、前世の理科の実験を思い出しながら、虫眼鏡で太陽光を落ち葉に集め始めた。ところが着火に喜んだのも束の間、折悪くその場面を彼らに見られてしまったのだ。もともと森の野生動物たちは火を見たことがない。ゆらゆら揺れて光って近づくと熱い、彼らにとって得体の知れない脅威なのだ。

　当然、虫眼鏡は取り上げられてしまい、私のその〝異常な行動〟は、仲間たちにも言いふらされた。もともと容姿や生態の違いを異様がられていた私だったが、たまには同情めいた声をかけてくれる者もいた。そんな日常がその事件で一変し、私はコミュニティ全体から忌み嫌われる存在になってしまったのだ。

　……もっとも、あの時は焼き芋に浮かれて、ろくすっぽ周囲も確認しないで火なんか起こした私も悪かったんだけどさ。

　私が恐る恐る視線を向けると、彼らは朝ご飯の真っ最中のようで、口の周りに血を滴らせながら大きなネズミを分け合って食べていた。

《やだーっ！　血みどろのスプラッタとか、無理だから～っ！》

　目にした瞬間、私はビクンと体を跳ねさせて、その場から逃げ出した。

《ハッ！　なんてぇザマだ。ヤマネコの風上にも置けやしねぇ》

　背中に仲間たちの嘲ちょう笑しょうを聞きながら、私は短い四本足で必死に駆けた。

　――テテテテテッ。

　誰がなんと言おうと、ネズミなんて絶対に食べられない。……いいや、ネズミだけじゃない。

　前世の私はお肉が大好きだったけど、それはこんがりと焼けているのが大前提。パパが好んだレアのお肉は、そもそも食べることができなかったのだ。

　……ここまで来れば大丈夫かな。

　はぁはぁと息を切らしながら、みんなの姿が完全に見えなくなったところで足を止めた。

　あれ？　ところで私、握ってた椎の実どこやっちゃった!?

　ガバッと前足を持ち上げてみるが、案の定、両方のおてての中は空っぽ。握っていたはずの椎の実はなくなっていた。

《う、うっ、うえぇーんっ！　せっかく見つけた椎の実、落っことしちゃったよぉっ》

　椎の実は生でも食べられる貴重な食材であり、数少ない私の栄養源でもあった。

　私はお腹と背中がくっついちゃいそうなひもじさ、そして大事な椎の実を落としてしまったことへの後悔や馬鹿にされた悔しさも、いろんな感情がごちゃ混ぜのままえぐえぐと泣いた。




　椎の木は、仲間たちが朝ご飯を食べていたあたりにしか生えていない。私は泣く泣く椎の実を集めるのをあきらめて、ずるずると重たい足を引きずって森の東にある水場に向かった。

　ここはゴツゴツした岩肌を湧き水が伝っており、喉の渇きを癒やすことができる。ただし、仲間たちも水場として使っているから、鉢合わせしようものなら意地悪をされちゃうのだが。

　……今はみんなご飯中だから、大丈夫だね。

　私は岩に口を寄せ、空腹を紛らわせるように流れ落ちてくる水を高速でペロペロし、飲んで飲んで飲みまくった。

　いっぱい水を飲んだら、一応お腹は膨らんだ。言わずもがな、水っ腹というやつだ。

《はぁあぁ～。最上級のステーキなんて贅沢は言わないよ。せめて、ほかほかのご飯が食べたいなぁ》

　連日の栄養不足で私の体力は限界だった。乾いた岩肌にくずおれるように背中を預け、コロンと小さく丸まった。

　目を閉じると、まぶたの裏においしい物をたらふく食べて、温かい部屋の中で丸まるルルの姿が浮かぶ。いつものんきに過ごしていたルルに毒づきかけ……ふと、ルルはのんきなばかりじゃなく、時々、真剣な目で窓辺から夜空を眺めていたことを思い出す。

　……そういえば、最後に帰省した晩もそうだった。あの時、ルルはどんな気持ちでいたんだろう。

　そんなことを考えながら、吹き抜けていくそよ風に身を委ねていたら――。

　――ギュル、ギュルルルルル～。ピー、ゴロゴロゴロ～。

　ん!?　突如、お腹から不穏な音が大音量で鳴り響く。

《う、うわぁあんっ。お腹がイタイよーっっ！》

　水の飲みすぎによる激しいお腹イタが私を襲った。

　ピョーンと飛び跳ねるように起き上がり、茂みにダッシュする。

　茂みから出てきた時、私はまともに立っているのも難しい状態だった。

　……ぅうううっ、目の前がぐわんぐわんする。

　体力の限界で、目の前の景色が撓たわむ。私はヨロヨロと沈み込むように地面に体を伏した。

　――カサッ。

　うしろで草を踏む足音がする。

　なけなしの力を振り絞って振り返ったら、一匹のネコがこちらを見つめていた。相変わらず視界はかすんでいたけれど、彼女のことだけは気配ですぐにわかった。

《おかーさん》

　私とは似ても似つかぬスラリとした体躯に茶褐色の毛をしたそのネコは、私を捨てた母ネコだった。

　母ネコは私のもとへ歩み寄り、銜くわえていたなにかをポイッと放ってよこした。ポトンという音がして、私の鼻先になにかが落ちた。

　……これ、なぁに？

　いまだ、私の視界はぼやけていた。

《まったく、馬鹿な子だよ》

　私の様子を見下ろしながら、母ネコは吐き捨てるように言い、さらに言葉を続ける。

《それ以上頑固を突き通すと本当に死んじまうよ。仲間たちには内緒で、お前のために取ってきたんだ。いいから、それをお食べよ》

　かすむ目を何度かパチパチさせていたら、母ネコがよこしたそれに段々とピントが合ってきた。

《い、いやぁあっ！　ネズミっ!!》

　目の前でグロテスクな様相を呈したネズミの死骸に、私は半狂乱で叫んだ。飛びのく体力はなかったけれど、鼻先が触れる近さにあるそれがどうにも我慢ならず、反射的に右前足の爪でシャッと引っかけるようにして放っていた。

　ネズミの死骸は、放物線を描いて岩と岩の裂け目に落ちていった。

《せっかく取ってきてやったのに、なんてことをするんだ……っ！　この、親不孝者がっっ!!》

　全身の毛を逆立てながら、母ネコは憤怒を燃やして私を睨にらみつけた。

　その目には薄く涙の膜が張っていた。それを見るに、怒りだけではない悲しみや、私へのやるせなさ、そんな彼女の胸の内が透けて見えた。

《お、おかあさん。ごめ――》

　――トンッ。

　私は震える声で母ネコに謝罪を口にしかけるが、その声を遮るようにして一匹のヤマネコがひと際大きな体を揺らしながら、私と母ネコの間に割って入った。

　さらに、そのヤマネコの背後には、一定の距離を置いて仲間たちが控えていた。

《マーサ。隠れてなにをコソコソやっているかと思えば、こんなところで〝禍まがの子〟に情をかけおって》

　……禍の子？

　初めて耳にする単語だった。しかし、それが私を指しているのはすぐにわかった。

《長老様、申し訳ございません！》

　ヤマネコのコミュニティの最高権力者である長老に名指しで指摘を受けた母ネコは、首をすくめて詫びを叫んだ。

　長老はヤマネコ社会における重要な意思決定を一手に担っていたが、彼はこれまで私の存在も、私に対する仲間たちの傍若無人な態度も、静観の構えを貫いていた。当然、私を助けることもなければ、仲間たちを諫めることもなかった。

　その彼が、今は鋭い眼光で、正面から私を見つめていた。そうして彼は無言のまましばらく私を見下ろし、やがてゆっくりと口を開いた。

《そなたを追放する。出てゆけ、そして二度と我らの森に立ち入ることは許さん》

《そ、そんな……》

　長老が口にした《追放》の一語を耳にした瞬間、目の前が絶望の色に染まってゆく。そんな私の心をよそに、周囲はドッと沸いていた。《追放！　追放！》と連呼する仲間の声が、胸にいっそう不安と恐怖心を募らせる。

　いくら前世の記憶があるとはいえ、私はいまだヤマネコ社会で成猫と認められる生後一年に満たない子ネコだ。たったひとりでコミュニティを放り出されては、生きてゆく術すべはない。

　長老は狼狽する私から、母ネコに視線を移した。

《マーサよ、我がこれまで〝禍の子〟の存在を黙認しておったのは、ひとえにそなたの心情を慮おもんぱかってのこと。あれを追い出せば、情に厚いそなたが悲しむであろうと思ったからだ》

《長老様……っ》

《だが、此こ度たびのことでそなたもわかったであろう。あれは、我らとは永遠に相あい容いれぬ異端であり、禍わざわいの種。これ以上ここに置けば、いずれ我らヤマネコ社会に大いなる災厄をもたらすことになろう。……許せよ、マーサ》

《いいえ。追放に、異論はございません。あなた様の御心に感謝いたします》

　母ネコが楚々と頭を下げ、長老はそれに重々しくうなずいた。

《若い衆、〝禍の子〟を森の端まで連れていけ》

《承知しました！》

　私は茫ぼう然ぜん自じ失しつのような状態のまま、長老の指示で嬉々として集まってきたヤマネコたちの一匹に首のうしろを噛まれた。前述の通り、年若いヤマネコたちというのは、普段から私を虐めていたネコたちの筆頭だ。

　乱暴に歯を立てられて運ばれる痛みと苦しさに、呻うめき声が漏れる。彼らの耳にも届いたはずだが、その後も私の扱いに変化はなかった。

　母ネコは無言のまま、無慈悲に運ばれていく私の姿を見つめていた。

　……おかあさん、最後までヤマネコになりきれなくて、あなたの娘になりきれなくてごめんなさい。

　心の中でささやいた謝罪の気持ちは、果たして彼女に届いたのかどうか……。母ネコとその隣に寄り添うように立つ長老の姿はあっという間に遠ざかり、生い茂る木々に隠れて見えなくなった。

　もしかすると、母ネコが絶対に明かさなかった私の父は、長老だったのかもしれない。そして母ネコだけしか知らないと思っていた私の秘密を、本当は彼も知っていたのではないか。私がヤマネコと人間、ふたつの姿を持つことを知りながら、母のためにずっと黙認していたのでは……。

　そんなことをぼんやりと考えながら、私はあれよあれよという間に森の端まで運ばれて、まるでゴミでも放るみたいにポイッと捨てられた。

《い、痛いっ!!》

　したたかに背中を打ちつけて、その衝撃で目の前がチカチカした。

《よし、ここまで運べば戻ってこられないだろう。あばよ、クズ！》

《達者で暮らせよ。とはいえ、到底ひとりで暮らしていけるとは思えないがな》

《ハハハハッ。まぁ、どっちにせよ俺たちは気味の悪いお前がいなくなってせいせいするけどな》

《言えてらぁ》

　朦もう朧ろうとする意識の中、段々とヤマネコたちの意地悪な嘲笑と気配が遠ざかっていく。

　ぶつけた背中とずっと噛まれていた首の痛み。さらには、今後への不安や恐怖。いっぱいの悲しみで胸が詰まり、目尻からポロポロと涙がこぼれた。

　ついに気力体力が限界に達し、フッと意識が途切れる。その直前、前世の月乃が大好きだったパパによく似た逞たくましい腕に、宝物でも扱うような丁寧さで抱き上げられるのを感じた。










第二章　子ネコ、騎士団長に拾われる




　燦さん々さんと降り注ぐ陽光が大地を照らし、吹き抜けていく風が心地よく頬をなでる。

　実りの秋を迎え、緑から黄や紅へと葉色を変えだした草木が茂る田舎道を駆りながら、俺は愛馬の上で胸いっぱいに清涼な空気を取り込んだ。

　カインザー王国騎士団の団長を務める俺は、現在隣国スブレ共和国との軍事会談を終え、少数精鋭の部隊を引き連れて帰路を進んでいた。

「レリウス様、最短ルートになるとはいえ、〝魔ま窟くつの森もり〟を通過して大丈夫なのでしょうか」

　馬を並走していた副官のユーグが、前方に立ちはだかる鬱うっ蒼そうとした森の木々を見上げながら、緊張の面持ちで口にした。

「思いのほか会談に時間がかかってしまったからな、道程の遅れを取り戻すにはここの横断がもっとも効率的だ。それにしても、まさかお前が〝魔窟の森〟などという迷信を真に受け、及び腰になっていようとはな」

「いえ、私はべつに及び腰というわけでは……。ただ、この森に尻込みする者が多いのも事実ですので」

「ん？」

　ユーグがチラリとうしろに視線をやるので、俺もつられて後方へ首を巡らせる。

　すると、なるほど……。同行する団員らの表情が、一様にどんよりと暗い。とくに、公式文書作成のため今回の会談に王宮から派遣されて同行していたグレス書記官に至っては、顔面蒼白で今にも卒倒してしまいそうなありさまだった。

　俺はうしろを振り返ったまま、鼓舞するように告げる。

「皆、そう心配せずともこの森は恐れるに足らん。俺は以前にこの森を訪れたことがあるが、自然の恵み豊かな動植物たちのオアシスだったぞ。それに鬱蒼としているように見えて、ちゃんと騎馬で進める小道もあるのだ」

　この小道の存在こそ、地元民が日頃からこの森を通行している証拠だ。推察するに、隣国スブレ共和国に行く際の抜け道に使用されるのをいとった地元民らによって、こんな恐ろしげな呼び名や噂うわさが広められたのだろう。

「レリウス騎士団長、この森に魔物が出現するというのが問題なのであって、道うんぬんはどうでもよいのです。以前通行した時に無事だったからといって、今回も無事に森を出られるとは限りません。魔物は神出鬼没と言い伝えられておりますし、万が一の事態を考えれば、やはりこの森は迂う回かいすべきでは……？」

　察しのいいユーグは俺の意図するところをすぐに理解したようだったが、グレス書記官は震える唇で俺に正規ルートでの帰国を提案してきた。

「はははっ！　魔物など、そんな非科学的なものが存在するわけがない」

　きっぱり言いきった俺に、グレス書記官は不服そうな表情を見せた。

「しかし、古文書には人間が魔法を使っていたという記述がたしかに残っています。ならば、魔法を使う人間以外の生き物――魔物がこの森にいたとしても、なんら不思議はありません」

「グレス書記官、古文書が事実のみを綴っているとは限らんぞ。我が家にも、この国で最古の門外不出とされている書が代々伝えられている。たしかにそこにも記されてはいる。しかし、魔法を使う人間にも魔物にもいまだに出会ったことなどない。俺のもとには国内外の情報が入ってくるが、それらしい報告を受けたことも、一度としてない」

「それは、そうかもしれませんが……」

　グレス書記官はまだ納得がいかないのか、眉間に皺しわを寄せて言いよどんだ。

「なにより先日、技術改革担当大臣が国民に向け『存在したかも定かでない古いにしえの魔法に希望を見いだすことに意味はない。これからは未来思考の新技術の開発に力を入れる』と表明していただろう。そなたの思いがどうあれ、国としての公式見解は『現代に魔法は存在しない』だ」

　俺のこの言葉に、グレス書記官は不承不承にうなずいた。それを見て俺はグレス書記官との会話を終わりにし、視線を前に戻した。

　五代前の国王が科学大革新を唱えてから、すでに二百年もの時が経っているというのに、なぜグレス書記官はじめ多くの人がいまだ魔法などという夢物語を信じたがるのか。

　己の腕だけを頼りにここまでやってきた俺には、到底、理解ができなかった。

「……あぁ、また敵が増えてしまった」

　ユーグが横でボソッと小さくつぶやいた。馬の足音に紛れてよく聞こえなかったが、目線をやるとユーグは手綱を持つのと逆の手で頭を抱えていた。

「おいユーグ、どうかしたのか？」

「レリウス様、差し出がましいこととは思いますが、王宮との文書のやり取りの際、窓口になっているのは彼です。これから仕事がやりにくくなるのではないかと、私は今から気が気でないです」

　俺が問うと、ユーグは少し声のトーンを上げ、隣の俺にだけ聞こえるくらいの大きさで答えた。

「なぜ、今ので仕事がやりにくくなるなどという事態になる？」

「それはその、レリウス様が正論を武器にやり込めてしまったからで」

　……やり込めた？

　そんなことをしたつもりはさらさらなく、言いにくそうに告げられたユーグの台詞せりふが俺には今ひとつピンとこない。

「俺は単に事実を伝えたまでだ。それのなにが悪い？」

　ユーグは一瞬たじろいだ様子を見せる。しかし、すぐに真っ直ぐに俺を見据えて口を開いた。

「恐れ多くも言わせていただきますと、騎士団長というのは管理職でもあるわけです。レリウス様にはもう少し、人間関係を円滑に進めるよう留意していただくとよいかもしれません」

　ユーグは俺の脇を完璧に支えてくれている有能な副官だが、日頃からけっして差し出ることがない。そんな彼の踏み込んだ発言を少し意外に思った。

　ユーグは、さらに続けた。

「ちなみに今のような状況なら、ひとまず魔法や魔物の存在は濁し『なに、魔物が出たとて俺が一刀両断にしてくれる！』くらいのテンションで〝魔窟の森〟横断を強行してしまうのが最善だったかと。そうすれば無駄な軋あつ轢れきも生まず、勢いのまま森に進めていたことでしょう」

「ふむ。まさか、そんな受け答えがあったか……」

　ユーグの回答に目からウロコが落ちる。

「もっとも、冷静に考えれば熊やイノシシだって素手で伸のしてしまえるレリウス様ですし、他国ではレリウス様こそが『カインザー王国の魔物』などと呼ばれて恐れられているくらいです。この森に住まうすべての生物にとって、レリウス様こそが脅威という話で……っと、すみません！　余計なことを申しました！」

　ユーグは言葉の途中でハッとした様子で謝罪した。

「いや、かまわん。たしかにお前の言う通りだ」

　ずいぶんな言われようではあるが、おおよそ的を射た発言でもある。

　随行する団員たちでこそ、日頃から俺と行動を共にし今さら俺の図体や眼光にビクつくこともないが、俺は二メートルを超す身長に無駄なく鍛え上げられた筋骨隆々の体躯。加えて、元来の悪党顔だ。そのせいで、俺がふらりと往来を闊かっ歩ぽしようものなら、必ずと言っていいほど子供に泣かれ、女たちは逃げ出し、老人は腰を抜かす。これが冗談でもなんでもない、俺の日常なのだ。

「あの、それからレリウス様。先ほどのグレス書記官の件は、私が後でうまいこと取り成しておきますので。どうかご安心ください」

「いつもすまんな、ユーグ」

「とんでもございません！　私は八年前の戦で、劣勢から圧倒的な勝利をもぎ取ったレリウス様の采配を目にし、あなたのために生涯尽くそうと誓ったのです。少しでもお役に立てるなら、こんなにうれしいことはありません！」

　はばからず尊敬の眼差しを向けられて、俺はこそばゆい思いでうなずいた。これでいったんユーグとの会話は途切れ、その後はどことなく重苦しい空気のまま、俺たち一行はついに〝魔窟の森〟に足を踏み入れた。

　俺を先頭にして、馬一頭がやっと進める細さの道を縦に隊列を組んで進む。

「……だから私は軍事会談の同行など嫌だったんだ。……これまでは私が修正して受理していたが、今後騎士団からの文書の不備は頑として突き返してやる。……ぶつぶつ。……ぶつぶつ」

　グレス書記官は不機嫌な様子を隠そうともせず、ずっと馬上で何事かぶつぶつと言っていた。具体的な内容までは聞こえてこないが、そんな彼の様子を見るに、やはりユーグの言う通り、俺の対応はうまくなかったのだろう。

　先ほどユーグも触れていたが、俺は八年前、長きにわたって対立関係にあったスブレ共和国との最後の戦で勝利を収めた。その後は、当時国王に就任したばかりのマリウスが戦後交渉に尽力し、王国史上初めてスブレ共和国との間に和平条約を締結した。以降、スブレ共和国との関係は安定している。

　この戦以外にも、俺は国内の小競り合いや蛮族の討伐など、あらゆる場面で部隊を率いて出陣してきた。ひとたび俺が先陣を切れば、どんな状況下でも最小限の被害で最大限の功績を上げられるという自負もある。

　そんな注力の甲斐もあり、ここ数年カインザー王国は大きな戦もなく安寧の世を謳歌している。

　戦に明け暮れている時分、俺は誰よりも強く、誰よりも的確に騎士団を指揮し、向かうところ敵なしだった。……しかし、平時にあって俺は未熟だ。

「はぁ」

　意図せず、特大のため息が漏れた。

「……ぶつぶつ。……ぶつぶつ」

　相変わらず、うしろではまともな意味をなさない念仏のような低い声が途切れることなく響いていた。




　各々の思いをよそに、森の横断は特段の問題もなく、拍子抜けするくらい順調だった。そうして四時間ほどかけて進み、間もなく森を抜けようかというところ――。

　――カサッ。カサカサ。

　近くの葉が不自然な揺れ方をし、うしろでグレス書記官の「ヒィッ!!」という悲鳴があがる。

　俺が慌てて音のした方へ視線を向けると、三匹ほどのヤマネコが駆けていくのが見えた。ちなみに、ヤマネコというのは我が国における最古の品種のネコで、現在ではこの森のほか、数か所の山や林にわずかに生息が確認されるだけの希少なネコだ。

　……ほぅ、珍しいな。

　ヤマネコたちが住すみ処かにしているのは森の奥だ。彼らがこんな森のはずれに姿を現すことはまれだった。

「い、今のは魔物では!?　魔物が現れたのではないのですか!?」

　グレス書記官がガクガクと体を震わせながら問う。

「グレス書記官、安心してくれ。今のはヤマネコだ」

「ヤマネコ……？　そ、そうですか」

　それにしても、ヤマネコたちはなぜ、こんなところにいたのか。

　通常、ヤマネコたちはめったなことでは自分たちのテリトリーを離れない。ここまで来るということは、彼らに普段とは異なるなにかがあったということだろう。

　彼らを脅かす動物でも現れたのか。……いや、彼らを脅かすのが動物とは限らない。あるいは不審物や不審者……そう。敵国の密偵や特殊部隊などが森に潜伏している可能性もゼロではない。資源に恵まれた豊かな我が国を、虎視眈々と狙っている国は多いのだ。

「ユーグ、すまんが先に進んでいてくれ。すぐに追いつく」

「ちょっ!?　レリウス様――」

　国の安寧を揺るがすような火種を警戒した俺は、ユーグに言い置いて愛馬を下りると、近くの木の幹に手早く手綱を結びつけて駆けだした。

　木々を分け入ってヤマネコたちが走ってきた方向に行くと……、なんだ？

　土で汚れたボロ切れのようなものが転がっていた。

　あれは、毛玉……いや、子ネコか!?　それが子ネコだと認識するのにわずかな間を要したのは、ボロ切れのように打ち捨てられたそれが生き物だとは到底思えなかったからだ。それくらい、子ネコはひどい状態にあった。

「おい、大丈夫か!?」

　慌てて走り寄り、地面からそっとすくい上げるようにして抱き起こす。子ネコは呼吸こそしていたが、意識をなくしているようで、抱き上げても反応がなかった。

「とりあえず、怪け我がはないようだな」

　ザッと見る限り、外傷はないようだった。ただし子ネコの体はかわいそうなくらい骨が浮いてゴツゴツしており、栄養不足の状態にあるのが一目瞭然だった。それなのに不思議と、体毛だけは驚くくらい繊細でやわらかな感触がした。今は土で汚れてしまっているが、洗い落としたらさぞ美しい毛並みになるだろうと想像できた。

　ふいに、閉じられた子ネコの目もとが濡れていることに気づく。

「泣いていたのか？　かわいそうに」

　……この子ネコは、なぜこんなありさまになってしまったのか。

　さっきのヤマネコたちがなにか関係しているのだろうが、どちらにせよこのままここに置いていけば確実に命を落とすことになる。

　森に暮らし、人とは馴れ合わないといわれているヤマネコ……。ふと、俺の脳裏に幼少期の経験がよみがえる。

　実は、俺は幼少期に、彼らに助けられた経験があった。幼さゆえの無鉄砲でひとり入り込んだ森の中で、すっかり方向感覚を失った俺を人里につながる道まで導いてくれたのは、森に暮らすヤマネコたちだった。

　ほんの幼い時分の出来事。大人たちは俺の戻りを喜んだが、ヤマネコに助けられたという主張は子供の虚言と聞き流し、最後まで信じてはくれなかった。だが、たしかに俺に帰路を示してくれたのは、ヤマネコたちだったのだ。彼らがいなければ、俺は森中で野垂れ死んでいただろう。

　かつてヤマネコに助けられた俺が、二十年以上の時を経て再びヤマネコと相対する。まるでなにかの導きのようではないか。

　……きっと今が、あの時の恩を返す時なのだろう。

　この引き合わせに運命めいたものを感じながら、子ネコをそっと胸に抱き寄せた。

「もう、大丈夫だからな」

　俺はクテンとしたままの子ネコをマントで包み、間違ってもつぶしたりしないよう慎重に抱き、もと来た道を歩きだした。




＊＊＊




　ふかふか。ぬくぬく。

　……なに、これ。すっごくぽかぽかでやわらかい。

　こんなのに包まれて眠るのなんて、いつぶりだろう？

　私は夢うつつのまま、やわらかな毛布にスリスリと頬ずりした。そのまましばらく気持ちいい肌触りを堪能して、はたと気づく。

　でもさ、おかしいよね。前世の月乃ならともかく、今の私は森に暮らすヤマネコのはずで……。

「ふみぃ《なのに、どうしてこんなに気持ちいい毛布があるの？》」

「起きたのか？」

　胸に浮かんだ疑問を小さな声に出したら、頭上にヌッと影がかかった。

　おもむろに見上げると……えっ？

「ふみゃあ《パパ……っ!?》」

　目に飛び込んできたのは、前世の私が大好きだったパパの岩みたいに大きな体。逆光になっていて顔は見えにくかったが、目にした瞬間、私はあまりの懐かしさに、思わずその人の胸にピョーンと飛び込んでいた。

　実際は体が弱っていたから「ピョーン」なんて勢いはなく、よろよろといった感じだったのだが、その人はしっかりと私を抱き留めてくれた。

　……ん？　なんかこの人、パパよりもでっかくない？

　寝起きのぽやんとした頭に、ふと、違和感が浮かぶ。私が子ネコで小さいのは百も承知。しかし、それを加味しても、私を抱き上げているその人は、頭が天井を突き破っちゃうんじゃないかってレベルで大きかった。

　おそらくこの人の身長は二メートルを超えている。腕だって、パパの二倍の太さがありそうだった。

　……え、なになに？　どういうこと!?

　こめかみにタラリと冷や汗が伝う。

「こら。弱っているのに、急に起きては危ないだろう。大きな怪我はないが、一日二日は安静にしておくよう、獣医も口を酸っぱくして言っていたんだぞ」

　っ、声も違う！　この人、パパじゃないっ!!

「ふしゃぁあっ《いやぁ～っ！　近寄らないでーっっ!!》」

　夢うつつの状態から一気に覚醒した私は、パパの偽物におののき、その腕から飛び下りると、全身の毛をシュババッと逆立てて威い嚇かくする。漏れなく、自分から飛びついていったことを棚に上げて。

　さらに、距離を取ったことで、パパの偽物が異国情緒たっぷりな巨人と知れる。おそらく年の頃は二十代後半くらい。短く整えられた濃茶の髪に、やや粗削りだけど彫りの深い整った相そう貌ぼう。そして、なにより印象的なのはその目。彼は視線だけで人を射殺してしまいそうな、凶悪な目をしていた。

　ヒィッ!!　なにこの怖いお兄さん!?　ってか、ここって巨人の国だったの!?　もしかして私、食べられちゃったりとか、毛皮剥はぎ取られちゃったりとか……っ、絶対やだ――っ!!

　頭の中は大混乱。私はフーフー言いながら、キョロキョロと周囲の様子を探る。西洋風の部屋は広々として、パッと見にもかなり豪奢だった。

　うえ～んっ、ここどこよぉ？　知らない場所に、目の前には眼光鋭い凶悪な巨人。精いっぱいの強がりで威嚇を続けていたけれど、内心はガクブル。ちょっとでも気を緩めたら、意識がフッとどっかにいっちゃいそうだった。

「……ふむ」

　巨人がおもむろに手を上げるのを見て、ビクンッと体を震わせる。

　かかってくるのか!?　私は尻尾をビビビッと尖とがらせ、ちっちゃな牙をむいて、へっぴり腰で身構える。

　ところが、その人は持ち上げた手を顎あごにあて、少し考えるようなそぶりを見せた後、くるんと私に背中を向けた。

　……あれ。かかってこないの？

　巨人はそのまま扉の方に向かい、私を振り返ることもなく部屋を出ていった。

　もしかして、私の威嚇に恐れをなして逃げてったのかな？　……って、そんなわきゃないか。

　でもさ、ほんとのほんとは助かっちゃった。だって、彼にかかってこられて勝てる自信なんて、まったくなかったのだ。私は彼が扉の向こうに消えた瞬間、一気に体から力が抜けてしまい、その場にポテッと横寝に転がった。

　……うへぇ。床は硬くてちべたいね。

　目線だけで、さっきまで私が横になっていたソファを見上げた。

　ソファの上のあの毛布、やわらかくてあったかかったなぁ。ふわっふわで、まるで真綿に包まれているみたいに気持ちよかった。またあれにくるまって眠れたら、どんなにか幸せだろ……って、ダメダメ。私はヤマネコだもん。毛布で眠ろうなんて、分不相応な願いってやつだ。

　それにもう、あのソファに乗り上がる体力は残ってない。私は栄養不足でカピカピに乾いたお鼻をスンッとひとつ鳴らして、さらに小さく体を丸めた。

　本当は、怖いお兄さんがいなくなった今のうちにここを出ていくべきだとわかっていた。だけどさっきの威嚇で相当消耗してしまったらしく、立つことはおろか、指一本動かすのも億劫だった。

　そうこうしているうちに、私はまたこっくりこっくりし始めた。

　――キィイイ。パタン。

　背後でした扉の開閉音で、再び意識が浮上する。

　――カツカツカツ。

　えっ!?　こっちに来る!?

　近づく足音に、体をこわばらせる。

　――コトン。

　――カツカツカツ。

　戦々恐々とする私をよそに、私から少し離れた床になにかを置くと、足音はすぐに遠ざかっていった。

　……なんだろう？　クンクン。それにさっきから、すっごくいい匂いがしてる。

　足音がやむのを待ち、おっかなびっくり首を巡らせる。

「ふみゃあ《え!?　あれ、ミルク……!!》」

　陶器の平皿に入ったミルクを目にするや、私はほとんど無意識で飛びついていた。

　夢にまで見たミルク。ひと舐なめした瞬間に、あまりのおいしさに涙がこぼれた。

「ふみゃっ、ふみゃぁ～《ミルクおいしい、おいしいよぉおっ》」

　私はポロポロと泣きながら、夢中でミルクを飲んだ。途中、彼が少し離れたところから心配そうにこちらをうかがっているのが見えて、私はクワッと叫んだ。

「ふしゃっ《ヤダ、あげないよ！　私のなのっ！》」

「誰も取ったりしないから、ゆっくりお飲み。そんな勢いで飲んだら腹を壊すぞ」

　彼は穏やかな声で忠告し、それっきりこちらを見てくることはなかった。

　たしかにお腹イタは嫌だから、私は彼の忠告を受け入れ、残るミルクをゆっくりと飲んだ。

　そうして私がミルクを飲み終えてひと息ついた時、なぜかすぐ脇の床にクッションと毛布が置かれているのに気づいた。

　……あれ、いつの間に？　ミルクに集中していてわからなかったけど、これって十中八九彼が私のために置いてくれたんだよね？

　部屋の奥で私に背を向けて荷物の整理をしている彼をチラリと見た。おそらく彼は私の視線に気づいているだろうに、とくにリアクションをしてこない。

　……ええっと。これ、私が使っていいってことだよね。

　そう解釈した私は、ありがたくクッションの上にのっかり、くるんと毛布にくるまった。

　ここはどこで、彼はいったい何者なのか。それに、今後の生活はどうするのか。考えなくちゃいけないことは多かった。だけど久しぶりにお腹が満たされて、温かな毛布にくるまるや、まぶたがとろんと重くなった。

　夕方から天候が崩れたようで、長窓越しにザーザーという雨音が聞こえていた。その音をＢＧＭに、私は心地いい眠りの世界にひとっ飛びしたのだった。




　それから丸一日、空はずっと雨模様だった。その間、彼はつかず離れずの距離から私を見守っていた。

　ミルクやおトイレのお世話はしてくれるけど、彼は大きな物音を立てたり、不必要にかまおうとしたりもせず、同室で静かに私と一緒の時間を過ごした。間違いなく、彼は私が慣れるのを根気強く待ってくれていた。

　そしてこの頃になると、私は彼のことが気になって仕方なくなっていた。

　ソファで新聞を広げる彼を、すっかり定位置になったクッションの上から伸び上がって盗み見る。

　……あ、吸い込まれそうなブルーの瞳。すごく綺麗……！

　改めて見ると、眼光鋭く恐ろしげな彼の目が、実はとても美しい湖面みたいなブルーをしていることに気づく。それに、いかつい容貌に反し、彼は私にいつだって細やかな心遣いをしてくれる。

　……彼は私のことを悪くしない。そんな確信めいた思いがあった。

　よし！　一緒に過ごして二日目、私はついに自分から青い目をしたマッチョのお兄さん――うぅーんと、長いから次からは彼のことは青マッチョさんでいっか――の足もとにすり寄った。

「ふみゃぁ《ねぇえ、青マッチョさん？》」

「ん？　どうした？」

　肉球の前足を脛すねのあたりにポフンとあてながら呼んでみたら、青マッチョさんは新聞をテーブルに置き、私に目線を向けた。

　彼が私に向ける眼差しは、やはりとても優しかった。

「みゃぁ《あのね、昨日からいっぱいよくしてくれてありがとうね》」

　私が青マッチョさんにお礼を伝えると、彼は私の頭にそっと手をのせて、優しくなでてくれた。

　……わぁ～！　あったかくって気持ちいい！

　グローブみたいな大きな手が、毛の流れに沿って頭から背中の方まで往復する。私はあまりの心地よさに、うっとりと目を細めた。

　それに、この安心感はなんだろう。誰かと一緒にいてこんなにくつろいだ気持ちになったことなんて、前世でだってなかった。

　彼の温もりを感じながら、ずっと悩んでいた今後について、私の中で展望が広がっていく。……このまま、青マッチョさんと一緒にいられたらいいな。私、青マッチョさんと暮らしたい――。

「ふむ。普段から子供らが俺の顔を見ると必ず泣くのにな。長年の付き合いの部下たちですら、いまだに俺に怯おびえている。それなのにお前はたったの一日で俺に懐いてくれたのか？　ハハハッ、チビのくせになかなか肝の据わったネコだな」

　んんっ!?　青マッチョさんがサラリと口にした『チビ』の一語に、緩んでいた頬がぷぅっと膨れた。

「ふみゃふみゃ《違うもん。私、チビじゃないよ。たしかに今は子ネコなんだけど、あと一カ月もすれば生後一年を迎えて成猫になるんだから、ほんの赤ちゃんネコとは違うのよ》」

「なんだ？　もう腹が減ったのか？」

　私が太い腕をネコパンチしながら不満を訴えたら、青マッチョさんは明後日あさってな方向に解釈をしてみせた。

「ふみゃぁ《えっ、またミルクくれちゃうの!?　欲し～い！》」

　ほんの三時間前にもらったばっかりだったけど、私は大喜びでブンブンと首を縦に振った。

　私にとって、目の前に示されたミルクはなによりも大事。これまでまともに食べられなかった分、今はいーっぱい食べたいのだ！

「昨日の獣医も欲しがるなら積極的に栄養を取らせろと言っていたからな……よし！　待っていろよ」

　青マッチョさんはスックとソファから立ち上がると、ポンッと私の頭をひとなでし、部屋を出ていった。

　……決めたよ。私、青マッチョさんについていく！

　青マッチョさんの背中を見送りながら、私の中で今後の意思が固まった。

　それからいくらもせず、青マッチョさんはミルクの入った平皿を手に部屋に戻ってきた。

「さぁ、お飲み」

　わーいっ、ミルクだぁあ！

　私はガバッとお皿に顔を突っ込み、目を丸くして高速ペロペロでミルクを飲んで、飲んで、飲みま……ん？

　頭にぽふんっと手をのせられて、いったん、飲むのを中断して見上げる。

「昨日から言っているが、誰も取ったりしない。ゆっくり飲むんだ」

「ふみゃっ《そうだった！　おいしくって、ついつい慌てちゃうんだよね。でも、これからはちゃんと、ゆっくり飲むことにする！》」

　私は青マッチョさんの指摘を素直に聞き入れて、残りのミルクをゆっくりと飲み始めた。

「……ふむ。まるで俺の言葉がわかっているような反応だな」

「ふみゃあ《へへへっ。私、なんでも青マッチョさんの言うこと聞くよ。それでね、これからは青マッチョさんが飼ってよかったって思えるような、とーってもいいネコになるからね！》」

　青マッチョさんは意気込む私を、首をかしげて見つめていた。










第三章　子ネコ、騎士団長に懐く




　森と王都の中間に位置する宿で、子ネコと過ごして二日目。本来なら今朝にも王都に向けて出発する予定でいたのだが、子ネコが獣医から一日、二日程度の安静を言い渡されたことと、馬脚にも影響が出るほどの強い雨により、出発は明日の朝に変更になった。

　俺の予想した通り、汚れを落とした子ネコはとても美しかった。さらに子ネコは、オーラとでもいうのか、気品とでもいうのか。とにかく、ある種独特な雰囲気を漂わせていた。

　そんな不思議な魅力もあってか、俺は無性に子ネコが気になって仕方なかった。警戒する子ネコを不用意にかまうことこそしなかったが、常に見守っていた。

　そうして一緒に過ごして丸一日が経ち、子ネコは初見での態度が嘘のように、すっかり俺に打ち解けているようだった。

　今も子ネコは、俺が用意したミルクを飲みきり、すっかり定位置となっているクッションの上で腹をてんてんと叩きながらふやけた表情を浮かべていた。あんなに弱っていながらも警戒心をむき出しにしていたのが嘘のようにくつろいだ子ネコの様子に、俺の胸に安堵が広がる。

「ふみゃ～《ふへぇ～、満腹で大満足♪　お腹がいっぱいって、こーんなに満たされて幸せなのね～♪》」

　子ネコの満足げな鳴き声は、あきらかに『満腹だ』と言っているのが丸わかり。しかも、どことなく人間くさい表情をしているようにも見える。

　……ふむ。腹が膨れると満たされた表情になるのは、人間も動物も同じなのだな。

　俺はそんなふうに納得し、幸せそうに転がる子ネコを見つめていた。

　すると、突然子ネコが立ち上がり、もじもじとし始めた。

　察した俺は中庭に面した長窓に向かい、ちょうど子ネコが通り抜けできるくらいの隙間を開けてから、ちょいちょいと手招きする。あれだけ激しかった雨も、今はほとんどやんでいた。

　子ネコは、俺が開けた窓を認めると、これ幸いとばかりに飛んできて、スルリと窓の隙間から外に出ていった。どうやらネコというのは存外、意思の疎通が図れるもののようだ。

「やはり部屋を一階にしておいたのは正解だったな」

　ちなみに入室の際、普段通り上層階の鍵を受け取りかけた俺に『外でないと用を足さないネコもいるから、今夜は一階にしておいた方がいいのでは』と、提案してくれたのはユーグだ。俺は幼少期にほんのいっときヤマネコと時間を共有したことがあるとはいえ、彼らの生態や習性にはとんと疎い。ユーグの助言には、本当に助けられた。

　多方面に気が回る実に有能な副官である。

「さて、睡眠、食事、排せつとくれば……よし、次は水とタオルの用意だな」

　実は前回、子ネコは用足しに行った後、なにかを探すそぶりを見せていた。あの時、俺は考え抜いた末におしぼりを差し出した。子ネコは受け取りこそしたものの、コレジャナイ感をムンムンに漂わせていたのだ。

　それから何度か考えているうちに、ピンときたのがこれだ。

　……さて、子ネコの反応はどうだ？

　俺は子ネコの身繕い用にタライに水を張り、タオルとブラシを用意して、戻りを待った。




　子ネコは長窓からスルリと体をすべらせて部屋に戻ってくると、キョロキョロと室内を見回した。そうして俺が水をくみ置いたタライに視線を留めると、ピンときた様子で一直線にそちらに向かっていった。

　……ふむ。やはり、子ネコの身繕いはこれで正解だったようだ。

　俺は子ネコがタライの水を使い、パシャパシャと身繕いする様子を眺めていた。

　――コンコン。

「レリウス様、一点ご報告が」

　小さなノックの後、廊下からユーグの声があがる。

「入れ」

　子ネコから目線ははずさぬまま、短く答える。

「失礼いたします」

　俺の許可を受けて入室したユーグは、いつも通り部屋の中ほどまでやって来ると足を止める。ところが、しばらく待っていてもユーグは一向に話を切り出そうとしない。

　怪け訝げんに思い、視線を移すと、ユーグは岩のように固まって子ネコを凝視していた。

　ふむ、これは……。俺はすぐにピンとくる。

　どうやらユーグは、子ネコの愛らしさに目が釘づけになってしまい、まともに声も出ないと見える。その気持ちは俺にもよくよくわかるが、このままでは埒らちが明かない。

「はははっ、愛らしいだろう？　お前が見惚れるのもわかる。だが、なにか報告があって来たのだろう？　先にそれを聞こう」

「……レ、レリウス様！　そのネコ、おかしくはありませんか!?」

　俺が水を向けると、ユーグはわななく指先で子ネコを示し、不信感のこもった台詞を口にした。

「なにがおかしい？」

「なにって、両手で顔や体に水をパシャパシャかけて洗うネコなんてどう考えてもヘンですよね!?」

　ユーグは、子ネコが顔を洗う様子を注視しながら言った。

「そういうものか？」

　俺はあまり動物――とくにペットとなるような小動物の生態には精通していない。それというのも小動物は皆、俺を目にするや、この体格にビビってしまうのか、軒並み尻尾を巻いて逃げていってしまうからだ。

「……は、はい。普通、ネコは前足でペロペロして顔を洗うものです。そもそも水を嫌うネコが多いですから、少なくともこんなふうに自分から水をパシャパシャするネコなど、初めて見ました」

「ほう、そうなのか。ならば、珍しいネコなのだな」

　感心したようにうなずく俺をよそに、ユーグは狐につままれたような顔で子ネコを眺めていた。

　そうこうしているうちに子ネコはパシャパシャする手を止め、タライから顔を引くと、たたんで脇に置いてあったタオルにパフッパフッと顔を押しつけ始めた。

「って、今度はタオルに顔を押しつけています……！　あれはまさか、拭いてるのでしょうか!?」

　ユーグは横から下から、子ネコを観察するように角度を変えながら不思議そうに見ている。

「当然そうだろう」

　ユーグは目でも悪いのか？　あたり前のことを愕がく然ぜんとしたように口にするユーグに首をかしげつつ、俺は体の拭き取りに難儀している子ネコのもとに駆けつけた。

「おいおい、うまく拭けていないぞ。俺がやってやろう」

「ふみゃっ《わぁっ、助かる。お願い！》」

　子ネコは俺がタオルを広げると、バフッと飛び込んできた。そのまま、安心しきった様子で俺の手に体を預けてくる。

　俺はタオルで丁寧に水滴を拭ってやりながら、胸がこれまでにない温かな思いで満たされていくのを感じていた。

「さぁ、綺麗に拭けたぞ。どうだ、サッパリできたか？」

「ふみゃ～《すっごくサッパリした～。森にいた時は岩を伝う水しかなかったから、こんなにしっかりは浴びられなかったもの》」

　さすがに子ネコがなにを言っているかまではわからなかったが、水浴びで満足したらしい様子は十分に伝わった。

「よかったな。そうだ、よかったらブラシをかけてやろう」

「ふみゃっ《えっ、ブラシかけてくれるの!?　やったぁ！》」

　俺が用意していたブラシを持って絨じゅう毯たんの上に移動し、あぐらをかきながら言えば、子ネコはキラーンと目を輝かせて俺の膝の上でコロンッと丸まった。

　俺は子ネコの皮膚を傷つけぬよう慎重にブラシをあてながら、すっかり艶を取り戻した毛並みに目を細めていた。もとより愛らしいネコだとは思っていたが、土汚れを洗い流したことで、改めて子ネコの美しさが浮き彫りになった。

　子ネコの長い毛は月光を紡いだみたいな白銀で、まるで光の粉でも振りまいているかのように輝いている。気持ちよさそうにトロンと潤んだ瞳も宝石みたいな紫色で透き通るようだ。

　今はまだ痩せていて小さいが、これからきちんと栄養を取っていけば、ますます美しくなるだろう。

「このくらいで、力加減はどうだ？」

「ふみゃ～《いい気持ち～》」

「そうか、気持ちがいいか」

　子ネコのとろけた目を見れば聞かずとも知れる。しかしとろけきった子ネコの声を耳にするに、俺までほっこりと幸せな気持ちがした。

「ふみゅ～っ《へへへっ。これからずっと青マッチョさんにこうやってブラッシングしてもらえるなんてすっごく幸せ～。それからね、今はしてもらってばっかりだけど、私おっきくなったら絶対に青マッチョさんに恩返しするからね！》」

「ん？　ここが気持ちいいのか？」

「ふみゃ～《はわわ。そこ最高～♪》」

　俺はブラシの位置を細かに変えながら、子ネコの全身を隈くまなくとかしていった。

「んー、このネコ、やっぱりおかしい。これだけ意思疎通が取れるとは。しかし、なによりレリウス様にこんな一面があるなんて意外です」

　ここまで無言で立ち尽くしていたユーグが、うしろでポソリとつぶやいた。

「おいユーグ、なにか言ったか？」

「いえ。なにやら、その子ネコがレリウス様のいい話し相手になりそうだなと思いまして」

　よく聞き取れず、俺が聞き返すと、ユーグはこんなとんちんかんなことを言う。

「おいおい。ネコが俺の話し相手とは、またずいぶんじゃないか」

　苦笑しつつ、はたからは、それだけ俺と子ネコが睦まじく見えているのだろうと納得もする。

　今も子ネコは、ゴロゴロと喉を鳴らしながら、甘えるように俺の手に顔をすり寄せていた。俺がブラシを持つのと逆の手でなでてやると、ふにゃりととろけたような顔をした。

「お気を悪くされたのなら、すみません。今の言葉に他意はないのです。ただ、こうして打ち解けた様子を拝見していたら、その子ネコが様々な責任を背負いながら孤独に過ごすレリウス様の癒やしになりそうだと……っ、すみません！　出すぎたことを申しました」

　思いもよらない切り口で語るユーグを、俺はわずかな驚きをもってジッと見返した。するとユーグは、最後まで言い終わらぬうちにビクンと肩を揺らし、慌てて謝罪を口にした。

　どうやら俺は無意識のまま、長年の副官すら震え上がらせる鋭い目を向けてしまっていたらしい。ユーグの恐縮した身ぶりを見るに、逆に申し訳ない気分になる。

「いや、俺は別に機嫌を損ねたわけではないんだ。むしろ、なるほどと思ってな」

　内心で元来の強面を恨みつつ、柔和を心がけて言葉を続ける。

「たしかに、この子ネコに世話を焼いているのは楽しいし、心が和む。お前の言う通り、飼えば癒やしにもなるかもしれん。だが、この子ネコの預け先については、もう考えてある」

「え、このままレリウス様が飼われるのではないのですか？」

　ユーグは意外そうに首をひねり、子ネコは俺の腕の中でピクンと小さく体を跳ねさせた。

「日頃から騎士宿舎での寝泊まりが多い上、屋敷にも通いの使用人しか置いていない。俺が飼っても、寂しい思いをさせてしまうだろうからな」

「ネコは本来単独で行動することが多いようなので、大丈夫じゃないでしょうか。それにネコなら散歩もいりません。一日、二日の留守番なら問題なく飼えると思いますが……？」

「そうかもしれんな。だが、理由はそれだけではないんだ。この子ネコはただのネコではなくヤマネコだ。本来は、人間のペットになるような種ではない。いずれ、自然に返そうと思っている。そのためには、昨日の獣医が紹介してくれた飼育家に預けるのがいいだろう」

　俺とて本音を言えば、ある程度の大きさになるまで自分のもとで面倒を見てやりたい思いはある。正直、子ネコが望むならそうしたいが……いや、いかんな。それでは、森で暮らすこの子ネコの未来をつむことになってしまう。

「なるほど。いずれ森に返すつもりなら、それに長たけた飼育家のもとが適切かもしれませんね」

「あぁ。名残惜しいが、こいつとはあと数日でお別れだ」

「ふみゃっふみゃーっっ《やだ、やだーっっ！　捨てないで！　私、青マッチョさんとお別れなんてやだ！　絶対、やだぁっっ!!》」

　突然、腕の中の子ネコが毛を逆立てて暴れだす。

「お、おい？　どうしたんだ？」

　膝の上で必死に鳴きながら、前足を振り回して大暴れする姿に驚くが、相手は俺の片手で優に掴めてしまう小さな子ネコだ。俺はすぐにブラシを置き、子ネコを落ち着かせようと両手を伸ばした。

　――シャッ。

　子ネコの前足が右手の甲をかすめるが、かまわずに小さな体を両手でそっと抱きしめる。

「ほら、大丈夫。大丈夫だ」

　なだめるようにトン、トンと体をさすってやっていると、俺の手の中で子ネコは徐々に落ち着きを取り戻していった。

　逆立っていた毛もストンと寝て、小さな手の先から顔を出していた爪も引っ込んだ。

「よーし、いい子だ」

　……もう大丈夫そうだな。

　そのまましばらく背中をなでてやり、子ネコがすっかり落ち着いたのを見てスッと手を離した。

　子ネコは離れていく俺の手を追って首を巡らせ、なにかに気づいたようにビクンッと体を跳ねさせた。

「ふみゃあ《右手、怪我してる！》」

　子ネコが俺の手を注視して叫んでいた。

　……なんだ？　見れば、右手の甲に引っかき傷が走り、血を滲にじませていた。

「ああ、大したことはない」

　こんなのは歴戦の将たる俺にとっては、怪我のうちにも入らない。しかし、子ネコには流れる血がよほど衝撃的だったのか、哀れなほど体を震わせて泣きだした。

　……そう。子ネコは文字通り「鳴く」ではなく、紫の瞳から大粒の涙をポロポロと流して「泣きだした」のだ。

　さすがにこれには小動物の生態に疎い俺でも、驚きが隠せない。さらに子ネコは、まるで許しを乞うように、俺の右手にスルリと頬を寄せてくるではないか。

「お、おい？」

　ネコが泣くというのもさることながら、子ネコが次に取ったこの行動も、ますます俺を動揺させた。泣いて逃げられるのならいざ知らず、こんなふうに泣きながらすり寄ってこられるというのは、人間、動物問わず初めての経験だった。

　俺はおろおろしながら、泣き濡れた子ネコの目もとに向かってそっと左手を伸ばすのだった。
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　青マッチョさんの手の甲に走る朱色の滴りを認め、疑問に思ったのはほんの一瞬。すぐに目の前が真っ暗に染まっていった。

　彼に怪我を負わせたのが、ほかでもない自分だという事実――。認識したら、息ができないくらい胸が窮屈になって、ドッと涙がこぼれた。

　私は咄嗟に謝罪の心を込めて、青マッチョさんの手首のあたりにスリスリと頬を寄せた。

「ふ、ふみぃ《ごめんなさい、痛かったよね。ごめんなさい……っ》」

　私がスリスリしていたら、青マッチョさんが怪我をしているのと逆の手を伸ばしてきた。彼は私の目もとに親指の腹をあてると、ちょっと不器用な手つきで涙を拭い始める。

「そんなに泣くな。もし俺の手の傷を気にしているのなら、こんなのは舐めておけば治る。だから気にしなくていい」

　私は『舐めておけば治る』のひと言を耳にした瞬間、青マッチョさんの右手の甲に顔を寄せていた。そのまま舌を伸ばし、早く治るように祈りを込めて、ペロペロと舐めた。

「ふみぃっ《痛いの痛いの、飛んでいけ。青マッチョさんの怪我が、一日も早く治りますように》」

「はははっ。少々くすぐったいが、これならあっという間に治ってしまいそうだな」

　青マッチョさんは、ペロペロする私の頭をなでながら、こんなふうに口にした。優しい彼の言葉に、ますます涙がこぼれてきて止まらなくなった。

　血が止まってからも、私は泣きながら青マッチョさんの傷を必死に舐め続けた。

「……ふむ」

　青マッチョさんもまた、私の涙を何度も拭ってくれた。だが、私が一向に泣きやまないのを見て途中で拭うのをあきらめたのか、ヒョイと私の脇腹を掴むと、自分の胸にそっと押しあてるように抱きしめた。

　シャツの胸もとに涙が染みをつくっていくけれど、青マッチョさんは気にする様子もなく、そのまま私の頭のうしろをポフポフとなでてくれた。

　……私、自分がよそにやられちゃうのが嫌だからって暴れて、青マッチョさんに怪我させちゃうなんて最低だ。こんなんじゃ、青マッチョさんに飼ってもらう資格なんてない……。

「ふみぃ《でも私、もうすっかり青マッチョさんに飼ってもらえる気でいたの。お別れなんて、嫌だよぅ……っ》」

「さて、どうしたものか……」

　えぐえぐと泣き続ける私に、青マッチョさんは困り果てた様子だった。

「あのー」

　その時、青マッチョさんを訪ねてやって来た、栗色の髪と瞳の細マッチョの青年が遠慮がちに声をあげた。

　……そういえば、すっかり忘れてたけどあの人、さっきからいたよね。

　私が青マッチョさんの肩越しにチラリと目線を向けると、青年とバチッと目が合った。心の中を見透かすような彼の瞳にビクッとして、ちょこっと涙が引っ込んだ。

　万事に抜かりなさそうな彼は、青マッチョさんとのこれまでのやり取りを鑑みるに、おそらく副官的な立場の人だと思われた。

「なんだ、ユーグ？」

「その子、レリウス様がひと言『俺が飼う、よそへはやらん』って言ってやれば、泣きやんだりして？と、ふと思いまして」

　うん、うんっ!!　おっしゃる通りだよ、細マッチョの……ユーグさん！

　私、青マッチョさん――えぇっと、レリウス様って言ったっけ？　――とにかく、彼に『俺が飼う、よそへはやらん』って言ってもらったら、大喜びですぐ泣きやんじゃうよっ！

　現にもう、涙はだいぶ引っ込んだ。

「なに、それは本当か？」

「いえ、確証はありませんが、あきらかにそのネコは、レリウス様と別れるのを嫌がって泣いているように見えましたので」

「そうなのか？」

「ふみゃっっ《そうですともっっ！》」

　小首をかしげるレリウス様に、私は勢い込んでお返事した。

「そんなに俺を慕ってくれているのか？」

「ふみゃーっ《そりゃーそうよっ！　レリウス様は私の恩人だもの！　私、離れたくなんかない！》」

「俺と共に来たら、もう森には帰れなくなってしまうかもしれんぞ？　それでもいいのか？」

「みゃああ《そんなのは全然いいの！　意地悪な仲間たちのところなんて、二度と戻りたくない。レリウス様と一緒がいい！　ううん、一緒じゃないと嫌なの!!》」

　私はガバッとレリウス様の胸に顔を突っ伏し、両方のおててでキュッとシャツを握りしめ、必死になって訴えた。

「たしかに、俺と来たがっているようだが……」

　レリウス様は私の気持ちをちゃんとくんでくれたけど、飼うことにはまだ迷いがあるようだった。

　するとここで、再びユーグさんが口を開いた。

「レリウス様。ネコは気に入らない環境だとストレスがたまって、ご飯を食べなくなることもあると聞きます」

「ん？　そうなのか？」

　ユーグさんの言葉に、レリウス様はギョッとしたように目を見張った。

「はい。レリウス様のもとで安心しきって食事をしているそのネコが、新しい飼育先で万が一そんな状態になってしまったら不ふ憫びんにも思えます」

　ユーグさんは、さりげなく私の飼育を後押ししてくれているようだった。ありがとう、ユーグさん……！

「ふむ……」

　レリウス様は顎に手をあてると、そのまま黙り込んでしまった。部屋には沈黙が流れ、私は痺れそうな緊張感の中、祈るようにレリウス様を見つめていた。

　そうして、どれくらいが経っただろう。ついにレリウス様が、重い口を開いた。

「……よし、わかった。責任を持って俺が飼おう、よそへはやらんぞ」

　待ちに待ったレリウス様の答えは、私が望んでいた通りのものだった。

「ふみゃーっっ《やったーっっ！　うれしい、うれしいよぉっ！》」

　さっき『すぐ泣きやんじゃう』と言ったのは撤回で、私は耳にした瞬間、顔をクシャクシャにして号泣した。

「おい、ユーグ!?　泣きやむどころか、大泣きしているではないか？」

　レリウス様が困惑しきりであげた声に、ユーグさんは「フッ」と小さく笑みをこぼす。そのままくるりと踵を返し、ユーグさんはスタスタと扉に向かった。

「お、おい!?」

「急ぎではありませんので、報告はまた改めます。後はおふた方でゆっくりお過ごしください」

　――キィイイ。――パタン。

　ユーグさんはこんな言葉を残し、客室を出ていった。

「ふみゃふみゃーっ《ふえーん、よかったよぉっ。レリウス様、いつか絶対にこの恩を返すから。だから、私がおっきくなるまで待っていて！》」

「……まいったな」

　レリウス様の少し不器用なナデナデに頭を押しつけるようにして、私はうれしい心のまま大号泣でスリスリしまくった。




　ひと通り泣きつくし、日暮れ前になってやっと涙が落ち着いた。

「どれ、泣き虫がやっと泣きやんだようだな」

「みゃー《……面目ない。でもね、レリウス様。私、いつもはこんな泣き虫じゃないんだよ？》」

「よしよし、いい子だ」

　レリウス様の腕の中でスンッと洟はなをすすりながら、おもむろに窓へと視線を向けた。

　……あ！　雨がすっかり上がってる！

　窓越しに見上げた空は、雲ひとつなく晴れていた。

　……大変！　昨日は大雨で変身を免れたけど、今夜はこのままいくと間違いなく月が出る。月のエネルギーがたまって変身しちゃう前に、この部屋を出ていかなくっちゃ！

　空の主役が月になるまで、あまり時間の余裕はない。どうしよう……。

　その時、レリウス様がずっと抱っこしていた私をそっと床に下ろした。

　ん？

「泣き通しで喉が渇いているだろう。今、水を持ってきてやるからな」

　絶妙なタイミングでレリウス様はそう言って、部屋の外へと消えていった。

　……よし、レリウス様には悪いけど今のうちに行くしかない！

　ありがたいことに、レリウス様は私がやっと通り抜けできるくらい長窓を常時開けておいてくれるようになっていたから、私はその隙間から一目散に外へ飛び出した。

　さて、どこで夜を明かそう。人型になった私が身を潜められそうないい場所がないかな……？

　キョロキョロしながら歩いていると、宿の馬車止めのあたりで従業員と思おぼしきふたりが業務連絡を交わしている場面に出くわした。

「主任。従業員宿舎の二〇三号室、寝具等、備品の準備が整いました」

「ご苦労さま。ただ、その部屋に今日から入る予定だった新入りの子、一日着任が遅れるそうなの」

「あ、地方から来る予定の子でしたよね。昨日今日は雨のせいで、馬車の運休が何本かありましたもんね」

「そうみたい。でも、明日にはこっちに到着するようだから、部屋はそのままにしておいて。ありがとう」

　……これだ――！

　私はダッと駆けだした。そうして人目を忍び、なんとかお目あての部屋を探しあて、入った直後――。




　ぽぽんっ！




　月明かりを浴びながら、私は人間の姿に変身した。

　私が突然部屋からいなくなって、きっとレリウス様はすごく心配している。十分すぎるくらいわかっていたけれど、だからといってレリウス様の前で変身してしまうわけにはいかない。

　……ごめんね。レリウス様。

　私は心の中で何度も謝りながら、従業員宿舎の二〇三号室でひと晩を明かしたのだった。










第四章　子ネコ、騎士団長のペットになる




　レリウス様との出会いから三日目。

　レリウス様たち一行は朝に宿を出発してから、ずっと王都に向けて馬で走り通しだった。私はといえば、馬上のレリウス様に抱っこされ、興味津々で周囲の景色を眺めていた。森の中しか知らなかった私には目にするすべてが新鮮で、長時間の移動もまったく苦にはならなかった。

　王都から少し離れたこの近辺は、前世のどこか無機質で冷たい印象のアスファルトジャングルとは対照的で、時間の流れがゆったりして温かい感じがした。農業と放牧が主な産業になっているらしく、周囲には畑や牧草地が広がっていた。沿道のところどころにポツンと建っている民家や商店はレトロ調の石造りで、丘の上では風を受けて風車が回っているのが見えた。たまに行き交う人々の表情も、皆、柔和で穏やかだった。

「疲れていないか？」

　レリウス様の腕の中から身を乗り出してキョロキョロしていたら、頭上からレリウス様の心配そうな声がかかった。

「ふみゃっ《ぜーんぜん！　カインザー王国の街を見てるとね、映画の世界にでも飛び込んだ気分になるよ。とにかく、すっごく楽しい！》」

「はははっ、元気がよくてなによりだ。……昨夜は急に姿をくらましてしまうから、もしや森が恋しいのかと心配したが、俺の杞き憂ゆうだったようだな」

「みゅー《心配させちゃってごめんなさい。でもね、森のことはこれっぽっちも恋しくないよ。私はレリウス様と一緒がいいの！》」

「よしよし」

　レリウス様は必死に言い募る私の頭をぽふぽふと優しくなでてくれた。

　その後も道程は順調だった。

　途中でお昼休憩を挟み、さらに三時間ほど進むと、牧歌的な田舎の空気から活気ある大都市のそれへと周囲の様相が一変した。

「王都の街に入ったぞ。もうすぐ屋敷に着くからな」

「みゃあっ《わぁっ、すごく綺麗な街！》」

　バロック様式によく似た建築で統一された王都の街並みを馬上から眺め、私はその美しさと行き交う人々の多さに圧倒された。

「ふみゃ《レリウス様、あれはなあに？》」

　ふと、少し先に尖塔とそのてっぺんで風にたなびく旗を認め、レリウス様に前足でちょいちょいと示しながら尋ねた。

「ん、あれか？　あれは騎士団の中央棟の尖塔で、俺はいつもあそこの最上階の騎士団長室で仕事をしている。旗に刻まれているのは、騎士団の紋章だな。これから屋敷に行く途中、近くを通るぞ。もっとも騎士団施設は高い外壁に囲まれているから、通りから中を見ることはかなわんがな」

「みゃ～《へ～！》」

「ちなみに騎士団施設は中央棟のほかにも、屋内外の訓練施設に武器保管庫、宿舎棟など複数の建物や設備を備えてとても広いんだ。新任の騎士など、たまに迷子になっているくらいだ」

「みゃぁ《ありゃりゃ、それは大変ね》」

　その後もレリウス様にいろいろ教えてもらいながら、私は馬上から王都の街並みを楽しんだ。レリウス様は私相手にも一生懸命話してくれる。なんだか大切にされている気がしてうれしかった。

　そうして外壁に囲まれた騎士団施設がだいぶ近くに見えてきたところで、並走していたユーグさんがレリウス様に告げる。

「ではレリウス様。我らはここで失礼いたします」

　え？　どういうこと？

「ああ、軍事会談の同行ご苦労だった。お前たちもゆっくり休め」

「ハッ！」

　団員たちはレリウス様に敬礼し、すぐ横の道を右に曲がっていった。

「俺は今日は騎士団には寄らずに屋敷に帰るが、ここの道を曲がると騎士団の正門につながるんだ。団員らとはここまでだ」

　私がきょとんとしていたら、レリウス様がフォローしてくれた。

　なるほど！　それにしてもレリウス様はすごい。もしかして私の心の中が見えてる？　まさかね……。

「ふみゃあ《ユーグさん、昨日はありがとうね！　こうしてレリウス様に飼ってもらえたのは、あなたのひと声があったからだよ！》」

　どこまで私の言葉が伝わったのかはわからないけれど、振り返ったユーグさんは会釈で返してくれた。

「さぁ、俺たちも屋敷に帰るぞ。ここまで来れば、もうすぐだ」

「みゃぁ《うんっ》」

　そこから体感で六キロほど馬を走らせて、レリウス様はやたらと豪華な建物の前で速度を落とした。

「ふみゃ《レリウス様、どうしたの？》」

「到着したぞ。ここが俺の屋敷だ」

「ふみゃああ《え？　ここ!?　だってこれ、王侯貴族のお城みたいよ!?》」

　レリウス様に示されたお屋敷はとにかく立派で大きくて、私は腰を抜かしそうになった。

　しかもレリウス様の案内で通された館内は目玉が飛び出ちゃうくらい、とんでもなく豪華！　野良暮らしだったこれまでとのあまりの差にクラクラして、玄関の先でついに腰が抜けた。

「おい。どうした、大丈夫か？　あぁ、もしかして酔ってしまったか？」

「ふみゅ《……うん、酔っちゃったよ。ただし、お屋敷の豪華さにね》」

　私はレリウス様にひょいっと持ち上げられて、抱っこで運ばれる羽目になった。




　レリウス様は使用人にひと言ふた言指示を出し、真っ直ぐに一階の居間に向かった。そうしてひとり掛けのソファにブランケットを敷くと、その上に私をそっと下ろした。

「さぁ、今日からここで休むといい」

「みゃぁ《わぁ、ふかふか。ありがとう！》」

「さて、……どうするか？」

　レリウス様はソファの前の絨毯にあぐらをかくと、ブランケットに丸まった私の背中をそっとなでながら、反対の手を顎にあてて何事か考え始めた。

「みゅー《どしたの？　レリウス様？》」

「お前の名前だ。ずっと名無しというわけにもいかんだろう？」

　そっか！　名前かぁ！

　たしかに、ないと不便よね。

「森ではなんと呼ばれていた？　なにか名前はあるのか？」

　……え、森でのことはいいよ。

「みゃあ《ちなみにね、前世は『月乃』だったよ》」

　一応声にしてみたけれど、今世の名前はべつに『月乃』じゃなくてもよかった。

　レリウス様がつけてくれる名前なら、私はどんな名前でも喜んで受け入れるつもりだった。

「……そうだな、ルーナというのはどうだ？」

「みゃー《ルーナ？》」

「ルーナというのは月の女神のことだ。月の光を紡いだような毛色を持つお前に、ふさわしいと思ったんだがどうだ？」

「みゃあっ《素敵っ！　私、その名前すっごく気に入ったよ！》」

　文句なしに、私はこの名前が大好きになった。前世に共通する『月』の意味を持つのもうれしかった。

「よかった、気に入ったようだな。お前は今日からルーナだ」

　ぴょーんと飛びついて全身で喜びをあらわにする私を、レリウス様はそれはそれは優しい目で見つめていた。

　――コンコン。

「失礼いたします、レリウス様。ご要望のお品を買ってまいりました」

　居間の扉から紙袋を手に抱えた使用人が顔を出す。どうやら、帰ってすぐレリウス様が指示していたのはこれだったらしい。

　……それ、なあに？

「ああ、ご苦労」

　レリウス様は袋を受け取ると、さっそくガサガサとあさりだす。

「みゃー《ねぇレリウス様、なにを買ってきてもらったの？》」

「これだこれだ。今日の移動の休憩中、ネコを飼育している団員が『ネコはこれが大好物だ』と言っていてな。ぜひ、ルーナにも食わせてやりたいと思ってな」

　……え、それって。

　レリウス様が袋から取り出したのは、なんとペロペロしながら食べるスティック状のネコ用おやつ。レリウス様は、それを手に意気揚々と私に向き直った。

「ほらルーナ。ペロルだ、きっとおいしいぞぉ、あーんだ」

　レリウス様は笑みを浮かべ、私の反応に興味津々の様子だ。対照的に、私のテンションはだだ下がり。

　だってそれ、しょせんネコ用のおやつでしょ……。しかも『ペロル』って、なんだかふざけたネーミング。でもさ、あんなにうれしそうなレリウス様の期待を裏切るわけにはいかないよぉ。

　私は泣く泣く、ペロンとひと舐めした。

「ふみゃぁあ《なにこれ!?　すっごくおいし――っっ!!》」

　しょせんネコ用のおやつと馬鹿にしていた私だったが、ひと口食べたらもう虜とりこ！　なんというか、味覚とかを凌りょう駕がして本能の部分で心を鷲掴みにされちゃった感じ。とにかく、めちゃくちゃ絶品!!

「ふにゃぁあ《こんなにおいしいの初めて。ペロル、最高～っ！》」

「そうか、うまいか。ほら、ゆっくりお食べ」

「ふみゃっ《そうだった！》」

　私はできるだけゆっくり、だけど目を丸くして夢中になって食べた。

　そうして私が大満足でペロルを食べ終わったタイミング。

　――コンコン。

「旦那様、おくつろぎのところ申し訳ありませんが、たった今、マリウス国王陛下の使者がお見えになりまして」

　再びレリウス様に声がかかった。

「またマリウスからの使者か。それで、用件はなんだ？」

　私はおいしさの余韻にぽわーんとしながら、聞くともなしにレリウス様たちの会話を聞いていた。

「はい。なんでも、国王陛下がレリウス様に相談したいことがおありとか」

　へぇ。騎士団長ともなると、国王様から直じき々じきに相談を受けちゃうのね。

「まったく、奴の毎度の呼び出しには困ったものだ」

　……っていうかさ、相手は国王様なんだよね？　呼び捨てや奴呼ばわりしちゃうなんて、レリウス様ったらなかなかに不敬よね。

　まぁ、本人不在の場じゃそんなもんか。

「使者の方いわく、至急でいらしてほしいとのことです」

「はぁ、仕方ない。すぐに行こう」

　レリウス様は、絨毯から腰を上げた。

「ルーナ、俺はこれから出かけることになった。おそらく戻りは夜半になる。ひとりにしてしまってすまない」

「みゃー《それは平気だよ。むしろ、私こそまた夜はいなくなっちゃうの。レリウス様が帰ってきた時は、十中八九姿をくらましてるけど、許してね》」

「いってくる」

「みゃー《いってらっしゃい》」

　そうして私はレリウス様不在の中、日暮れ前にブランケットを銜えてコソッと屋敷を飛び出した。

　レリウス様の屋敷はとっても広いから、身を隠す場所には困らなかった。

　……さて、どこで夜明かししようかな。厩うまやでもいいし、厨ちゅう房ぼうのお勝手に近い貯蔵庫もいい。最初に見た、樹林公園さながらの裏庭も捨てがたい。

　ザッと見て回っただけで寝床になりそうな場所が幾つも見つかったが、私は悩んだ末、最終的に裏庭に向かった。裏庭には、根もとに小柄な人間ひとりが丸まれるくらいの穴があいた大木があったのだ。

　……ふふふ、あの木の形状って森のねぐらにそっくりだよね。根もとに人ひとり入れる穴って珍しいと思うんだけど、こんな偶然もあるんだね。

　私は目星をつけていた大木にたどり着くと、根もとにあいた穴にピョンッと入り込む。それからいくらもせず、月明かりを浴びて人型に変身した。

　……うんっ、やっぱり穴の中って落ち着く～。

　だけどさ、ここは森と違ってレリウス様や屋敷の人たちの目がちょっと気になるよね……よし！　それなら今度、なにか目張りになりそうな物を探して、穴の入り口を塞げるように準備しておけばいっか。

　そうと決まれば、今日はもう疲れたから寝よう……ぐぅ。

　こんな感じで、私は銜えてきたブランケットにくるまって体を丸め、早々に眠りについたのだった。

　一夜が明け、日の出と共に屋敷に戻ってきた私は、ものすごく心配そうな顔をしたレリウス様に出迎えられた。

　それを見るに、罪悪感で胸が押しつぶされそうになった。うつむいて肩を落とす私に、レリウス様は『無事に帰ってきてくれて安心した』と言って、そっと抱き上げてくれた。

　レリウス様は、それ以降も小言めいたことはいっさい口にせず、笑顔で私を朝ご飯に誘ってくれた。本当に、レリウス様という人はさっぱりして、気持ちのいい性格の人だ。

　それに、騎士団長というだけあってその暮らし向きも結構豪勢。だって、普通は朝から鯛なんて、なかなか食べられないよ。

　……へへへっ。さっき食べた鯛のリゾット、おいしかったなぁ～。

　私は朝ご飯に出された、鯛のほぐし身がゴロゴロ入ったリゾットを思い出し、湧き出たヨダレをじゅるりとすすった。

　……それにしても、私ってめちゃくちゃ恵まれてるよね。

　森から追放された時は、人生――いや、猫生かな？　とにかく、もう終わったって思った。だけど、結果的にこんなに豪華なお屋敷で、こんなにいい飼い主さんに飼ってもらえてるんだもの。

　私は定位置となった居間のひとり掛けのソファの上でコロコロしいしい、こんなふうにレリウス様との出会いからここまでのことを思い返していた。

　……こんな甘やかされた暮らし、あっていいのかなぁ。どっちにせよ、こんなによくしてもらってるんだもん。おっきくなったら、絶対に恩返ししなくっちゃ！

　……ところで、恩返しって具体的になにをすればいいのかな？

　私がもんもんと考えごとをしていたら、背中を向けてガサガサしていたレリウス様が、棚の中から細長いなにかを取り出して握りしめ、くるんとこちらを振り返った。

　ん？　あれは――！

「ほらルーナ、おいで」

　レリウス様に差し出されたソレを目にするや、私は目をハートにして飛びついた。

「ふみゃ～《わぁっ！　ペロルだぁ～っ！》」

　ペロルというのは、ペロペロしながら食べる例のネコ用おやつのこと。ほっぺたが落っこちちゃうくらいおいしい私の大好物だ♪

「さぁ、お食べ」

「ふみゃぁあ《やったーっ！　う～ん、やっぱりペロルって最高ー！　おいしくってたまらない～》」

「こーら、ゆっくり食べるんだ」

「ふみゃっ《へへへっ、そうだった！》」

　でもね、そうは言ったって、ペロルはすっごくおいしくって、ついつい食べるのを急いじゃう。ペロルはきっと魔法のおやつなのだと、私は初めてペロルをもらった昨日のうちに確信していた。

「ほら、口の周りにつけているぞ」

「ふみゃ《え？　どこ……って、わわわ！》」

　自分の手で拭おうとしたら、レリウス様がペロルを持つのと逆の手で拭いてくれる。

「みーゃ《へへへっ。ありがとね、レリウス様》」

　私はレリウス様の手についたペロルをひと舐めしてから、スリスリとほっぺたを寄せてお礼を伝えた。

「このまま一日中、見ていたって飽きんな」

　レリウス様は一瞬だけ驚いたような顔をして、すぐに私の頭をよしよしとなでながら口にした。

「みゃあ《えー、それはよくないんじゃない？　だって、レリウス様はお仕事があるでしょ》」

　この溺愛ぶり、強面からは誰も想像できないだろうな。

「ふむ。このまま見ていたいのは山々だが、今日は絶対にはずすわけにはいかんのだったな」

「ふみゃ《え？　はずせないって、今日って特別なにかがあるの？》」

「今日は午後から新しい闘技場の竣工式があるんだ」

　私はペロルをペロペロしぃしぃ、たまに相づちを入れながらレリウス様の話に耳を傾ける。

「にゃー《へー！　新しい闘技場かぁ。それは楽しみだね》」

「騎士の人数に対し、訓練施設が手狭だったからな。これまでに何度か若手の騎士たちから練習時間などの制約に対し、不満の声があがっていたんだ」

　レリウス様はしみじみと語る。その表情を見るに、レリウス様が闘技場の完成をどんなに心待ちにしていたかが知れる。

「これで彼らの不満も解消し、ますます訓練に身が入るようになるだろう」

　レリウス様は騎士団長という上位の立場だけど、若手の騎士たちにまでしっかりと目をかけている。立場にあぐらをかかず、そういう細かな気配りのできる人って、なんだかいいよね。

「にゃあ《ふふふ、それはよかったね》」

「まるでお前が一緒に施設の完成を喜んでくれているような気がするな。なんだかうれしいものだな……もっとも、お前が俺の話をどこまでわかっているかは謎だがな」

　へへへっ。ちゃんと全部、わかってますよ。

　内心で答えながら、うれしそうなレリウス様の様子とおいしいペロルに、私までうれしく……って、あれ!?

　もうペロルがなくなっちゃったーっっ！

　あっという間にペロルを一本食べきってしまい、名残惜しく包装紙をペロペロするも、包装紙じゃちっとも満足できない。私はペロペロするのをやめ、ジーッとレリウス様を見上げた。

「ふみゅぅ《レリウス様、足りないよぉ。ペロル、も一個ちょうだい？》」

　両足に力を込めて二本足で立つと、両方のおてての肉球部分をちょこんと合わせ、コテンと小首をかしげながら上目遣いでお願いする。

「ヴッ」

　レリウス様はビクンと肩を跳ねさせて、眉間にクッキリ皺を寄せる。そのまましばし逡しゅん巡じゅんし、スックと立ち上がった。

　……ん、これは!?　私は、うずうずしながら超高速で尻尾を揺らしつつ、レリウス様の動向を見守った。

　私の視線の先、レリウス様はさっきペロルを取り出した棚に向かう。そして中から二本目のペロルを取り出して、私のもとに戻ってきた。

「ふみゃーっ《うわぁ、やったーっ！》」

　私はレリウス様の足にバフンッと跳びつくと、スリスリ、スンスンしながら喜びを爆発させた。

　そのままレリウス様の足に引っついて、大きな手がペリペリと包みを解いてゆくのを、ジーッとジーッと見つめる。見ているだけで、お口の中はもうじゅるじゅる。

　わわわっ。

　口の端からタランとヨダレが垂れてきて、慌てて拭おうとするが、一瞬早くしがみついていたレリウス様のズボンに吸われてしまう。

　……はっ、いけない。ヨダレでレリウス様のズボンをシミにしちゃった……あれ？

　よくよく見ると、レリウス様のズボンにはシミだけでなく、私が爪を引っかけてつくったと思しきほつれがいっぱいできていた。膝下を中心に生地がボロボロになってしまったズボンを見つめ、私はピキンと固まった。

　ありゃ……。

「ルーナ、どうかしたのか？　ペロルがむけたが、食わんのか？」

「ふみゃみゃっ《なんでもないの、食べるよ！　食べますとも～っ！》」

　ツイッと差し出されたペロルを視界に捉えると、目がキラリンッと光り、尻尾がピピンッと立ち上がる。ガバッとペロルにかぶりつき、ペロンとひと舐めした瞬間――私の中でズボンをボロボロにしちゃった一件は、一気にどこかに消えてしまった。

「ふみゃぁあ《ペロル、おいしい～。ジュワッとうまみが凝縮されたこの感じ、クセになる～っ》」

「……ふむ」

　ゴツゴツした大きな手がそっと頭にのっかって、宝物にでも触れるような丁寧さで頭頂から首のうしろにかけてを往復する。彼のちょっと不器用で、とっても優しいなで方が、私はすごく好きだった。

　いつも目を丸くして夢中になって食べちゃうペロルだけれど、今は二本目だからちょっと余裕があった。私はいったんペロペロするのを中断し、チラリとレリウス様を見上げた。

　やわらかな光をたたえて私を見下ろすブルーの瞳とぶつかって、自然と頬に笑みが浮かぶ。

「はははっ、そんなにうれしそうにニコニコして。ペロルが相当うまいと見えるな」

「みゃぁ《へへっ、私がうれしい理由はペロルだけじゃないけどね～》」

　ほっぺたをツンツンされた私は、その手にスリスリと頬ずりして応える。

「……こうして見るお前は、無邪気な子ネコそのものだ。だが、お前といると、人間の女性と会話でもしているような気がしてしまう。不思議なものだな」

　レリウス様は目が合った相手を視線だけで射殺してしまいそうな顔面凶器。しかも、他人の目がある場所では、終始厳しい態度を崩さない。……ユーグさんの前でだけはちょっと例外な雰囲気だけど、それでも、やはり表情は厳しめだろう。

　とにかく、そんな彼が今は目尻を下げ、口もとを緩ませて私を見つめている。これは、ペットの私だけが知っている彼の顔――。

「飼育家のもとにやらず、俺はお前から森に帰る未来を奪ってしまった。これは、もしかすると俺のエゴなのかもしれん。だが俺は、お前をうちに迎えてよかった」

「みゃーっ《それは私の台詞だよ。レリウス様にお迎えしてもらってよかった！》」

　うれしい感情に突き動かされ、ペロルを持つ彼の手と私を覗き込む彼の頬をペロン、ペロンと順番に舐めた。

　レリウス様はちょっと驚いたように目を見開いて、次いでふわりと細くした。

「ルーナ、お前はかわいすぎていかんな。俺はお前に乞われたら、どんな願いでも聞き入れてしまいそうだ」

「ふみゃぁあっ《えっ!?　それならペロルをもう一個、……いやいや一個と言わずどっさりちょうだいっ！》」

　耳にした瞬間、目を輝かせてここぞとばかりにおねだりをしてみせる私に、具体的な意味は通じていないはずのレリウス様は苦笑してコツンと私の頭を優しく小突いた。

　アテッ。

「あんまり調子に乗って食べすぎると腹を壊すぞ。ペロルはこれが最後だ」

「ふみゃっ《えー、ざんね～ん》」

　ま、いいんだけどね。

　大好物のペロルだけど、その前に朝ご飯を食べていたのもあって、ほんとは二個でお腹がはち切れそうなくらい満腹だった。

「ふむ。食い意地の張ったところもかわいいが、これが今まで満足に食えなかった反動だとすれば気の毒な話だな」

　そうなのよ。食べられる時に食べておこうとついつい欲張ってしまうのは、野良暮らしで染みついた私の悪いクセ。レリウス様に飼われた今となっては、もう食うに困らないのだから、徐々に直していかなくちゃ。

　……よーし。二本目をねだるのは今日を最後にして、これからは一本で我慢するようにしよう！

　ところがだ、ペロルをペロペロするのを再開した途端に決意が揺らぐ。

　ペロペロ。

　……う～ん、こんなにおいしすぎる魔法のおやつを前にして二本目をねだらないなんて、できるかなぁ……うん、やっぱり無理！

「みゃあっ《レリウス様、また次も、二本目をちょうだいね！》」

「よしよし、そんなにうまいか。ゆっくり食べるんだぞ」

　私の心をわかっているのか、いないのか。とにかく、レリウス様はペロルにガッつく意志の弱すぎるダメダメな私を、とっても優しい眼差しで見つめていた。




＊＊＊




　俺が騎士団施設の中央棟の最上階にある騎士団長室に入った直後、始業開始を伝える鐘が響き渡った。

　……ふぅ、なんとか間に合ったか。

　奥に視線を向けたら、ユーグはすでに業務を始めていた。

　俺が足早に執務机に向かうと、ユーグは目を通していた書類から顔を上げ、俺へと目線を移した。

「おはようございます。ギリギリのご出勤とは珍しいですね」

　ユーグの言葉に、俺の肩がピクリと跳ねる。

　今朝の俺は、いつも通りに朝食と身支度を済ませた後、出勤前のわずかな時間をルーナと一緒に過ごしていた。ねだられるまま二本目のペロルを与え終わってからも、俺はルーナのあまりのかわいらしさに、なかなか頭をなでる手を止めることができなかった。

　そうして、いよいよ屋敷を出なければ間に合わないという段になり、大慌てで屋敷を飛び出してきたというわけだ。

　これをユーグに言えば、宿の時と同様に生ぬるい目を向けられそうだ。とはいえ駆け込み出勤になってしまっただけで、業務にはなんら支障をきたしていないのだから、わざわざ詳しい経緯を伝える必要などない。

「あぁ、おはよう。出勤前に少し手が離せない状況になってしまってな。だが、こうして始業にも間に合ったわけだし、なにも問題はなかろう？」

　何食わぬ顔で答える俺に、ユーグは俺の頭のてっぺんからつま先までを眺めてから、遠慮がちに口を開いた。

「恐れながら、私は先月『着衣の乱れは心の乱れ』と耳にしたばかりですが……」

　ユーグの台詞に、咄嗟の理解が追いつかない。眉間にもクッキリと皺が寄る。

「おいユーグ、それはどういう意味だ？」

「先月の式典の折、レリウス様が新任の騎士たちを叱咤していた際の台詞です」

　俺は騎士団長という役職柄、人前で話す機会は少なくない。もしかすると、過去にそんな台詞を言ったこともあったかもしれないが……。

「それがなんだというんだ？」

「……レリウス様の騎士服、膝下がひどい惨状になっています」

「ん？」

　ユーグの指摘を受け、おもむろに目線を落とせば……なるほど。

　たしかに、ズボンの膝下から裾にかけてルーナの爪でできてしまったと思しきほつれのほか、皺や一度濡れて乾いたような跡が随所に確認できた。

　ふむ、そういえばルーナが必死になって俺の足にじゃれついていたな……。

　出がけの俺を引き止めようと、追いすがってくるかわいい姿。ペロルの二本目をねだって前足をちょこんと合わせる様子も、それはそれはおいしそうに食べるとろけた表情も。思い出すどれもこれもが愛らしく、頬が緩むのを止められない。

　……おっと、いかん。ニヤついていては、ユーグにチクリと言われてしまうな。

　副官に就任した当初は常に緊張した面持ちで、過剰にへりくだった態度と物言いを崩さなかったユーグだが、最近は俺の女房役が板についてきたのか、なかなか言うようになってきたのだ。

　俺は油断すれば弧を描きそうになる口もとを意識的に引き結び、表情を引きしめた。とはいえ、騎士服は黒い生地だし、これくらいなら遠目にはわからんのでは……。

「間違っても『黒地だからあまり目立っていないし、この程度ならセーフ』などという安直な言い訳はなさらないでください。白々しい上に、部下にも示しがつきませんから」

　俺が声を発するよりひと足先に、まるで俺の胸の内を読んだかのようにピシャリと釘を刺され、慌てて開きかけていた口を閉じた。

「……うむ。白状するとルーナ――ああ、これはあの子ネコの名前だ。そのルーナをかまっていて屋敷を出るのがギリギリになってしまったのだ。明日はほどほどで切り上げ、余裕を持って屋敷を出ることにする。もちろん、姿見の前で着衣の乱れがないか確認をしてからな」

「ええ。下手な言い訳をなさらず、最初からそうおっしゃってください」

「ふむ、すまん」

「騎士服の替えは、団長控え室のクローゼットに下がっています」

　俺は今まさに下ろそうとしていた腰を上げ、執務に使っているこの部屋と間続きの控え室へと足を向ける。

「恩に着る」

　俺が短く伝えた礼に、ユーグは無言のままヤレヤレといった様子でひとつ肩をすくめて応え、そのまま何事もなかったかのように再び手もとの書類に目線を落とした。

　小うるさいところもあるが、なんだかんだでかゆいところに手が届く頼れる副官なのである。




　着替えを済ませて戻った俺は、いつも通り午前の職務を開始した。

　以前ユーグが『騎士団長というのは管理職』と言っていたが、まさにその通りで、俺が目を通し、裁可すべき書類は膨大だった。昼近くまでかかり、やっとうず高く積み上がった書類に終わりが見え始めた。

「……よし、これで最後だな」

　最後の一枚にサインをし、パサリと処理済みの束の上にのせる。

　俺がグッと伸びをして凝り固まった肩を回していたら、ユーグが自分の席を立ち俺のもとへやって来た。

「お疲れさまです。こちらの処理済みの書類をいただいていきます。……ところでレリウス様、あれからルーナにおかしな点はありませんか？」

　ユーグは俺の机から書類を取り上げながら、こんなふうに尋ねてきた。

「おかしな……？　いいや、ルーナはおかしいどころか、これ以上ないくらいかわいいぞ」

　真顔で答える俺に、ユーグはなぜか生ぬるい目を向けた。

「では、夜はどうですか？　二泊目の晩、夜中にルーナがいないと言って宿で大騒ぎをしていましたが、昨夜のルーナはちゃんと寝床にいたのですか？」

「……ん、夜か」

　この質問に、俺は言いよどんだ。

　一昨日おとといの晩、ルーナが宿の客室から姿をくらまし、俺はひと晩中捜し回っていた。翌朝になるとひょっこり長窓から帰ってきたので、俺は安堵の胸をなで下ろし、少し冷えたルーナの体を抱きしめ温めてやった。

　ネコは元来、気ままで気分屋なのだと同行する団員に聞かされたこともあり、あの晩はたまたま外の空気が恋しくなったのだろうと納得もした。ところが、ルーナは昨夜も俺が王宮から帰宅したら、姿を消していたのだ。

「まさか、ルーナはレリウス様の屋敷でも夜にまた姿をくらましたのですか？」

「うむ。実は昨日の夕方、マリウスから呼び出されてな。それで俺が不在にしている間にまたどこかに消えてしまった。帰ってから屋敷の中を隈なく捜したがいなかったから、また屋外でひと晩過ごしたようだ。一昨日同様、日の出と共にひょっこり帰ってきたがな」

「……それはそれは。ルーナがどこぞで凍えていやしないかと心配し、宿の時のように毛布片手にひと晩中捜し回る様子が目に浮かぶようです」

「いや。それが昨夜は、ルーナの寝床に用意しておいたブランケットがなくなっていてな。おかげで、俺は夜中捜し回らずに済んだ。お前が『外でないと用を足さないネコもいる』と言っていたが、外でないと寝ないネコもいるんだな」

　しみじみと語る俺を、ユーグは怪訝そうに見返した。

「ちょっと待ってください。そのブランケットというのは、ルーナが自分で持ち出したのですか？」

「ああ、翌朝ルーナはちゃんと自分でブランケットを銜えて戻ってきたぞ。どこぞでブランケットにくるまって夜を明かしたのだろう。それにしても、寒空の下にブランケットを持って出るとはよく考えたものだ。……ん？　どうかしたか？」

「いえ。ネコがブランケットを銜えて外に出ていき、それにくるまって夜明かしするなど見たことも聞いたこともなかったもので」

　ユーグが小難しい顔で顎に手をあてているのに気づき尋ねてみると、こんな答えが返ってきた。

「ほぅ、ならばルーナが初か。やはり、うちのルーナは賢いのだな」

「……レリウス様、私もまたルーナに会いたいのですが、今度お邪魔してもよろしいでしょうか？」

「そうか！　お前もルーナに会いたいか！　ならば今度の休みに屋敷に来い。特別にペロルを与える役を譲ってやろう。ペロルを夢中でペロペロするルーナは天使のごときかわいさだぞ」

「ぜひ、伺わせていただきます」

　ユーグの表情は『ぜひ』という言葉とは裏腹に、訝いぶかしげだった。

　会話はここでいったん終わり、ユーグは書類束を手に騎士団長室を出ていった。

「……やはり、ルーナは普通じゃない。ルーナに骨抜きのレリウス様はまったく頼りになりませんし、ここは私が目を光らせておかねばなりませんね」

　ユーグが扉を閉める直前に小さくこぼした台詞が聞こえたような聞こえなかったような……とにもかくにも、今頃ルーナはどうしているだろうかと思考を巡らすのに忙しかった俺は、ろくすっぽ気にもしなかった。










第五章　子ネコの秘密




　私がレリウス様のお屋敷にやって来て五日が経った。

　レリウス様のペットになって、私の生活はかつての野良暮らしから一変した。

　お部屋の中はいつでもあったかいし、ご飯に出されるミルクやちゃんと焼かれたお肉はすっごくおいしい。言わずもがな、おやつのペロルはほっぺたが落っこちちゃうくらい、とびっきりにおいしい♪

　なにより飼い主であるレリウス様は私に甘くて優しい。加えて彼は、前世のパパを彷彿とさせるガチムチマッチョな見た目をしている。最初こそ、あまりの大きさに驚いて怯えてしまったけど、筋肉質な強面はなにを隠そう私のタイプのど真ん中なのだ。見ているだけでも眼福だし、彼のグローブみたいな大きな手で体をなでられると、もうイチコロ。私は一瞬でとろんと夢心地になってしまう。

　こんなふうに、今の暮らしは「ここは天国!?」ってくらいに、とーっても快適だった。

　……だけどひとつ、困っていることもある。

　レリウス様と一緒に過ごす夜、私はいつもヒヤヒヤだ――。




　今日のレリウス様は、普段より少し早く帰宅した。

　おかげで夕飯の時間もいつもよりちょっと早くって、食堂の窓から覗く空は西に傾く太陽でまだ明るかった。

「ふみゃ～《ぷはぁ、おいしかったぁ。もう食べられな～い》」

　私は出された料理を完食し、パンパンに膨れたお腹をさすっていた。

　お腹がいっぱいなのって、なんて幸せ♪

「はははっ、満足したか」

　空っぽになった私のお皿を見たレリウス様は、笑みをこぼして席を立った。

　ん？　レリウス様、どこに行くの？

　レリウス様はスタスタと広い食堂と間続きになっている居間に向かい、棚からブラシとグルーミングスプレーを手に取り私を振り返った。

「さぁ、ルーナ。次はブラシをかけてやろう」

　目にした瞬間、私はピョンと椅子から飛び下りる。

「ふみゃっ《ブラッシング!?　やったぁ～っ！》」

　テテテッと駆けていき、レリウス様の足にバフンッとダイブする。ただし、できるだけ爪を立てないように慎重に。

「よしよし。ルーナはブラッシングがよほど気に入ったようだな」

　レリウス様は足もとに引っついた私の脇腹を左手で掴み、すくうように抱き上げると、私が定位置にしているソファと直角になるように配置された長ソファに向かう。

「みゃーっ《そりゃあそうよ。ブラッシングしてもらうのって、とろけちゃうくらいに気持ちいいんだから》」

　その感覚は、前世で受けたマッサージに似ている。しかも、とびきりすご腕の施術師さんに担当してもらえた時の極上のそれだ。

　レリウス様はソファにたどり着くと深めに腰掛けて、私を膝の上にのせる。

「最初にスプレーするから目をつむっておいてくれ」

「みゃー《はーい》」

　キュッとまぶたを閉じると、首のうしろから背中にグルーミングスプレーが吹きつけられる。このスプレー、とってもいい匂いがして気に入っているのだが、その効果だって抜群だ。

「みゃあ《ねぇレリウス様、このスプレーってただのハーブ水じゃないよね？　なにが入ってるの？》」

「ルーナはこのスプレーがずいぶんと気に入ったようだな。これは王都のペット用品店で販売が始まったばかりの新商品だそうだ。なんでも珪けい藻そう土どから抽出した天然ミネラルがたっぷり含まれているらしいぞ」

「にゃー《へー、珪藻土が入ってるんだ》」

　道理で、このスプレーの後にブラシを通してもらうとツヤツヤになれちゃうわけだ。

「ペロルを教えてくれた団員の飼い猫もお気に入りなんだそうだ」

「みゃあ《うんうん。そりゃ、気に入りもするよね～。だって、これを使うとただブラシを通すだけと全然仕上がりが違うもん！》」

「……そういえば、奴はここのところ少し元気がないようだったな」

　レリウス様が吹きつけていた手を止めて、ふと思い出したように口にした。

「騎士団では順調に功績を上げているし、周囲との人間関係も良好に見えるが……。もしかすると、なにか憂慮でもあるのだろうか」

「にゃー《それは心配だね》」

　部下の人たちのこと、ほんとに大事に思っているんだなぁ。

　レリウス様の愛情深さが垣間見えて、自然と頬が緩んだ。

「まぁ、ここで言っていても仕方ないな。近々に、それとなく尋ねてみるとするか」

「にゃあ《うん、それがいいね！》」

「不思議なものだ。お前に聞いてもらうと道筋がつくばかりか、心まで軽くなるようだ。まるでお前は、癒やしの力でも持っているかのようだな」

「みゃあ《ふふふ、さすがに癒やしの魔法は守備範囲外かな。でもね、私でよかったらいつでもお話聞くよ。この通りネコだから、気の利いたことは言えないけどさ～》」

　心配そうな表情から一転、晴れやかな様子でスプレーを再開したレリウス様を見て、私までうれしい気持ちになる。

　胸の中で心優しいレリウス様への想いが熱を持ち、大きく膨らむのを感じていた。だけど、私はあえて気づかないふりをした。……だって私はヤマネコだもの。

　どんなにレリウス様を想っても、その想いはけっして報われない一方通行だ。

「よし、このくらいでいいだろう。もう目を開いて大丈夫だぞ」

「みゃー《はーい》」

　レリウス様はスプレーを置いて、大きな手にブラシを握った。そうして首のうしろの一番もふんっとしたところにブラシをあてると、毛の流れをしっかり見ながら、背中の方に向かってとかし始めた。

　ブラシはもつれた毛を優しくキャッチし、そっとほどきながらゆっくりと進んでいく。ブラシが通ったところが、ふわっとやわらかになっているのが見なくともわかる。

　はわぁ～。これ、めっちゃ気持ちいい～。

　しかもレリウス様は、力加減がこれまた絶妙。皮膚にかかるほどよい圧が、とろけちゃいそうに気持ちよかった。

　はひゃ～。もしかして、ここは天国かしら。

「具合はどうだ？」

「ふみぃ～《はい～、そりゃあもう極楽ですとも》」

　レリウス様の丁寧なブラッシングを受けていると、私はあっという間に夢心地になってしまう。

　まぶたがとろんと重くなり、うつらうつらと舟をこぎだした。

「ルーナは本当に利口だな。たまに俺の言葉がすべてわかっているんじゃないかと思うことがあるぞ。もしかして、本当はわかっているのか？　なぁ、ルーナ？」

「みぃ～《なぁ～に～？　ねむねむで、ちょっとよくわかんないよ》」

「はははっ、冗談だ。とにかく俺の人生において、こんなに心満たされて過ごすのは初めてだ。この世にこんなに愛しい存在があるのだと、お前と出会わなければ気づきもしなかったろう。かわいいルーナ、ずっとここにいたらいい。ペロルもやるし、ブラッシングだっていくらだってしてやるぞ」

「みぃ～《え、ペロルいくらだってくれちゃうの？　へへへっ～、いくらなんでもそれは太っ腹すぎちゃうよ。それに私、ペロルがなくたって、ずーっとここにいるよ。もちろんペロルは、あった方がいいけどさ～》」

　なでなで。さすさす。

　レリウス様は私の全身にブラシをあて終えてからも、ずっと大きな手で首裏から背中にかけてなでてくれていた。

　ふへぇ、いい気持ち～。こっくり、こっくり……。

「俺はたまに、お前がネコでなく人間だったらいいのにと思うことがある。きっと、俺は人間のお前にも喜んでかしずくのだろう」

　うーん、レリウス様がなにか言っているみたいだけど……ぐぅ。

「とはいえ、お前がネコだからこそ、俺は惚れた腫れたの嫉妬や焦燥に悩まされず、純粋に愛おしめるのかもしれんがな。子ネコの姿ですら、お前はこんなに美しいのだ。もし人間だったら、俺はお前がほかの男に横から奪われてしまわないかと気の休まる間がなかっただろう」

　まぶたが完全にくっついて、レリウス様の言葉は私にとって明確な意味のない、ただただ心地いい子守歌となったのだった。




　――カタン。




　振動と小さな物音で、私は束の間のうたた寝から目覚めた。

「ふみぃ《あれぇ、私寝ちゃってた……？》」

　私がパチパチ瞬きしながらヒョコッと体を起こすと、頭上から申し訳なさそうに声をかけられる。

「すまん。起こしてしまったか」

　首を巡らせて見たら、レリウス様がソファから半分腰を浮かせ、少し先のローテーブルの上に置いてあったブランケットを手に掴んでいた。

　……あ。もしかして、私にそれをかけてくれようとしたのかな？

　レリウス様の優しい気遣いに思い至り、起き抜けでちょっと高めの体温がさらに一、二度上がったように感じた。

「日が暮れて少し気温が下がってきたからな。冷えてはかわいそうだと思ったんだが、気持ちよさそうに寝ていたのに起こしてしまって逆に悪かったな」

　レリウス様はちょっとバツが悪そうに言いながら、私が起きてしまったために不要になったブランケットをそのままパサッとテーブルに戻した。

　一方の私は、レリウス様が口にした『日が暮れて』という台詞に青くなっていた。ガバッと窓を仰ぎ見ると、外はすでに日が落ちて、薄っすらと月が空を照らし始めていた。

　嘘っ、もう月が出てる！　早くここから離れないと、レリウス様の目の前で変身しちゃう……！

　初日の雨降りを除き、ここまでの六晩、私は気を張って外に出るタイミングを見計らっていた。だけど、レリウス様ともすっかり打ち解けてきて、今日は気が緩んでしまっていたらしい。

　ついつい油断してしまっていた。

　体の中に、着々と月のエネルギーがたまってきているのを感じた。

　もう、レリウス様が私のそばを離れるタイミングを待っている時間はない――！

　もはや一刻の猶予もない私はローテーブルにピョンと跳び移ると、レリウス様がいったん戻したブランケットをガプッと口に銜え、一目散に駆けだした。

「ルーナ、どこに行く!?　わざわざ寒い外に行かずとも、ここで俺と一緒に眠ればいい！」

　伸びてきたレリウス様の腕をタッチの差でかわし、私は居間を飛び出した。

「ふみぃっ《ごめんなさい、レリウス様っ》」

「おい、ルーナ……！」

　背中にかかるレリウス様の呼び声に、申し訳なさで胸が押しつぶされそうになる。

　……ごめんね、レリウス様。

　私だって本当はそうしたい。だけど、それだけはどうしてもできないの……！

　レリウス様の前から脱兎のごとく逃げ出した私は、一階の廊下の窓から外に出て、手近な木陰に身を寄せた。直後、「ぽぽんっ！」という音と共に、私はもふもふのヤマネコから少女へと姿を変えた。

　白銀の長い髪がサラリと肌をなでる。

　大地を踏みしめるのは、スラリとした二本の足。パサッと口から落ちたブランケットは、同じくスラリとした二本の両腕で受け止めた。

　視界が、ネコの姿の時とは段違いに高くなっていた。

「……なんとか間に合った」

　私はストンッとしゃがみ込み、すっぽんぽんの体を隠すようにブランケットを胸もとまで引き寄せた。

　人間の姿での野宿は慣れっこ。……というよりも、雨降りなんかを除くほとんどの夜を私はこの姿で過ごしているのだ。だから土の上で風にさらされて夜を明かしたからといって、今さら風邪を引くこともない。

　……でも、どうしてだろう。

　今、ひとりで明かす夜がこんなにも心細い。レリウス様の温かな腕の中であのまま朝を迎えられたら、それはどんなにか幸せなことだろう。

　……レリウス様。あなたの制止を振り切って出てきてしまった私を、どうか嫌いにならないで。

　煌こう々こうと輝くお月様を切なく見上げていたら、ホロリとひと滴しずく、涙が頬を伝っていった――。




＊＊＊




　翌朝、ルーナはいつも通り日の出と共にブランケットを銜えて戻ってきた。

「おかえり、ルーナ」

「ふみゃぁ《ただいま、レリウス様。昨日はごめんなさい。私のこと、怒ってる？》」

　耳と尻尾をへちょんと垂らし、申し訳なさそうにこちらを見上げるルーナを、俺はそっと腕に抱きしめた。

「なぁルーナ、昨夜は強引に引き止めようとしてすまなかったな」

「みゅぁ《……え？　レリウス様が謝るのはおかしいよ》」

「実は、以前に騎士団員がネコというのは気ままな生き物だと言っていたのを思い出してな。お前が夜は気ままにひとりで過ごしたいというなら、今後は屋敷で眠ることを無理強いはしない。俺に飼われたからといって、お前がなんでもかんでも俺に従う必要はないんだ。お前は気の向くまま、自由にすればいいんだ」

「みゃあっ《レリウス様っ！　私、夜だけはどうしても一緒にいられないけど、それ以外はずっとずっとレリウス様といるよ！　レリウス様のことが大好きだもん！》」

　ルーナは俺の胸にバフッと顔を突っ伏すと、かわいらしく鼻先や頬をスリスリしていた。

　そのまましばらくスリスリと甘えていたルーナだが、ふいになにかに気づいた様子で俺の胸から顔を上げた。

「みゃぁ《名残惜しいけど、これ以上はレリウス様が遅刻しちゃうよね》」

　コテンと小首をかしげ、上目遣いに俺を見るルーナがあまりにもかわいくて、自ずと頬が緩んだ。

「そうだ。昨日は言うタイミングを逃してしまったんだが、今日は仕事が休みなんだ」

「みゃあっ《え!?　レリウス様お休みなの!?　やったぁ、うれしい～っ！》」

　俺が『休み』と告げた瞬間、ルーナはキランッと目を輝かせ、再び俺の胸にポフンと顔をうずめた。

　まるで俺の言葉がわかっているかのような反応に、ルーナへの愛しい思いが募る。

　こんなにわかり合える存在が、果たしてほかにいるだろうか。……いいや、これほどまで心と心で通じ合えるのはルーナだけだ。

　愛しい思いのまま、ルーナを抱きしめる腕にも自ずと力がこもった。

「ふみゅっ《わわわっ、苦しいよレリウス様？》」

　ルーナは驚いたように小さく声を漏らし、クリクリの紫の目で俺を見上げた。

「おっと、すまん」

　俺は慌てて腕の力を緩め、ふわふわの白銀の頭をなでながら口を開いた。

「それでこの後なんだが、ユーグがお前に会いたいと言うんでな。昼飯に招待しているんだ」

「ふみゃ《ふーん。そっかぁ、ユーグさんが来るんだ。……まぁ、べつにユーグさんはいてもいなくても、どっちでもいいや。レリウス様がいてくれれば、それでいいもんね》」

「ああ見えてユーグは結構な美食家でな。シェフにいい肉を取り寄せてもらったから、楽しみにしているといい」

「ふみゃっ《えっ、お取り寄せのいいお肉っ!?　やっほ～、ユーグさん、来てくれるのを待ってるよっ！》」

　ユーグを招待していると伝えても特段興味なさそうにしていたルーナだったが、肉を取り寄せているのひと言にはキラリと瞳を輝かせ、尻尾をパタパタ振って反応した。

「はははっ、現金なやつだ」

「みゃーっ《……あ、レリウス様！　私のお肉はよく焼いてね？》」

「わかっているさ。お前の分はしっかり中まで火を通し、焼き目をつけて出すようにもうシェフに伝えてあるぞ」

「ふみゃ～っ《ん～っ、さすがレリウス様！　わかってる～！》」

　ルーナは伸び上がり、俺の首もとにスリスリと頬を寄せた。

　やわらかな毛に肌をくすぐられて、俺はこそばゆい刺激に目を細くしながら口を開いた。

「そういうわけで、今日は昼が豪華だ。朝食は軽めでとシェフに伝えてある。ルーナもそれでいいな？」

「みゅーっ《うんっ、お昼にいっぱい食べるから朝は軽くで！》」

　ルーナは即答するみたいに、かわいらしく鳴いた。

「よし、いい子だ」

　俺はルーナを抱いたまま食堂へと足を向けた。

　以前、我が家には通いの使用人しか置いていなかった。シェフも例に漏れず通いで来てもらっていたのだが、ルーナを飼い始めたのを期に住み込みに変更できないか相談したところ、ひとり暮らしだった彼は快諾してくれた。そして、現在は俺とルーナの朝夕の食事、加えてルーナ用の昼飯の支度と存分に腕を振るってくれている。

　そのほかにも数名の使用人に住み込んでもらうことで、これまでとは格段に手が行き届いた生活を送れるようになっていた。今も、俺たちが席に着くと控えていた配膳係がタイミングよく朝食を運んできて、さっそく食べ始めることができた。

　かつては使用人らに囲まれた生活を窮屈に感じ、最低限しか配置していなかったが、ルーナが不足なく過ごすためならさらなる増員とて喜んで検討したいというのが本音だった。

「うまいか？」

　俺はスモークチキンのサンドイッチをかじりながら、俺の向かいでおいしそうにフルーツサンドを頬張っているルーナに問う。

　実は、ルーナと快適に暮らすため、俺はこの一週間のうちに屋敷の備品のいくつかに手を加えていた。

　食堂のテーブルもそのひとつ。おいしい料理に目を輝かせるルーナのかわいい姿を一瞬たりと見逃したくなかった俺は、考えた末、テーブルの真ん中にルーナ用の穴を開けた。さらに穴の下には、ルーナがちょうどよく乗り上がれる高さの高椅子を設置した。

　これにより、俺はテーブルの真ん中からひょっこり顔を出したルーナと、向かい合って食事を楽しめるようになったのだ。ルーナの一挙手一投足を漏らさず眺められるようになり、食事時は俺にとって至福の時となった。

　そのルーナが、ちょうどフルーツサンドをごっくんとして、向かいからキラキラの目で俺を見上げた。

「みゃ～っ《うんっ、フルーツサンド最高！　でも、これで軽めってほんとなの!?　だってこれ、なめらかなクリームと宝石みたいなフルーツが挟まってて超豪華！　これから食べるもう一個のやつだって、これでもかってくらいにお肉がたっぷり入ってる！　こんなの、贅沢すぎちゃうよ～》」

「そうか、フルーツサンドが気に入ったか。……おっと、口の端にクリームがついている」

「みゃ《えっ？》」

　ルーナの口の端にクリームがついているのに気づき、人さし指の腹で拭い取る。

　普段からあまり甘いものを好まない俺の皿に、フルーツサンドはのっていない。ルーナが目を輝かせるフルーツサンドに興味を引かれた俺は、クリームがついた指を自分の口もとに運び、そのままペロリと舌先で舐めた。

「みゃっ《きゃっ、なんだか恥ずかしいっ》」

　甘さが抑えられたクリームは、とろけるような口溶けだった。なるほど、これにフレッシュフルーツが加われば甘さと酸味のバランスがより際立ち、さぞ美味だろう。

「ふむ、たしかにうまいな」

　ルーナはフルーツサンドに挟まっていた大粒のブドウみたいに目を真ん丸にして俺を凝視していた。

「ん？　どうした？　そんなに目を見開いては、綺麗な瞳が落っこちてしまうぞ」

　ルーナはパチパチと幾度か瞬きした後、まるで俺から逃げるみたいにパッと目を逸らし、そのままソワソワと落ち着きなく視線をさまよわせていた。

　最終的には皿に残るチキンのサンドイッチに目線を止めたが、なかなか食べだそうとはしなかった。

「ああ、もしかしてチキンの味付けを心配しているな？　大丈夫だ。お前の苦手なスパイスは使われていなかったし、これもフルーツサンドに負けないくらい、いい味だった。安心して食べるといい」

　俺がうつむいたままのルーナの頭をポンッとなでながら伝えたら、ルーナは片方の前足を胸にあてて上目遣いで俺を見た。

　……ん？

　ふと、ルーナの目がわずかに潤んでいることに気づく。

　さらに、ルーナはもふもふの体毛ゆえ皮膚の色などわかろうはずもないのだが、なんとなく人が照れたり恥ずかしがったりする時のように頬を赤く染めているような、そんな気がした。

「みゅーぁ《レリウス様の馬鹿。……私、心臓が止まっちゃうかと思ったんだから》」

　ルーナがあげた小さな鳴き声は、非難めいているようにも、甘やかな響きを含んでいるようにも聞こえ、俺を戸惑わせた。

　ルーナは再び目線を皿に落とすと、今度こそサンドイッチにかじりついた。ルーナが食べ始めてからも、俺はなかなかルーナから視線を逸らすことができなかった。

　不思議なくらい、ルーナの行動が俺の心を揺り動かす。飼いネコの挙動に一喜一憂し、こんなにも心かき乱されるなどまったくの予想外だが、まるで不快とは思わない。むしろ、ルーナがやって来てから俺の日常は別物みたいに楽しくなった。

「みゃみゃっ《えっ!?　なにこのチキンサンド……！　私、こんなにおいしいの初めてっ！　このマヨネーズソースがたまらない～！》」

　目をキラキラさせて幸せそうに頬張るルーナの姿は、否応なく俺の胸を弾ませる。

「そうか、うまいか。いっぱい食べて大きくなれよ」

　俺はルーナの頭をそっとひとなでし、満たされた心で自分の食事を再開させた。










第六章　お客様がやって来た




　とってもおいしいサンドイッチの朝食を食べた後、私はひとり庭にいた。

《ふぅ、スッキリ～》

　ナイショの用事を済ませて、木陰から顔を出す。

　さて、早く戻ってレリウス様と遊ぼ……んっ!?　意気揚々と屋敷に向かって踏み出しかけたところで、正門の方から少年たちの笑い声とネコの鳴き声が聞こえてきて、足を止めた。

「ぎゃはははは！　このネコ、きったねーっ！」

「ニャァー《や、やめとくれぇ～》」

　……もしかして、虐められてる!?

　ただならぬ気配を察した私はくるりと方向転換し、屋敷を背に正門に向かってダッシュした。

　正門の前にたどり着くと、門扉の格子越しにボロボロの毛の年老いたネコが、貴族子弟と思しき三人組の少年に棒でつつかれているのが見えた。

「ニャァー《こ、これ。無体はよすんじゃ……グァッ》」

　ひと際強く棒で叩かれ、おじいちゃんネコはよろめきながら地面に倒れ込んだ。

「ふみゃぁ《虐めちゃだめっ!!》」

　目にした瞬間、私は考えるよりも先に格子の隙間をすり抜けて、おじいちゃんネコをかばうように少年たちの前に飛び出していた。

「ん？　なんだあの白髪のチビネコ！　ヘンな色～！」

「よーし！　このボロネコより、こっちの方が百倍いいぞー！　捕まえろ!!」

「よしきた～！」

　ええっ!?　ところがだ、飛び出してはみたものの、私はしょせん非力な子ネコ。三人の少年に飛びかかってこられたら、ひとたまりもなかった。

「ふみゃっ《きゃん！　痛いっ！》」

「へへへっ！　つっかまえた！」

　私はあえなく少年たちに捕まってしまったが、せめておじいちゃんだけでも逃がそうと、苦しい体勢の中必死で叫ぶ。

「みゃぁあ《おじいちゃん、今のうちに逃げて》」

「ニャァー《じゃが、それではお前さんが……》」

「ふみゃあふみゃあ《いいからっ！　私は大丈夫だから、おじいちゃんは行って！　早く!!》」

「ニャァー《す、すまん。嬢ちゃん、せめてお前さんの魂が安らかに逝いけるように祈っておるぞ……っ！》」

　おじいちゃんはこんな物騒な台詞を残し、涙ながらに駆けていった。

　ええっと？　私はべつに死ぬ気はないんだけどな……。

　とにもかくにも、おじいちゃんの背中が見えなくなって、私は安堵の息をついた。

「なぁなぁ、このネコどうする？」

「へへへっ、俺さ一度実験したいと思ってたんだよ」

　私の首のうしろをネコ掴みした少年が問うと、隣の少年がポケットからはさみを取り出しながらニヤニヤとこぼした。目にしたはさみと『実験』の一語に、私は青くなった。

「わかったぞ、ヒゲを切るんだろ!?　それ、俺もやってみたいと思ってたんだ！」

「そうそ。実際切ったらどうなるか、楽しみだろ？」

「にゃーぁっ《やだやだっ、やめて！　離してっ!!》」

　頭の中は恐怖しかなくて、必死に叫びながらバタバタと手足を振って抵抗する。

「おい！　顔もしっかり押さえてろ！」

「わかってるって～」

　少年たちは私の抵抗を物ともせず、体も顔も容赦ない力で押さえ込んで固定する。

「よーし♪」

　残酷な笑顔の少年が、手にしたはさみをわざと私の目の前でシャキンッ、シャキンッといわせてみせる。

　そしてついに、はさみが私の頬にあてられる。

「ふみゃあぁーっ《ヒ、ヒッ、ヒィイイッ!!　レリウス様っ――!!》」

　私は声にならない悲鳴をあげながら、ギューッと目を閉じた。

「やめるんだ!!」

　え、この声……！　レリウス様!!

　直後に、少年たちの呻き声があがる。私はレリウス様の腕に抱き留められた。

「もう大丈夫だ！」

　目を開けると、ブルーの瞳が心配そうに私を見下ろしていた。足もとでは、少年たちが地面に尻もちをついていた。

「ふみゃーっ《ふぇーんっ、レリウス様ぁ》」

　レリウス様の胸にギュッと抱きしめられて、恐怖でキュウキュウだった胸が一気に安心感で満たされた。ホッとして、涙がポロポロこぼれた。

「怖かったな、ルーナ。よしよし」

「みゅぅ《うん。でも、もう怖くないよ。だってこうして、レリウス様が助けてくれたもん……！》」

「いい子だ」

　私が逞しい胸にスリッと頬ずりしながら伝えたら、レリウス様は愛おしそうに抱きしめる腕の力を強くした。

「……イッテェ、なにすんだよ!?」

「おい、でかぶつ！　お前、俺のこと突き飛ばしやがったな!?　俺にこんなことしていいと思ってんのかよ!?」

「そうだぞ！　父上に言いつけてやる！　いつまでもネコ相手にブツブツ言ってないで、こっちを向け……っ、ヒィッ!!」

　少年たちが尻をさすりながら立ち上がり、レリウス様に食ってかかる。ところが、はさみを持っていた少年が口にした『こっちを向け』との言葉に応じてレリウス様が振り返った瞬間――。

　少年たちは、全員が腰を抜かして再び地面にへたり込んだ。私からは角度的にレリウス様の表情が見えなかったが、彼がとてつもなく怒っているのが空気でわかった。

「……お前のお父上は、デルモンテ伯はく爵しゃくであろう？　なに、今日の一件はお前が伝えるまでもない。俺が使者を立て子細を報告しておいてやる」

「ヒッ!!」

　レリウス様が氷点下の声音で告げると、少年は悲鳴をこぼし哀れなほど震えだす。

「そういえば、王宮主催の晩餐会の折、お父上は長男の素行に頭を悩ませていると語っていたな。俺が騎士団で鍛えてやってもいいが……いや、全寮制のいい学園を知っているから、そちらを紹介してやろう。厳格な五年制の学園を卒業する頃には、お前のひん曲がった性根も直り、お父上もさぞ喜んでくれるに違いない」

「ヒィイイッ!!」

　少年はついに、泡を吹いて倒れた。

「お前たちも安心しろ。俺から親御さんに報せをやっておく」

「「ヒィイィッ!!」」

　ほかのふたりも同様に、泡を吹いて地面に沈んだ。

「セバスチャン！　セバスチャンはいるか!?」

　レリウス様は屋敷に向けて声をあげ、駆けつけてきたセバスチャンに後の処理を指示すると、大事そうに私を抱えて屋敷に戻った。

「警けい邏らに王都の巡回を強化するようにさせる。もう二度とお前をこんな目にはあわせんからな」

「ふみゃぁ《ありがとう、レリウス様。でもね、今回のことも悪いばかりじゃなかったよ……》」

　子供たちにされたことはすっごく怖かった。でも、颯さっ爽そうと私を助けてくれたレリウス様の姿に感動し、胸がときめいたのも事実なのだ。

　さっきのレリウス様、正義感にあふれてとっても頼もしかった。こんな姿を見せられたら、私、レリウス様のこと、もっと好きになっちゃうじゃない。ヤマネコだから、こんなこと考えちゃだめなのにね……。

「よしよし」

　私はレリウス様の腕にスリッと鼻先を寄せ、大好きな彼の匂いを切なく嗅いだ。




　そうしてレリウス様と居間に戻った後は、ブラシをかけてもらいながら、ふたりでくつろいだ時間を過ごした。

「どうしたルーナ？　そんなに足をふみふみさせて」

　ブラッシングの後は、レリウス様と長ソファの上でゴロンとしながら、じゃれ合って遊んでいた。すると、肘掛けに頭を預けて仰向けになっていたレリウス様から、こんな声をかけられた。

「ふみゃ《え～？　足をふみふみって、なんのこと？》」

　ちょうどレリウス様のお腹のあたりにのっかっていた私は、脳内にクエスチョンマークを浮かべながら、おもむろに目線を落とした。

「ふみゃあ《嘘、なんで!?　私、無意識にふみふみしてる！》」

　ここで初めて、自分がレリウスのお腹を前足でふみふみしていることに気づき、目を丸くした。

　やだっ。私ってば恩人のレリウス様のお腹を踏みつけるなんて無礼千万！

「みゃぁ《ごめんね、レリウス様。すぐ、やめるから……って、あれ？　なんで!?　ふみふみする足が止められないよ～っ》」

　シャツ越しに感じる、魅惑のシックスパック。ストイックに鍛え上げられたその筋肉美は筆舌に尽くしがたく、むにっと押せば返ってくる極上の弾力性が私を魅了して離さない。

　ガチムチマッチョの垂ぜんものの腹筋の感触に、私の目も足も、もう釘づけ。今さら、やめるなんて選択肢はあり得なかった。

「ふみゃあ～っ《くぅ～っ、無礼とそしりを受けたって、このお腹を踏まずにはいられない！　ひゃっはーっ、むちむちの筋肉サイコー♪》」

　ふみふみ、ふみふみふみふみ。

「ふむ、もしかすると筋肉のほどよい弾力を気に入ったのかもしれんな」

　筋肉の魅力に取り憑つかれ、無我夢中で踏みまくる私を、レリウス様は目を細めて眺めていた。

　結局、私はレリウス様の好意に甘え、本能のまま心ゆくまでふみふみした。

「ふみゃ《レリウス様、ありがとう！　そのお腹、また貸してね！》」

「はははっ、満足したようだな。よしよし、ルーナは本当にかわいいな」

　私が大満足でレリウス様の胸の上で丸まり、人心地ついたタイミングで、ノッカーを叩く音が聞こえた。

　……あ。ユーグさんが来たのかな？

　私はお耳をピクピクと揺らし、玄関の方に意識を集中させた。案の定、使用人とやり取りする来訪者の声は聞き覚えのあるユーグさんのものだった。

「みゃー《レリウス様、ユーグさん来たよ》」

「ん？　ユーグが来たか」

　私が右の前足でポフポフしながら訴えたら、レリウス様は的確に察してソファから半身を起こし、「偉いぞ」というように私の頭をよしよしとなでてくれた。

「お前は耳がいいな」

　へへへっ、ネコですから。

　私は大きな手に頭をすり寄せるようにして、大好きなナデナデを堪能した。

　しばらくすると、使用人の案内でユーグさんが居間にやって来た。

「ユーグ、よく来てくれたな」

「お邪魔します」

「今日は休日だ、堅苦しい挨拶はいらんぞ。こっちで適当に座ってくれ」

「では、お言葉に甘えて。こちら、召し上がってください」

　……あれ、お土産だ。いいな～。

「そうそう、これはルーナにお土産です。よかったら、後であげてください」

　ん？　私に……？

　ユーグさんはレリウス様に菓子折りっぽい箱を手渡した後、ポケットからなにかを取り出してポンッと箱の上に置いた。

　いったい、なにをくれたのかな？

　気になった私はうしろ足で立ち上がり、ぴょんぴょこ、ぴょんぴょこ飛び跳ねた。

　すると、何度目かのジャンプで私用のお土産のチラ見に成功した。

「みゃーっ《わーっ!!　ペロルの限定味!?　そんなのが出てるの!?》」

　知らなかったー！　すっごくおいしそう、早く食べたーい！

　私はテンション爆上がりで、喜びの感情のままテテテッと居間を一周駆けて回った。

「まさか、こんなに喜んでもらえるとは」

「……ユーグ。その限定味はどこで手に入れた？」

　私の浮かれきった様子を見てユーグさんがポツリとこぼしたら、レリウス様がギンッと鋭い眼差しと唸うなるような低い声で尋ねた。なぜか、尋問みたいな口調で。

「どこって、知人が卸売業に従事していまして、その伝つ手てでたまたまもらったんです。一般販売は来月ですから、まだ市場では入手できないかと思います」

　ユーグさんの答えに、レリウス様は憎々しげに舌打ちした……？ように見えたが、きっと私の気のせいだろう。優しい紳士なレリウス様が舌打ちなんてするはずないもんね。

「……それにしても、拾ってまだ十日と経っていないのに、よくぞここまでペットに入れ込めたものです」

「なにか言ったか？」

「いえ。今のは独り言ですので、お気になさらず」

　その後はみんなでお茶を飲みながら、和やかに時間が過ぎた。

「レリウス様、昼食のご用意が整いました」

「そうか」

　使用人の声を受け、私たちは食堂に移動した。




　食堂に足を踏み入れた瞬間、ユーグさんがピタリと立ち止まった。

「どうかしたのか？」

「……え、待ってください。あのテーブル、どうしたんですか!?」

　レリウス様が問うと、ユーグさんは狼狽した様子で声をあげた。

「おお、いいだろう！　ルーナと向かい合って食えるように、俺が真ん中に穴を開けた。あれのおかげで、うまそうに料理を頬張るルーナの様子が、あまさずに見られる。今日はお前の席も対面ではなく、俺の隣にしている。だからお前も、ルーナのかわいい食事風景がとっくと見られるぞ」

　レリウス様は得意げに胸を張り、饒じょう舌ぜつに語った。

「……あり得ません」

「なんだ。俺の隣だからと、今さら遠慮はいらんぞ。騎士団食堂では、あたり前のように隣合って飯を食っているだろうに」

「そうですね……。では、お言葉に甘えて隣に失礼します」

　ユーグさんは額に手をあてて、よろよろとした足取りで示された席に向かう。

「王家御ご用よう達たしの老舗家具屋が手がけた一級品のマホガニー材のダイニングテーブルに穴を開けるなど……。信じられません」

　ヤマネコの私は人よりも耳がいい。レリウス様は聞こえなかったようだけど、私の耳はユーグさんの小さなつぶやきをキャッチしていた。

　……うわぁ。まさかこのテーブルがそんなにお高いものだったとは……。とはいえ、このお屋敷にしても目玉が飛び出ちゃう豪華さだもんね。騎士団長って、高給取りのエリートなんだなぁ。

　私はレリウス様をチラ見して、改めて彼の地位とその財力に唸った。

「おいユーグ、もしかしてお前、どこか具合が悪いのではないか？　さっきからどうも様子がおかしいぞ」

　……ん？

　レリウス様の声でユーグさんに視線を向ける。するとユーグさんは椅子をひきかけた体勢のまま、私用のくりぬき穴の前に置かれたプレートを注視して、岩のように固まっていた。

「……ちょっと待ってください。あれはいったい、誰の食事ですか？」

「ん？　ルーナの分だが……なんだ？　もしかしてお前も、料理ごとに別皿で配膳するよりワンプレートの方が食いやすかったか？」

「いやいやいや。料理の提供方法うんぬんではなく、普通に考えて問題は料理です！　だってあれ、人間の食事がそのまま並んでいますよね!?」

　……ギク。

　ユーグさんの指摘に、私はビクンと肩を揺らした。

　知っての通り、レリウス様という人は、とんでもなくおおらかな人である。

　事、私の食事に関しても大雑把というかなんというか……とにかく、細かいことはまったく気にせず、私の求めるままなんでも与えてくれていたのだ。シェフや使用人たちも皆、主あるじに似て非常におおらかな人たちばかりだ。

　だけど普通に考えたら、私の味覚と嗜好は一般的なネコとはずいぶんズレているわけで……。

「そのまま？　馬鹿を言え、ちゃんとルーナの分は俺たちの三分の一程度の量になっているだろう。それに料理はすべてルーナが食いやすいよう、ひと口大にカットしてワンプレートにしてある」

「……いえ。量ではなくてですね、ネコというのは普通、生野菜や生の果物は食べませんよ。生で食べるのは肉や魚くらいです。それに本来は肉食動物ですから、たとえ過熱したとしても野菜や果物などを大量に摂取させる必要はありません」

　初めて現れた常識人（？）と、その人からされた的を射た指摘に、私はちっちゃくなって首をすくめた。

　……やだぁ。サイドメニューのサラダとデザートのフルーツタルトを取り上げちゃわないで～。

　さらに、私は今後、温かな食事を奪われてしまわないかと気が気じゃなかった。間違っても「ネコ用カリカリを与えておけば十分」とか、そんなひどいこと言わないでぇ……。

　やっとありつけた温かい食事を取り上げられてしまったら、泣いたって泣ききれないよ。

「そういうものなのか？　ルーナは生野菜も果物も大好物だ。むしろ、生肉の類いはいっさい口にせんぞ。今日のメイン料理のステーキとて、ルーナの分だけシェフが追加で火を通しているくらいだ」

　へへへっ。シェフのおじちゃんには、いつもお手数かけます……って、今はそうじゃなくて！　ユーグさんの突き刺さるような視線をどうしよう……。

「ネコが、生肉を食べない？」

　ヒィッ！　ユーグさんが漏らした低い声と射貫くような眼差しに、思わずちびりそうになった。

「……レリウス様、常識的に考えてもルーナの食事はひとまずネコ用の総合栄養食に変えるべきです」

　出たぁああっ！

　生肉強要も嫌だけど、ネコ用カリカリも嫌だよぅ……、ぅううっ。

「うむ。お前の言う『普通』や『常識』はわかった」

　ひぇええっ！　しかもレリウス様が、ユーグさんに賛同してる!?

　……あぁ、終わった。私のご飯、カリカリになっちゃう。

　私はショックに打ちひしがれた。

「お前の助言はありがたいが、頭でっかちになって型にはめ込む必要もないだろう。野生動物なのだから、本能的に食べていいものと悪いものの区別はつくのではないか。人間でも好みや体に合う食べ物は人それぞれ。ネコも同じと思えば、人間があれこれ考えるより、野生の本能に任せた方がいいのではないか」

　……え？

　うなだれていた私だったが、予期せぬ流れを察し、ガバッと顔を上げレリウス様を仰ぎ見た。

「俺は今後もルーナの食事はルーナが望む物を望む調理法で与えるつもりだ」

　レリウス様……！

　キッパリと言いきったレリウス様の背中に後光が差して見えた。

「……なるほど。少々乱暴な理屈ですが、たしかに一理あります。そして私は、あなたのそんな豪放なところを尊敬してもいる。ゆえに、苦労が絶えないあなたの副官を辞めるタイミングを逸してここまできたんでした」

　おぉ～！　さっきのレリウス様の言葉で、ひとまずユーグさんも納得してくれたみたい。よかったぁ～！

「なんだ？　俺の副官を辞めようなどと考えていたのか？」

　レリウス様がギョッとした様子でユーグさんに尋ねた。

「ええ、一度や二度ではありません。正直に言うと、レリウス様の副官というのは、なかなか骨が折れるのも事実です。先だってのグレス書記官の件をはじめ、よそとの折衝や細かな調整はすべて私の肩にのしかかっていますから。しかしそのたびに踏みとどまり、私は今もこうしてあなたのそばにいる」

　プライベートな訪問だからだろう。今日のユーグさんは、レリウス様に対して少し饒舌なようだった。

「ふむ。……まぁ、あれだ。お前の存在にはいつも助けられている。今後も、引き続き踏みとどまってくれたらありがたい」

　レリウス様がちょっと早口で告げたら、ユーグさんは苦笑いで応え、静かに席に着いた。

　私も高椅子にのっかって穴からひょこっと顔を出し、食べる準備は万端だ。

「よし、温かいうちに食おう」

　初しょっ端ぱなにひと悶もん着ちゃくあったものの、レリウス様のナイスな取り成しで無事に一件落着し、昼餐が始まった。

「みゃーっ《いっただきまーす！》」

　私は気を取り直し、超豪華お昼ご飯にかじりついた。もちろん、初めは前菜のサラダから！

　本音を言えば、真っ先にお肉にいきたいところだけど、野菜でワンクッション置いてからメインにいくのが月乃の時からの習慣だった。

　はぐはぐとサラダを頬張る私を、レリウス様は優しい目で、ユーグさんは少し胡う乱ろんげな目で見つめていた。

「みゃあ～っ《はわぁ～、お肉おいし～っ♪　やわらかくって、とろけちゃう～》」

　サラダの後、待ちに待ったお取り寄せのステーキをあーんとした瞬間、あまりのおいしさに目がハートになった。

　当然尻尾は揺れまくり、穴のうしろ側にペチペチとぶつかっているが、おいしいお肉に夢中なため、これっぽっちも気にならない。

　レリウス様はそんな私の様子を目を細くして眺めていた。

「はははっ、よっぽど気に入ったようだな。ほら、こんなにうれしそうに食べているから大丈夫だろう？」

「そうですね」

　ほくほく顔のレリウス様に、ユーグさんは仕方ないなという感じで同意した。

　……あれ、もうなくなっちゃったぁ。

　おいしい物はいつだってあっという間。目を丸くして食べていたら、気づいた時にはもう食べきってしまっていた。

　しゅん。

　私は名残惜しく、お皿のお肉がのっかっていたあたりをペロペロした。

「ルーナ、もうひと口食べるか」

「みゃっ《えっ？》」

　見上げたら、レリウス様が自分の皿からよく焼けているステーキの端の部分を切り分けて、私のお皿にのっけてくれた。

　ユーグさんはギョッとした様子でしばらく私とレリウス様のやり取りを眺めていたけれど、飽きてしまったのか途中からは自分の食事に集中していた。

「ふみゃ～っ《うわぁっ、うれしい～っ！　いっただっきまーす♪》」

　私はレリウス様の手にほっぺをスリスリしてお礼を伝え、さっそくパクッとかぶりつく。

　ん～♪　お取り寄せお肉、サイコ～！　しかも、レリウス様から追加でもらった『もうひと口』は、最初に食べた自分のよりも、ずっとずーっとおいしく感じた。

　なんでだろう？　不思議～！

　ごっくんとして口からお肉がなくなってからも、私は口をもっちゃもっちゃとさせておいしい余韻に酔いしれた。

「うまかったのか？　よかったな」

「みゃ～ぁ《ん～、お口の中がすっごく幸せ～。ありがとう、レリウス様》」

「よしよし、いい子だ。いっぱい食って、大きくなれよ」

　私の《ありがとう》が的確に伝わったようで、レリウス様は向かいから腕を伸ばし、私の頭をわしゃわしゃとなでながら答えてくれた。

　へへへっ。だけどさ、これじゃあ私、横にばっかりおっきくなっちゃうよ？

「さぁルーナ、肉もいいがシェフのタルトも絶品だぞ。食ってみるといい」

「みゃぁ～《食べる～！　ねぇねぇ、レリウス様。もし、私が横におっきくなっちゃっても、嫌いになっちゃやぁよ？》」

「どうしたんだ、甘えん坊さん。よしよし」

　レリウス様は乙女心には疎いみたい。私がコテンと首をかしげながら上目遣いで確認したら、ナデナデする範囲を広げつつこんなとんちんかんな答えをよこした。

　もうっ。

　……でもいいや。私、レリウス様のナデナデだーい好き！

「みゃーっ《ねぇレリウス様、お耳のあたりももっとなでて？》」

　きゃっきゃと盛り上がる私とレリウス様。

　この間ユーグさんはといえば、眼前で繰り広げられる光景から目を逸らすように、黙々と料理を食べ進めていた。

「ん？　こっちもか？」

　ん～っ！　そこそこっ！

　私は穴から少し伸び上がり、レリウス様の手に頭を押しあてるようにして、心地いいナデナデを堪能した。

　すると、ひとり黙々とステーキを食べていたユーグさんが、ポツリとつぶやいた。

「……甘っ」

「おお！　やはりわかるか。これは脂の甘みとやわらかな肉質が特徴のブランド肉なんだ。お前は味覚が鋭いからな。来訪が決まった日のうちにシェフに手配を頼んでおいたんだが、正解だったな」

　これにすかさずレリウス様が反応した。

「……それはどうも。たしかに肉も脂に良質な甘みがあり、筋がなくて肉質もやわらかですね」

　ユーグさんは長い間を置いてから、ちょっと遠い目でこんなふうに答えた。

「そうだろう。満足してもらえたならよかった。うちのシェフはデザート作りの腕もたしかだ。タルトの方もうまいぞ」

「それは楽しみです」

　ひと通りなでてもらって満足した私は、レリウス様の手からスッと頭を引いて、穴の中にすっぽりとお行儀よく座り直した。

「時にレリウス様、ワーグナー筆頭大臣の動向に関して続報が入ってまいりまして――」

　ワーグナー筆頭大臣？　聞き覚えのない名前が出てきて、私はコテンと首をかしげた。そこからふたりの会話は、私にはよくわからない話題に移った。

　少し気になったけれど、お仕事の話は私には無関係と割り切って、私はふたりから目の前のフルーツタルトに意識を集中させた。

　……なにこれ。まるで宝石箱みたい！

　スイーツは、お肉にだって負けない私の大好物だ。しかも改めて見た目の前のタルトは、目もくらむほど豪華だった。

　タルト台にはまず、バニラビーンズがほんのりと香るクリームがたっぷりと敷かれ、その上に真っ赤に色づいた大きな苺にツヤツヤのマスカット。太陽の光をいっぱいに浴びて育ったマンゴーとオレンジ。ほかにも、カラフルなフルーツが何種類ものっていた。

　さらに色とりどりのフルーツは皆、薄くジュレのベールをまとい、いっそう艶やかに輝いて見る者を魅了した。

　はわわ。おいしそう……！

　ゴクリとひとつ唾をのみ込んで、私はさっそくひと口大にカットされたタルトを頬張った。

　うわぁああ～、口の中が天国！

　噛みしめるたび、ザクザクと香ばしいタルト生地、優しい甘さのクリームと弾ける果汁が出会い、混ざり合い、そして絶妙なハーモニーを奏でだす。

　私用のワンカットは小さいから、カットごとに違うフルーツの味わいが楽しめるのもうれしかった。

「ふみゃ～っ《ん～っ、おいしかったぁ～！》」

　完食した私は、パンパンのお腹をさすりながら、大満足でホゥッとひと息ついた。

「満足したか？」

　向かいから声をかけられて見上げたら、レリウス様もちょうどデザートを食べ終えてフォークを置いていた。目にした私は、ピョコンと穴から引っ込んで、テーブルの下をテテテッと駆け、レリウス様のお膝にのり上がった。

　レリウス様の食事中にはじゃれつかないのがマイルール。だけど、食べ終わったのなら話は別だ。

「みゃあっ《大満足ですとも！》」

　お膝にのって甘える私の頭にレリウス様はポンッと手をのせて、ふと気づいたように口にする。

「そうか、よかったな。……ん？　また口にクリームをつけているぞ」

　レリウス様は親指の腹で私の口の端を拭った。レリウス様の指にくっついたクリームを目にし、私はすかさずペロンと舐めた。

　ちょっとクリームの味がする……幸せっ。

「はははっ、いい子だ。ルーナ」

　へへへっ。しかも褒められちゃって、二重にラッキー。

　ユーグさんは食後の紅茶を飲みながら、私とレリウス様のやり取りを見つめていた。

　どことなくげんなりというか、うんざりというか、ユーグさんからはそんな雰囲気が漂っていた。

「どうしたユーグ、さっきから黙り込んで。食いすぎたか？」

「……たしかに、いろんな意味でお腹がいっぱいですよ」

　ここでユーグさんは、一度私に視線を移した。

　ん？

「ルーナは私の常識ではまるで推し測れない。同様に、レリウス様のこんなふうにとろけた顔を見る日が来るなど、これもまったくの想定外です」

　ユーグさんは再びレリウス様に目線を戻して続けた。

「副官として共に数あま多たの戦をくぐり抜け、戦場の外では交渉事に疎いレリウス様に代わって王宮ほか、よそとの折衝をこなし、世の中を知り尽くしているつもりでいましたが、どうやら私はあなたの言うところの頭でっかちになっていたようです。世の中というのは、存外に奥が深い」

「いや、なに。俺こそ、戦場ではともかく、それ以外ではよそとのやり取りをお前に任せきりにしておきながら、ずいぶんと偉そうなことを言った。俺よりお前の方がよほど世情に明るいのは純然たる事実だ」

「……レリウス様、昼餐の初めに私はネコの一般論を語りましたが、そもそもヤマネコというのはネコというくくりの中では特殊なのです。個体数が少なく、人里に下りてこない特性もあり、いまだその生態に謎が多い。ことに〝魔窟の森〟に住まうヤマネコに関しては、動物学者でさえほとんど情報を持っていませんでした」

「まさかお前、わざわざ動物学者のもとを訪ねたのか？」

　レリウス様が驚いたように尋ねた。

「いえ。知人がたまたま王立学術研究所で動物学の主席研究員をしておりまして。先日、偶然会う機会があったので、聞いてみただけです」

「……以前から思っていたが、お前はやたらと方々に顔が利くな？」

「そんなのは、たまたまです。その知人が〝魔窟の森〟のヤマネコについて学者らしからぬおもしろい見解を述べていましてね。これは彼が独自に唱えた私見なのですが、レリウス様は存外、気に入るかもしれません」

「ほう？」

　レリウス様は興味を引かれた様子で、ユーグさんを見返した。私も気になって、ユーグさんの続く言葉に耳を傾けた。

「彼いわく〝魔窟の森〟が『魔窟』と呼ばれるゆえんは、ヤマネコにあるそうです」

　ここでユーグさんがおもむろに私に顔を近づけてきたと思ったら、様子をうかがうようにジッと見つめてくる。

　なになに？　そんなに見ちゃいやーよ。

　私は肉球のおててでユーグさんのほっぺたをむにっと押しやった。ユーグさんは苦笑いで顔を引っ込めたけど、その目はちょっと訝しげだ。

「どういう意味だ？」

「〝魔窟の森〟に暮らすヤマネコのコミュニティには、時折〝魔〟が混じるそうです。人間だけでなく、ヤマネコ社会においてもそれは異端の存在とされ、己の居場所を求めて人里に下りてくるのだとか」

　ユーグさんが、観察するように私を見ながら口にした。耳にした瞬間、私の体がピクンと跳ねた。

　魔が、混じる……？　私は長老が口にした〝禍の子〟という単語を思い出していた。

　心臓が口から出ちゃいそうなくらい、バクバクと鳴っていた。

「それはヤマネコの中に、魔物が生まれるということか？」

　レリウス様が核心を突き、ユーグさんはそれに深くうなずいた。

　その瞬間、ハンマーで頭を打たれたみたいなガーンという衝撃と共に、自分がどういう存在なのかを否が応にも認識させられる。

　……そうか。私って、『魔物』だったのね。

　私はこれまで、自分という存在について転生者ゆえに異質なのだということ以外考えたことがなかったが、これでハッキリした。

「ええ、彼の見解によればそうです。ちなみに、彼の名誉のために言わせていただくと、彼は別段、古の魔法に傾倒した狂信者というわけではありません。公正な目を持った学者です。彼からこれを聞かされた時、私は彼がこんな非科学的な見解を述べたことに驚くと同時に、脳裏にルーナのことが思い浮かびました」

　ヤマネコ社会において、私は〝禍〟であり、よくない存在だった。だけど、まさか人間社会でも疎まれる存在だったなんて……うぅううっっ。

　私は非情すぎる神様の仕打ちに心でおいおいと泣きながら、レリウス様のお膝から下りようと立ち上がった。

　……だって、魔物にのっかられてたら、誰だって嫌でしょう？　ぅううっっ。

　ところが、床に飛び下りる直前で、レリウス様が私の胴体をワシッと掴んで持ち上げた。

　ん？

「はははっ！　その見解はいいな！　こんなにかわいい魔物なら大歓迎だ！　なぁ、ルーナ？」

　えっ？　大歓迎してくれちゃうの？

　レリウス様は自分の頬に私の額のあたりを寄せ、白い歯をこぼしながら頬ずりする。

　……レリウス様は、ほんとに私が魔物でもいいの？

　レリウス様にされるがまま顔中をなで回されながら、私は困惑しきりでパチパチと瞬きを繰り返した。

「伝承によれば、古の人間が有益に魔法を活用していたのとは対照的に、知性と理性に劣る動物は己の有する魔法を御せずに凶暴化し、『魔物』と呼ばれてきたといわれています。仮にルーナが魔物なら、現代にも魔法が息づいているという事実に加え、『凶暴』という魔物の定義が覆ります。どちらにせよ歴史を変える大発見です」

「もしルーナが魔物なら、そうなるな。だが、ルーナは魔法など使えん。だからルーナは、魔物ではあり得ないがな」

　……ううん。それがね、実は使えちゃうんだよ。

　心の中でしょんぼりと漏らした声は、当然レリウス様には届かない。

「では、レリウス様は見解そのものに否定的なわけですね」

「あたり前だ。太古の昔はわからんが、少なくともこの世界に今はもう魔法は存在しない。当然、魔法を持った動物――魔物だっていない。もちろん、天上界に住まうといわれる天女も存在しない」

「天上界？　天女？　……なんですかそれは？」

　ユーグさんが白い目を向ける。私も聞き慣れない単語に、脳内にクエスチョンマークを浮かべてレリウス様を見上げた。

「なんだ、知らんのか……っ、いかん。たしかあれは、門外不出の書だったか……」

　レリウス様は言葉の途中でハッとした様子で、何事かもごもごと言っていた。

「レリウス様、なんですか？」

「いや、なんでもない。今のは忘れてくれ。まぁとにかく、ルーナはかわいい上に、ほかよりも利口なヤマネコというわけだ。なぁ、ルーナ」

　同意を求めるみたいに『なぁ』と言われても、この一件に関してはノーコメント。

　私は無言のまま、ツツツッと視線を逸らすのが精いっぱいだ。

「……なるほど」

「なんだユーグ、不服そうだな。お前とて、『魔法の存在は過去のもの。今は科学技術の時代だ』と常々言っているではないか」

「そうなんですけどね。事ルーナに関しては、魔物という知人の見解が妙にしっくりはまるのですよ。そもそも、なにをもって『ルーナは魔法が使えない』と断言できるのでしょう」

「どういう意味だ？」

　レリウス様は興味を引かれた様子で続きを促した。

「私には、ルーナが魔法で私たち人間の会話をすべて理解していると言われた方が、よほどしっくりきます。実際にお宅にお邪魔して様子を見させていただきましたが、ルーナの反応はやはり、レリウス様の言動をすべて理解した上でのもののように感じられます」

　ヒィッ!!　まさか、人間の言葉を把握していることがバレていたの!?

　私は青くなり、内心で焦る。

　……あれ、待てよ？　この世界は日本とは似つかないし、人の外見も外国人そのもの。冷静に考えてみると話している言語も違う。

　今さらながらはたと気づき、妙に納得した。……うん。今まで考えつきもしなかったけど、元日本人の私が異世界の言葉を理解してるのって、たしかにすごくヘンだ。あと、アルファベットみたいな文字は習ってもいないのに読めてるし、肉球のおててじゃなかったらきっと書くことだってできる。

　……ううん。言葉だけじゃない。そもそも、私がネコの習性をガン無視した食生活や生活習慣でここまで生きてこられたのだって、考えてみれば奇跡的だ。

　ずっと、魔法は私にとってちょっと使い勝手の悪いものという認識だった。少なくとも、私が自発的に使うことができる月の魔法は、かなり使用場面が限定される。でも、もしかするとこれまでも、私自身知らないうちに魔法の力にいっぱい助けられていたのかもしれない。

「まぁ、魔物だろうがヤマネコだろうが、ルーナがとびきりかわいいというのは疑う余地もありません。それから、私はずっとそばに控えてきましたから、レリウス様がカインザー王国のために私生活を犠牲にし、騎士団長として先陣切って駆け抜けてきたことを知っています。ルーナを飼い始め、幸せそうに足早に帰宅していくあなたの背中を見るに、うれしい思いにもなるのですよ」

「ユーグ……」

　ユーグさんはカタンと席を立つと、こちらに一歩足を寄せ、私を覗き込んだ。

「レリウス様、天使のごとくかわいいルーナと楽しくお過ごしください。……ルーナ、あなたが動物でも魔物でもかまいません。レリウス様をよろしくお願いします」

　ユーグさんはそう言って、レリウス様に抱かれた私の頭をそっとなでた。

　ユーグさんの手は温かで、間近に見る栗色の瞳も優しい光をたたえていた。

「ふみゃ《えぇっと。よろしくって言われても……どっちかっていうと私がお世話かけちゃってる側だしなぁ》」

　私がなんと答えたものか首をひねりながら小さくつぶやいたら、ユーグさんはフッと笑みをこぼして、私の頭から手を引いた。

「なんだ、ユーグ。もう帰るのか」

「はい。白状すると、ルーナが悪しき思惑を持ってレリウス様に取り入っているのではないかと少々疑っていたんです。私が飼育を勧めた手前、一度気になりだしたら居ても立ってもいられず、こうしてお邪魔させていただいたわけです」

　ユーグさんの答えがよほど意外だったのか、レリウス様は驚いた様子で目を見開いていた。

「結局、ルーナが魔物かどうかの是非はわからずじまいですが、あなたに害なす存在でないことだけは、私の目にも瞭然でした。これが確認できれば十分です」

「はははっ、そうか。上官のプライベートにそこまで気回しするとは、相変わらずマメなことだ。お前も気苦労が絶えんな……おお、そうだ！　お前もなにかペットでも飼い、私生活を充実させるといい。ペットはかわいいぞ」

「……では、ごちそうさまでした」

　レリウス様が最後に付け加えたあきらかなのろけに、ユーグさんはあきれたような目をしてくるりと踵を返した。

　こうしてユーグさんは、私自身知らなかった情報と限定味のペロル――これがまた、後で食べたら激ウマ！――を残し、ひとりサッサと帰っていった。










第七章　騎士団長、少女に出会う




　ユーグの訪問から一週間が経った。

　その日の晩、俺は窓の前に立ち、風を受けて大きく葉を揺らす庭の植木を見つめていた。

　……ひどい風だな。

　試しに窓を押し開けてみると日が落ちたことに加え、ビュービューと吹きすさぶ風によって実際の気温よりもずっと寒く感じた。

「ブランケット一枚でルーナが震えていなければいいが……」

　ルーナはいつも通り、夕飯を終えてしばらくするとブランケットを銜えて姿を消していた。先週、ルーナに『自由にすればいい』と伝えて以降、俺がルーナを引き止めたことは一度もなかった。

　先の言葉に嘘はなく、今後もルーナの好きな場所で夜を明かせばいいという考えに変わりはない。だが、これから季節は冬に向かっており、日ごと外気は冷たさを増していた。

「そういえば、ダウンのブランケットがどこかにあったな」

　俺はしばしの逡巡の後、リネン室に足を向けた。

　廊下を歩きながら、やはり頭に浮かぶのはルーナのこと。実は最近、俺は頻繁に困った現象に見舞われている。ふとした瞬間に、こともあろうかルーナが人間の女性に見えてしまうのだ。

　もしかして、俺はどうかしているのか？　……ともあれ、こんなことは口が裂けても人には言えんな。

　小さくため息をつきながらリネン室に入ると、端から順に収納棚の扉を開けていく。そうして三つ目の棚の中に、目あての品を見つけた。

「あった、これだ。寝るのは好きな場所でいいが、寒さに凍えていてはかわいそうだ。これをルーナに届けてやろう」

　引っ張り出したダウン素材のブランケットは、ルーナが愛用している毛布素材のそれよりも軽く、保温性に優れてふかふか。これからの寒い季節にはぴったりだ。

　これをかければ、ルーナも温かく朝を迎えられるだろう。

　俺はダウンのブランケットを小脇に抱えると、玄関に向かった。月明かりで十分に明るかったのでランタンは持たず、そのまま外へ飛び出した。

　……さて、ルーナはどこにいる。

　ルーナを捜しながら、屋敷の庭を大股で闊歩する。木陰……あるいは、厩や厨房の勝手口の近くに建つ貯蔵庫か？

　幾つかあたりをつけ、順番に見て回る。しかし、植木の根もとや厩、貯蔵庫にもルーナの姿はなかった。ほかに風がよけられそうな場所は……。

「そうだ。西の端に、昔庭師が道具類をしまっておくのに使っていた物置小屋があったな」

　今はもう使われていない物置小屋の存在を思い出し、急いでそちらに向かった。

　小屋にたどり着き、はやる思いで簡素な木製扉に手をかける。

　――ギィイイイ。

　建て付けが悪くなった扉は、引き開けると軋きしんだ音を立てた。

　足を踏み入れた瞬間、俺は小屋内に人の気配を感じ、叫んでいた。

「誰だ!?」

　腰を屈め、小さなくりぬき窓から差し込む月明かりを頼りに小屋内を見回すが、侵入者の姿は確認できない。

　だが、確実に誰かがいる――！　俺の五感が、侵入者の存在を確信していた。

「どこに隠れている!?　おとなしく出てこい！」

　俺のあげた声に、小屋内の侵入者が緊張を走らせたのがわかった。神経を研ぎ澄まし、相手の状況を探る。

　これは、素人の物取りか？　……あるいは、ただの迷い人や浮浪者か？

　侵入者は、不思議なくらい気配を殺すことに慣れていなかった。しかも、厳しい声で詰問する俺に対し、敵意めいたものがまったくといっていいほど伝わってこない。感じるのは、ビクビクとした臆病な息差しのみ。

　……あそこだな。

　右奥にあたりをつけ、じりじりと距離を詰める。

　近づいていくと、物陰に身を潜めてしゃがみ込む小柄なシルエットが浮かんでくる。

　件くだんの人物は布のような物にくるまって体を小さく丸め、微動だにしない。

　……少女、か？

　月明かりだけが頼りの暗がりの中でも、うつむき加減の横顔の美しさと、月光を紡いだかのような髪の鮮やかさが見てとれた。

　そして少女には、ある種独特なオーラがあった。

　……不思議な魅力漂うこの少女は何者だ？

　そんなオーラにあてられてしばし少女に見入ったが、すぐにハッとして神経を尖らせた。

　まさか、これは俺を油断させて陥れようとする罠か!?　彼女以外の者が小屋の外にいるのではあるまいな!?

　気を張って周囲を警戒し、状況を把握しようと思考を巡らせた。ところが、どんなに注意してみても、周辺に少女以外の気配は感じなかった。

　……不測の事態かと危ぶんだが、どうやら杞憂だったようだ。

　俺は改めて少女に向き直った。

「君はどうしてここにいた？　ひとりで来たのか？」

　侵入者が少女とわかり、努めて穏やかに語りかけた。

「ひとりです。風を避けるのに入らせてもらって。……勝手にごめんなさい」

　俺の問いかけに少女は肩を縮め、申し訳なさそうに答えた。

　鈴を転がしたような愛らしい声から判断すると、おそらく年齢は十四、五歳くらい。いまだ大人になりきらないみずみずしい少女の声は俺の胸を高鳴らせ、もっと聞きたくてたまらなくなった。

「謝らなくていい」

　俺は上着を脱ぐと、一歩踏み出して少女の肩にパサリとかけてやった。

「え、これ……？」

「そんなに縮こまって、寒いのだろう？　羽織っておくといい」

　少女は驚いたように肩にかかった上着を見つめ、おずおずと前を握り合わせた。

「それで、君はこの国の令嬢ではないね？　どこに滞在しているんだ？　まだ成人を迎えていないのだろう？　親御さんはどうした？」

　少女の髪は、暗がりの中でもそれとわかるくらい艶があって美しいが、このあたりでは見たことがない色だった。

　俺の屋敷は王都の中心部に位置し、各国大使館からも近い。加えて王宮では、数日後に各国の高官を招いての式典が控えていた。それらを鑑みるに、少女は式典参加のために我が国を訪問中の外国高官の家族に違いない。

　俺はこんなふうに少女の身元について、おおよその見当をつけていた。少なくとも、この少女が物取りや浮浪者であり得ないことを確信していた。

「えっと……」

　俺の質問に、少女は困った様子で言いよどんだ。

　子供というのは、時に、大人が思いもよらない行動をしてみせるものだ。察するに、この子も異国の街の珍しさに夢中になっているうちに道に迷い、日暮れを迎えてしまったのだろう。

　他人の敷地に入り込むのは感心できんが、それはこの子も十分承知して反省しているに違いない。だからきっと、こんなにもおどおどと自信なさげにしているのだ。

「なに、心配しなくともご両親には俺がうまく取りなしてやる。俺はレリウスだ、君の名前は？」

　語りかけながら、俺は少女に対し好感と共に不思議な既視感を覚えていた。

　もしかして、俺たちはどこかで会ったことがあるのだろうか。……いいや、過去にこんなに印象的な少女と出会っていたならば、忘れるなどあり得ない。

　ならば、初対面の少女に対して抱く、この親しみの感情はなんなのか……。

「どうした、君の名はなんというんだ？」

「……わ、私は」

　――ビュゥウウッッ。

　その時、ひと際強い風がくりぬき窓から小屋内を吹き抜けていく。突風は俺たちの対角に立てかけてあった農具を倒し、小屋内に大きな音が響き渡る。

　――ガタンッ！　ガッターンッ！

　俺が反射的に音のした方に顔を向けるのと同じタイミングで、風で流れてきた雲が月を隠し、小屋の中が一気に暗くなってしまう。

　目を凝らすが、急な暗さにすぐに順応できるものではない。

　俺は顔を少女の方に戻しながら、スッと右手を差し出した。

「君、この暗さでは、足もとが見えにくくて危ない。俺の手を握っておくといい」

　万が一、少女が倒れた農具にでもつまずいて怪我をしては大変だ。

　ところが、俺が差し出した右手はなかなか取られることがなかった。

　怪訝に思い、口を開きかけた瞬間――。




　ぽぽんっ！




　目の前で、なにかが弾けるみたいな音がした。

　……今の音はなんだ？

　俺が不審に思って眉を寄せていると、小さな影が俺の足をわずかにかすめ、テテテテテッと駆けていくのがわかった。

「おいっ!?　待て――！」

　慌てて声を張ったが、小さな影はそのまま小屋の外へと走り去ってしまった。それと同時に、少女の息づかいや気配も消えていた。

　ひとり残された俺は、扉の外を見つめたまましばし立ち尽くした。

　暗がりゆえ目視での確認はできていない。だが、テテテテテッという足音と俺の脛をふわりとかすっていったやわらかな感触にはなじみがあった。

「今のは、ルーナだよな。初めからここに入り込んでいたのか？　……いや、だとしたら俺がルーナの気配に気づかないはずはない。少女が飛び出していったのを、ルーナと勘違いしたのか？」

　どうにも釈然とせず、首をかしげながらぶつぶつとつぶやく。

　そうこうしているうちに、目が徐々に暗さに慣れて視界が利くようになってくる。小屋内を見渡すが、やはり少女の姿は影も形もなかった。

　ん？　これは……。

　ふと近くの床に、少女が体を包んでいたと思しき布が落ちているのに気づき、トンッと一歩前に踏み出して拾い上げた。

「毛布……いや、サイズ的にブランケットか……？」

　俺は拾い上げたそれと、ルーナのために屋敷から持ってきたダウン素材のブランケットを抱え、物置小屋を後にした。

　それからすぐに小屋の周辺を捜してみたが、少女の姿もルーナの姿も見あたらなかった。

　ふいに見上げた空は、いまだ分厚い雲が月を隠し、小屋の中と同様に暗かった。

　雲に隠れるように姿を消した月のような少女……。もしかすると俺は、月の幻影にでも惑わされていたのだろうか？

「そういえば、あの少女の髪の色や雰囲気はどことなくルーナに似ていたな。それに、俺がたびたびルーナに重ね見る人間の女性……彼女にも似ているのではないか？」

　俺はたびたびルーナが人間の女性に見える時がある。しかし、ルーナに重なるようにぼんやりと浮かび上がる幻影ゆえ、女性の容姿の子細や色彩まではわからなかったのだが……。

　ルーナに重なって見える女性があの少女だと考えたら、パズルのピースがピッタリとはまったかのようにしっくりした。

「まさか、あの少女がルーナだったなんてことはないよな？　たしかに、ルーナが人間になったとしたら、あの少女のような雰囲気になりそうだが……」

　思い至った可能性に、ゴクリと喉が鳴った。

「って、待て待て。俺はいったいなにを馬鹿なことを考えているんだ？　こんな夢物語を思い描いているのがユーグに知れたら、正気を疑われるぞ」

　自分自身が繰り広げたあまりに馬鹿げた妄想を自嘲気味に笑った。

　もしかすると俺は、ここ最近のワーグナー筆頭大臣の一件で少々疲れているのかもしれない。それにルーナとて、もし外が寒ければ自分で屋敷に戻ってこられるのだ。

「ハァ。今晩はもう、屋敷に戻って休むとするか。……いや、その前に各国の大使館から捜索願が出されていないか、確認せねばならんな」

　俺は思考を切り替えるように緩く頭を振ってから、屋敷に続く歩行路を歩きだした。

　そうして帰り着いた屋敷の玄関――。

「嘘だろう!?　これは、普段ルーナが使っているのと同じじゃないか……！」

　ポーチランプの光に照らされた腕の中のブランケットを凝視して、俺は思わず叫んでいた。

　先に覚えた疑念が、再び胸の中で膨らみだす。

　……まさか、あの少女がルーナだなどと、本当にそんなことがあり得るのか？

　馬鹿らしいと思うのに、その可能性がどうしても捨てきれなかった。

　そうしてこれ以降、少女の捜索と並行し、俺はルーナにバレないようさりげなく行動を観察したり、夜の寝床を捜してみたりと詮索の日々を過ごすことになるのだった。




＊＊＊




　――テテテテテッ。

　人型からネコの姿に変身した私は、物置小屋を脱兎のごとく逃げ出した。この後、レリウス様が周辺を捜すことも考慮して、できるだけ小屋から遠くへとダッシュした。最終的には木々が茂る裏庭へ行き、レリウス様のお屋敷に来て最初の晩を過ごした大木に向かった。

　体を丸め、根もとのくぼみにスポッと納まると、安堵の声を漏らしながら、ずっと銜えていた上着を放した。

《ひぃいんっ。危なかったよぉ～っ》

　……ところで、これって明日の朝私が銜えて帰ったらヘンだよね。

　咄嗟に銜えて持ってきてしまったが、どうやって返したものか考えると、ちょこっと頭が痛かった。

　……どうせなら、ブランケットの方を銜えてきたらよかったのにね。

　とはいえ、あのどさくさの中である。こっちを銜えてきてしまったのも仕方ないだろう。

　だけど、上着やブランケットのことより、もっと頭が痛いのはレリウス様に人型を見られてしまったことだ。寒さに負けてのこのこ小屋に入ってしまったが、これは迂う闊かつだった。

　ギリギリのタイミングで月が隠れ、暗がりの中でネコになって逃げてこられたから、変身のことはたぶんバレていないはず。けれど、敷地内に入り込んでいた少女のことは、騒ぎになっているかもしれない。

　……まさか明日の朝、警邏隊が侵入者の調査で来てたりとかしないよね。

　ぅう～ん、困った。

　どちらにせよ、今後はちょっとやそっと寒くても、絶対小屋には行かないようにしよう――！

　改めて心に誓うが、この半月ほどで飼いネコ暮らしになじんでしまったのか、以前よりも屋外の寒さが体にこたえる。

《ふ、ふっ、ふぇっぷしゅっ！》

　言っているそばから特大のクシャミが出て、タランと鼻水が垂れた。

　……そういえば、私って実はひとりで冬を越したことがないんだよね。

　前足でちょいちょいと鼻水を拭いながら、ふと思い至った。私は乳離れからしばらくして、母ネコとふたりで暮らしていた穴ぐらを追い出されたが、その頃季節は早春。新芽が芽吹き、日ごとに温かさを増していた。

　だけど、今はそれの逆で日に日に寒くなっている。

　――ビュゥウッッ。

　うへぇ、風が冷たいっ。吹きつける風にブルリと震え、私は以前に目張り用として運んでおいた金属製の板っぱを二本の前足で引き寄せて、穴の入り口を塞ぐように立てかけた。

　鼻先がちょんと触れちゃう近さの板は、もとは錆だらけのガラクタで寝床に置くには到底ふさわしくない代物だったが、〝月の魔法〟で綺麗にしたからピッカピカ。今はもうばっちくないから、ほっぺに触れてしまっても大丈夫だ。

　よし、風が防げてだいぶマシになったぞ。今晩はひとまずこれで、寝てしまおう。

《はぁ～あ、ほんとは月の魔法で直接暖が取れたらよかったのにね》

　私が月の光を浴びて人型になっている時に使える月の魔法だが、結構不便な代物で、残念だけど暖を取ることはできない。汚れがこびりついていたこの板を綺麗にできただけでも、御の字なのである。

　私はため息と共に使い勝手がいまひとつの月の魔法に恨み節をこぼし、レリウス様の上着を引き寄せると、その下に丸まって眠りについた。










第八章　騎士団長が恋煩い!?




　警邏や各国大使館を巻き込み、ちょっとした騒ぎになった騎士団長邸への侵入者騒動も数日が経てば落ち着いた。

　物置小屋の調査やレリウス様への聴取で多く出入りしていた人たちも、ここ最近はぱったり来なくなった。取り戻した普段通りの日常に、私は安堵の胸をなで下ろしていた。

　一方で、気がかりなこともある。いつもいろんなことを私に話しかけてくるレリウス様が、時折、ぼうっとして言葉数が少ない時があるのだ。

　……最近のレリウス様、どうしちゃったんだろう？

　前はもっと、騎士団であったこととか、話してくれていたのにな。もしかしてなにか、悩みごとでもあるのかしら？

「ところで侵入者の一件、あれってその後はどうなったのかしら？」

　ここ数日のレリウス様の様子について考えながら昼下がりの廊下を歩いていたら、偶然、使用人たちが思い出したように話題にしているのを聞きつけた。

「結局、旦那様が目撃したという人物に該当するような捜索願はどこからも出されていなかったそうだ。警邏が王都近辺で聞き込みを実施したらしいが、こちらもそれらしい人物の目撃情報は一件もあがってこなかったらしい」

　家令のセバスチャンが進捗を告げると、ほかの使用人たちがこぞって「へー」っとうなずいた。

　私は何食わぬ顔で横を通りつつ、彼らの会話に耳をそばだてた。

「不思議なこともあるものね」

「ここだけの話、わしは旦那様が夢でも見たのだろうと思っとる」

「えぇ？」

「考えてもみろ。旦那様が警邏にした証言は『物置小屋の扉を開けると、白銀の髪をした月の化身のような十四、五歳の少女が奥の物陰に隠れてしゃがみ込んでいた。声をかけたが、途中で一瞬の隙をつくように、少女は制止を振り切って消えてしまった』とこうだ」

　使用人たちは困惑したように、互いに顔を見合わせていた。

「常識で考えてあり得んだろう。いくら暗がりの中とはいえ、熊やイノシシとて素手で捕らえられる旦那様だぞ。その制止を少女が振り切って逃げるなど不可能に近い」

「そう言われると、たしかに。あの旦那様の隙をつくというのは、ちょっと考えにくいかも」

「そうだろう。なにより、海を挟んだ遠い異国のことはわからんが、この大陸にそんな髪の色をした人間などおらん。いるとすれば――」

　ん？

　朗々と持論を語っていたセバスチャンが、ここでチラリと私に視線を向けた。

「そう、そんな毛色を持つのはルーナくらいだ」

　ギクッ！

　年の功というやつだろうか。以前から思っていたが、サンタクロースみたいなおひげをしたこの家令のおじいちゃん、地味に鋭いのだ。

「では、旦那様はネコのルーナを少女と見間違えたというの!?」

「信じがたいが、いっさい痕跡が見つからないのだから、そう考えざるを得んだろう。最終的には警邏でも似たような見解で処理されて、捜査もいったん終わりになったそうだ」

　……なんと、まさかの捜査終了！　侵入者騒動が、意図せず私にとって、とても都合のいい着地点に落ち着いていた。

　これが聞けたら、もうひと安心。今後、私が迂闊に人型をさらさない限り、この一件が掘り返されることはないだろう。

　あぁ、よかった！　レリウス様には申し訳ないけれど、超ラッキーだ。

「まぁ、そうだったのね」

「ちなみに、ここで問題なのは旦那様の見間違いそのものじゃない。そのくらい旦那様が疲れておられるという状況だ」

　セバスチャンが続けた言葉にピクンと耳が揺れた。たしかに、最近のレリウス様はずっと心ここにあらず。

　……鋭いだけじゃない。セバスチャンは、いつだって主思いでとっても優しいのだ。

「たしかに。ここのところ旦那様は、帰宅後も夜中まで自室で仕事をしているみたいだし、食事時なんかでもボーッとしている姿をよく見るわ。よっぽどお疲れなのね」

「旦那様は機密の多い重要な仕事をなさっている。察するに、ここ最近はなにか重大な案件を抱えているのだろう。わしらは、屋敷を居心地よく整えておくくらいしかできんが、旦那様が少しでもくつろげるよう力を尽くそう」

「そういうことなら、今日は張りきって窓掃除までやってしまうわ！」

「ああ、頼んだよ」

　掃除用具を手に、使用人のみんながせわしなく動きだす。

　みんなの掃除の邪魔にならないよう、私は真っ直ぐ自分の寝床に向かい、コロンと体を丸めた。

　私もレリウス様に世話してもらうばかりじゃなくて、彼のためになにかできないだろうか？

　レリウス様のためにがんばるみんなの姿を見て、胸にこんな思いが湧き上がった。

　えぇっと。お掃除を手伝ってみる？　……いやいや、肉球のこの手じゃさすがに無理だろう。

　うーんと、それなら肩を叩いてあげるとか？　……いやいや、私のネコパンチじゃぽてぽて触るのがせいぜいで、とてもじゃないけど「叩く」なんて威力はでない。

　……さて、どうしたものか。

　レリウス様が帰ってくるまで、ずーっとぐるぐると考えていたけれど、結局いいアイデアは思いつかなかった。




　さらに数日が経ったある日の朝。

　私は朝食を終えると、レリウス様のお膝に乗って、ブラシをかけてもらっていた。

　レリウス様が出勤するまでのわずかな間だけれど、レリウス様と一緒に過ごせるこの時間が、私は大好きだった。

　う～ん、いい気持ち……ん？

　夢心地でうつらうつらしていると、背中の右側から半分ほどブラシをかけ終わったところで、レリウス様の手がピタリと止まってしまう。怪訝に思って首を回して見上げたら、レリウス様はボーッと宙の一点を見つめていた。

「ふみゃ《レリウス様？》」

「ああ。すまん、少し考えごとをしていた」

　私の声にレリウス様はハッとした様子で答え、ブラッシングを再開した。だけどレリウス様は、あきらかに気もそぞろ。

　……背中は気持ちいいけれど、これじゃなんだか寂しいよ。

　最近のレリウス様は、こんなふうに突然動きを止めたかと思えば、遠い目をして何事か考え込んでいることが多かった。

「みゃー《ねぇレリウス様、最近お疲れなんじゃない？　お仕事、あんまり無理しないでね》」

　私は伸び上がって、レリウス様の頬のあたりをいたわるようにペロペロした。

「はははっ、くすぐったいぞルーナ。お前はかわいいな」

　へへへっ。そりゃどうも。

　首のつけ根をわしゃわしゃとなでながら告げられて、うれしさにふりふりと尻尾が揺れる。

　レリウス様はそんな私の様子をジッと見つめていたけれど、途中でなにか思い出したようにうっとりと目を細くして口を開いた。

「彼女も奇跡のようにかわいかったな……」

　んっ!?　『彼女』って、どこの誰!?

　聞き捨てならない台詞を耳にして、ご機嫌から一転、不快感に尻尾がビビビッと尖った。

　私はプンプンでレリウス様の膝から立ち上がりかけ……でもさ、『彼女』っていうのが必ずしも色恋の感情を持った相手とは限らないよね。

　私だって前世でイケメン俳優に熱を上げた時期もあった。

　……うん！　きっとレリウス様の言う『彼女』もそういうのだよ！

　私はこんなふうに無理やり自分を励まし、浮かせかけた腰を落とすと、わざと喉をゴロゴロ鳴らしてブラッシングの再開を促した。

　レリウス様は私の催促に気づき、再びブラシをかけ始めてくれたけど、私の心はもやもやしたままだった。

　レリウス様に「かわいかった」と言わせた存在……。本音を言えば、それが女優さんとかだって嫌だった。

「ふみゅぅ《……ねぇレリウス様、私以外にそんな言葉をかけないで》」

　ヤマネコの私には、過ぎた願いなのはわかってる。でもね、レリウス様の『かわいい』は、私だけじゃないと嫌だよ？

　私はレリウス様がブラシを持つのと反対の手に、切なくスリスリと頬を寄せた。

「彼女にまた会いたいものだな」

　んんっ!?　『彼女にまた会いたい』ってなに!?　どういうことーっ!!

　このひと言で、私の我慢は限界に達した。全身の毛だってブワワッと逆立って、激おこモードだ。

「ふしゃぁあっ《なにそれ、信じられないっ！　屋敷のみんなも私も、お仕事が大変なんじゃないかって心配したのに、レリウス様は女の人のことで悩んでいたの!?　レリウス様の馬鹿っ!!》」

　私は怒りのままレリウス様のほっぺたにネコパンチをお見舞いし、そのままピョンッと膝から下りた。

　私が繰り出すネコパンチの威力など、たかが知れている。だけどレリウス様はとても驚いた様子で、ピキンと動きを止めた。

「お、おい!?　急にどうした？」

　レリウス様は戸惑いつつも、すぐに私に向かって腕を伸ばしてくる。私はそれをスルリとかわし、ダッと駆けだした。

「ブラッシングはもういいのか？　左半分がまだだぞ」

「くしゃぁあっ《そんなの、言われなくたってわかってるもん！　レリウス様なんて、もう知らないんだからっ!!》」

　私はいったん足を止めてキッとレリウス様を睨みつけると、棚から予備のブラシを銜え、今度こそ居間を飛び出した。

「おい、ルーナ！」

　……言葉が通じなくたって、レリウス様とは心と心でわかり合えている気になっていた。でも、それは私の独りよがりで、全然わかり合えてなどいなかった。

　なにより、あんなに思いをかける女性がレリウス様の胸にいる。そのことが、私の心を波立たせ、ひどく苛つかせた。

　一方で、自分自身の感情に少し戸惑ってもいた。

　……私はヤマネコだから、レリウス様への想いは報われないって言い聞かせていたはずなのに。

　どうやら私は、自分で思っていた以上に、レリウス様への恋心を膨らませていたらしい。

「おや、ルーナじゃないか。どうした、ブラシなんぞ銜えて？」

　私が廊下を猛ダッシュしていたら、向かいから歩いてきたセバスチャンに声をかけられた。

「ふみゃぁああ《うぇえ～ん、セバスチャーン！　レリウス様がひどいの！　レリウス様の悩みはお仕事なんかじゃなくて、女性問題なのっ！　みんな、騙だまされてるよ。もう、ヤダ～っ！》」

　私はセバスチャンの脛にバフッとすがりつき、おいおいと泣きながら訴えた。

　口を開いたことで、銜えていたブラシはコトンッと床に落っこちた。

「そんなに鳴いてどうした……おお！　さては、レリウス様がブラシで皮膚を引っかけてしまったんだろう。よしよし、もう鳴かんでいいぞ。続きのブラシはわしがかけてやるからな」

　セバスチャンは床からブラシを拾い上げると、好こう々こう爺や然とした笑みを浮かべながらとんちんかんなことを言う。

　私は今回、レリウス様とわかり合えていなかったことが発覚して、ものすごくショックを受けた。さらに今は、この気持ちをセバスチャンにわかってもらえるはずがない現実にも、打ちのめされる。

「みゃぁあ《違うよ、そんなんじゃなくて……って、もういいや。続きのブラシがけ、左側をよろしくね》」

　私はすっかりしょげ返り、あきらめと共にセバスチャンの足もとで体を丸めた。

「おー、よしよし。どうだルーナ、わしのブラッシングも極楽だろう？」

「みゃ《……そね。でも、できるだけ早く左側に移ってね》」

　左側と言ったのに、嬉々として右側にブラシをあて始めるセバスチャンに困憊しつつ、ため息交じりに独り言ごちるのだった。




＊＊＊




　夜半過ぎ、密偵が新たに上げてきたワーグナー筆頭大臣の報告書を読み終えて、俺は奥のテラスへと足を向けた。

　長窓を開け放つと、冷たい風が室内に吹き込んだ。この風に長くあたっていたら体の芯から冷えきってしまいそうだが、書類仕事で凝り固まった頭と疲れた目には心地よかった。

　俺はそのままテラスに踏み出していき、手すりにもたれかかって空を仰ぎ見た。煌々と月が輝いて、今夜はとても明るかった。

　だが、目線を少し遠くに向けると、北の空にぶ厚い雲のかたまりが浮かんでいるのが確認できた。もし、あれらが風で流れてきたら、明るい夜空は一転、暗がりに変わるだろう。

　……そう、あの晩がまさにそうだった。今日とよく似た空模様と気候のあの日、俺は月の化身みたいな麗しい少女を見つけた――。

　各国大使館に問い合わせても、警邏が行った周辺の聞き取りでも、少女の情報はなにひとつ掴めないまま捜査は打ち切られた。口には出さずとも、皆が内心で俺の目撃情報そのものを懐疑的に思っているのも知っている。

　けっして人に言えないような疑念を抱き、ルーナの行動を観察したり、夜の寝床を捜してみたり詮索してみたこともあった。

「まったく、俺も馬鹿な考えを持ったものだ。もっともルーナの愛らしさを再確認でき、それはそれでよかったがな」

　ふわふわの小さな体。かわいい鳴き声に、俺を見るとご機嫌に揺れだす長い尻尾。俺を見つめる宝石みたいな紫の瞳や、必死に俺にすがるぷにぷにの肉球がついた短い前足。どれもこれもが愛おしい。たまに見るご機嫌斜めの様子や、怒って繰り出すネコパンチだってかわいらしく、俺の目を釘づけにした。

　寝床については小屋や厩のほか、裏庭にちょうどルーナが入り込めそうな穴があいた木を見つけたが、俺の図体では入って中を確認することは叶わなかった。どちらにせよ、どこにも少女とルーナを関連づけるような物は見つからなかった。

　結局、見れば見るほどルーナはかわいい子ネコ以外の何物でもなく、三日目に俺はルーナを探る行動を完全にやめた。

「……あの少女は、いったいどこに消えてしまったのか」

　俺自身、月に幻影を見せられたのかもしれないと考えたこともあった。だが、たしかに少女はいたのだ。言葉だって交わしたし、声も聞いた。夢まぼろしなどではないと、俺の五感が彼女の存在を確信していた。

　あれ以来、寝ても覚めても少女のことが頭から離れない。

　今頃彼女は、どこでなにをしているのだろう。無事に、親もとに帰っているのだろうか？　寒さに震えていないだろうか？　腹を空かせていないだろうか？

　こんなふうに、気づけばいつも彼女のことを考えていた。独特なオーラを持った不思議な少女は、日を追うごとに俺の心の中でひと際存在感を放っていた。

　たったひとりの少女が、俺を魅了してやまない。

　懐かしいような、放っておけないような……初見の相手に抱くには少々不可解なこの感情はなんなのか。

「もう一度、会いたいものだ……」

　そうしたら、きっと俺の中でなにかが変わる。胸に募るこの思いも、明確な形を結ぶような、そんな予感がした。

「さて、そろそろ休むとするか……そうだ。たしかルーナのグルーミングスプレーがだいぶ減ってしまっていたな。予備を出してから、寝るとするか」

　俺はテラスを後にして、居間へと足を向けた。




「そういえば、今朝のルーナはいったいなんだったんだ？　突然、俺の頬に肉球を押しつけたと思ったら、背中を向けて駆けていってしまったが……」

　居間でグルーミングスプレーの補充をしながら、ふいに、ルーナとの朝のひと幕が脳裏をよぎった。

　ルーナは走って居間を飛び出していったまま、一日と欠かさなかった出勤の見送りにも玄関に顔を出さなかった。おそらく、なにかしら気に入らないことがあったのだろう。しかし、それがなんなのか俺には見当もつかなかった。

　俺は気を揉もんだ状態で帰宅したが、玄関を入った瞬間にルーナが脛にバフッと飛びついてきて、ブラッシングをねだってきた。とくに、背中の左側を中心にブラシをあてるようしきりに訴えており、俺は求められるまま丁寧にとかしてやった。

　その後ルーナは、これまた朝にもらい損ねたペロルをせがんで、甘えた声をあげていた。

　そんな姿を見て、朝の行動はたまたまだったのかと一度は納得した。しかし改めて思い返してみると、帰宅した俺にルーナが駆け寄り甘えてきたのには、ブラッシングやペロルを要求するという明確な理由があった。意味もなく俺に体を寄せてきたり、スリスリと尻尾を絡ませてみたり、普段ならよくあるそういった接触が今日はいっさいなかった。

　もしかすると、いまだルーナは俺に対し、気を悪くしたままなのかもしれない。

「……ふむ、これは由々しき事態だ」

　ルーナには理由などなしに、いつだって甘えてきてほしい――。

「よし！　明日はルーナとしっかり向き合い、腹を割って話をしてみるか」

　決意を新たにする俺だったが、この後ワーグナー筆頭大臣の一件で緊急招集を受け、朝を待たずに屋敷を出ることになってしまった。これにより、ルーナと仲直りの機会を持つことも叶わなくなってしまったのだ。










第九章　子ネコ、騎士団に潜入する




　私がレリウス様にネコパンチした日から五日が経った。

　今日も朝日と共にネコの姿に戻った私は、大急ぎで屋敷に駆け込んで、居間やレリウス様の寝室、果てはバスルームまで見て回ったが、どこにもレリウス様の姿はなかった。

　……なんで？　どうしてレリウス様は、全然帰ってこないの？

　まさかとは思うけど、先日言っていた例の『彼女』と一緒にいたり……って、ううん！　きっとレリウス様は、お仕事が忙しいんだよ！

　浮かんだ考えを慌てて振り払ったものの、すごく胸がもやもやした。

《ねぇ、レリウス様。私ね、今日で一歳になるんだよ。今日はレリウス様と一緒に過ごしたかったなぁ……》

　実は、今日は私が生後一年を迎える節目の日でもあった。一年前の今日、東の空に月が現れるのと同時に私は生まれたそうだ。

　お祝いもプレゼントも、特別なものはなにもいらない。レリウス様が抱きしめてくれたら、それだけでいいのに……。

　私はしょんぼりと肩を落とし、下がった尻尾を引きずるように玄関に向かう。もしかすると、レリウス様が朝帰りするかもしれない。

　そう思って玄関にお座りし、レリウス様の帰りを待った。頭の中では、どうしてレリウス様が帰ってこないのか悶々と考えていた。そもそもレリウス様は、私を飼う以前はほとんど屋敷に帰らず、騎士団で寝泊まりすることが多かったと聞いている。裏を返せば、私のためにわざわざ帰宅してくれていたのだ。

　……もしかして、レリウス様は私の態度にあきれちゃった？　それで、屋敷に帰ってこなくなっちゃったのかな……。

　想像したら、悲しくて耳と尻尾がへちょんと垂れた。

　私だって理性的な部分では、自分がただのペットで、レリウス様に想う人がいてもなんらおかしくないと理解しているのだ。当然、五日前のあの行動が、ただの八つ当たりであることも百も承知だ。

　だけど私はあたり前に翌朝も、そのまた次の朝も、レリウス様に会えるのだと慢心していた。だから、ネコパンチしちゃった日も妙な意地を張ってしまい、帰宅したレリウス様にブラシがけとペロルこそちゃっかり要求したものの、「ごめんね」が言えなかった。同様に素直に甘えることもはばかられて、普段よりツンツンした態度を取った。

　……こんなことなら、ちゃんと謝っておくんだった。それで、ちゃんと自分の立場を弁わきまえて、レリウス様と彼の想い人の恋を応援……ぅううっ、やっぱり応援まではちょっと無理。

　大好きなレリウス様が、ほかの女性と親密にしているのを想像すれば、キュウウッと胸が苦しくなって涙が出そうになった。とりあえず、レリウス様の恋路を邪魔したり、悪い態度を取ったりしないって約束して、仲直りがしたいよ……。

「ルーナ、こんなところにいたのか。朝飯の用意ができておるぞ」

　私が前足で目尻を拭っていたら、うしろから声をかけられた。振り返ると、セバスチャンが優しい目で私を見下ろしていた。

「みゅーぁ《セバスチャン、もう五日目になるよ？　そろそろレリウス様、帰ってきたりしないかな？　なにか聞いていたりしないの？》」

「ん？　なんだ……おお！　わかったぞ」

　私が小首をかしげて問うと、セバスチャンは何事かひらめいた様子で微笑んだ。

「みゃあっ《えっ？　もしかして、レリウス様からなにか連絡があったの!?》」

「さては、飯の前に用足しに行きたいんだろう。それなら、ほれ。遠慮せず先に行ってこい」

　私の期待をよそに、セバスチャンはしたり顔でこんな発言と共に重厚な玄関の扉を開けてくれた。

　……えぇっと。扉の下には、レリウス様が作ってくれた私専用の出入り口がついている。

　だから、わざわざ開けてもらわなくても、そこから出入りできちゃうのだが……。

「みゃー《……ありがと》」

　私は肩を落とし、尻尾を引きずりながら、どんよりと重たい足で外に向かって歩きだした。もちろん、おトイレがしたいわけでもなかったが、今はこれ以上噛み合わないやり取りを続けるよりも、ひとりになりたい気分だった。

　……けっして、セバスチャンが悪いわけじゃない。

　使用人のみんなとのコミュニケーションはこの程度が普通で、レリウス様だけが特別なのだ。

　目頭がジンッと熱くなり、私はセバスチャンの視線から逃げるように足を早め、慌てて木陰に入り込んだ。直後、目尻からポロリと涙がこぼれた。

「ふみゃー《会いたいよぉ、レリウス様……》」

　そのまま少しの間、私は人目を忍び、レリウス様を思って泣いた。

　ひとしきり泣き、屋敷に戻ろうと木陰を踏み出しかけたら――。

「ねぇねぇ。ここ最近、旦那様ったら、ちっとも屋敷に帰ってこられないわよね～。まさか、いい人でもできたのかしら？」

「あぁ、その件ね……。それ、そんな色っぽい理由じゃないわよ」

　通いの掃除係ふたりがコソコソと話しながらこちらに歩いてくるのに気づき、慌てて頭を引っ込めた。

　しかもふたりは、レリウス様のことを話題にしていた。私は息を潜め、ふたりの会話に聞き耳を立てた。

「えー、どういう意味よ？」

「あなたにだから言うけど、絶対ここだけの話にしてね？　たぶん旦那様は、国王様の密命を受けて、近々出陣するんだと思うわ」

「えっ、それ本当なの!?」

　聞かされた掃除係の女性は、ギョッとしたように目を見開いた。

　私も初めて聞かされた内容に驚いて、ピクンッと体が跳ね、尻尾がビリリと尖った。

「ええ、十中八九間違いないわ。うちの夫は鍛冶職人で、その腕を見込まれて日頃から騎士団の中でも幹部クラスの武具の新調や、補修点検なんかを引き受けているの。その夫のところに四日前の早朝、騎士団からまとまった数の点検依頼が持ち込まれたのよ。しかも、普段とは違って大至急との指示つきでね」

「それって、たまたまじゃないの？」

「根拠はこれだけじゃないのよ。あなたも私の父が王宮の守衛門の近くでカフェを営んでいるのは知っているでしょう？　その父が最近、王宮と騎士団を伝令係が頻繁に行き来しているのを見るそうなの。実はこれって、前に旦那様が少数精鋭の部隊を率いて出陣された時と同じ動きなのよ。おそらく、今回も出陣が迫っているんだと思う」

「なるほどね。旦那様や、部隊のメンバーに怪我などなければいいわね……」

　ふたりは私の前を通り過ぎ、庭の向こうに歩いていった。

　今の話でレリウス様の出陣が一気に現実味を帯び、居ても立ってもいられなくなった。出陣して万一なにかあったら……最悪もう会えないということもある。もう屋敷でおとなしくしているなんてできなかった。

　私はふたりの姿が完全に見えなくなるのを待って、木陰から飛び出した。

　いったん足を止め、屋敷にくるりと背中を向けて少し遠くの空を仰ぐ。視界を遮る高い建物が少ないこともあり、ここからでも騎士団中央棟の尖塔と、そのてっぺんで風にたなびく騎士団の紋章入りの旗が目視で確認できた。

　レリウス様に拾われて、宿から屋敷にやって来る際、私は騎馬で騎士団施設の近くを通り過ぎている。その時の体感だと、レリウス様の屋敷から騎士団までの距離は、およそ六キロ。

　……大丈夫！　遠いけど、歩けない距離じゃない。

　道だって、もし迷ってしまったら空を見上げ、尖塔とたなびく旗を目指せばいい。

《待っててね！　私、すぐに行くから！》

　目指すは騎士団。レリウス様のところだ――！

　覚悟を決めた私は、格子状の門扉をスルリと通り抜け、王都の街に踏み出した。




　てくてくてく。てくてく。

　一時間半後。

　私は騎士団を目前にして、結構満身創痍になっていた。

　……ぅうっっ、怠いし足はくたくた。ついでに喉はカラカラで、お腹だって減った。

　こんなことなら、せめて朝ご飯を食べてから来るんだった。

　――ガタガタガタッ。

　その時、石ころを巻き上げながら、私の横を一台の馬車が通り過ぎていった。

　あれ？　後部座席の車窓からチラリと見えた人物に、私は見覚えがあった。

　思わず足を止め、コテンと首をかしげる。

　今のってたしか……あ！　森から王都に向かう部隊で一緒だったグレスって人だ！

　彼は屈強な体躯の団員たちの中にあって、ひとりだけひょろりとして弱そうな見た目をしており、今でもよく覚えていた。しかも彼からは、どことなく私を虐めていたヤマネコたちに通じるものを感じ、あまりいい印象がなかった。もっとも、これは極めて個人的な意見だが。

　……たしか、彼は騎士じゃなくて、王宮から派遣された書記官だってレリウス様が言ってたっけ。

　こうして騎士団に向かってるってことは、今回もレリウス様と一緒に出陣するのかな……あれ？

《でもさ、なんであっちから来るんだろう？　あっちって、たしか繁華街につながる道だよね》

　屋敷に向かう道すがら、レリウス様は初めての王都に目を丸くする私にいろいろ話して聞かせてくれた。その中で、都市構造や治安についても触れていたのだ。

　なので、グレス書記官が王宮や王都の居住区につながる道ではなく、少々ガラの悪い繁華街の方からやって来たことに、私はわずかな違和感を覚えていた。

　……って、今はそんなことより早く騎士団に行かないと！

　ハッと思い直した私は、くたびれた足を叱咤してペースを上げた。

　そうしてたどり着いた騎士団の正門では、すぐ脇の守衛所に在中する騎士たちが、ひとりひとり入場者の確認をしていた。入場許可証と突き合わせながらの厳密な入場管理を見るに、ここから中に入るのは難しそうだ。

　……きっと、うかうか門に近づこうものなら早々に見とがめられ、首根っこを掴んでポイッとされちゃうのが関の山だ。しかたない、ここから入るのはあきらめよう。

　施設の裏側に回り、どこか外壁の隙間でも探して入り込もうと足を踏み出しかけた。その直後、一台の荷馬車が入場を待つ列の最後尾につくのが見えた。

　どうやら荷馬車は顔なじみの食料品の納入業者らしく、御者台の主人は入場の順番を待つ傍ら、立ち番の騎士と世間話をし始めた。

　これなら、いけちゃうかも！

　私はこれ幸いと、こっそり積み荷の中に紛れた。案の定、通り一遍の確認のみで荷馬車は正門を通過。私はなんなく、施設内への入場を果たした。

　騎士団施設はレリウス様に聞かされていた通り、複数の建物や設備を備えて広かった。荷馬車は真っ直ぐに、いい匂いをぷんぷん漂わせている厨房と思しき建物に向かい、そこの裏手に幅寄せして停まった。私は御者台から主人が降りてくるより先に、慌てて荷台から飛び降りた。

　……いててっ。

　ポテンッと尻もちをつきつつ、なんとか着地成功。私はよろよろと立ち上がると、旗がたなびく尖塔を見上げた。

　よーし、こうしちゃいられない！　目指すは中央棟の最上階にある騎士団長室だ……！

　急げ、急げ～っ。私は短い足でダッシュしかけ――。

　――ぐぅうう～っ。

　お腹から鳴り響く大合唱を耳にして足を止めた。

　……そうだった。私、朝ご飯を食べないで出てきちゃったんだ。

　屋敷からずっと歩き通しで、疲労と空腹で目が回りそうだった。

　ちょっとの逡巡の後、私は行き先を変更し、くるりと体の向きを変えた。早くレリウス様のところに行きたいのは山々だけど、ここはひとまず腹ごしらえから……！

　納品でバタつく周囲を尻目に厨房に忍び込むと、すでに昼食用と思しき惣そう菜ざいが何品かできあがり、調理用バットの上に山盛りになっていた。

　うわぁあっ、おいしそうっ！　どれにしよう!?

　ラッキーなことに、料理人たちは全員納品された食料品の整理に向かったようで、私は無人になった厨房でひとり目をキラキラさせながら惣菜の物色を始めた。

　厚切りのパテも捨てがたいけど……あ、アレがいいね！

　喉がカラカラだった私は、真っ先に野菜のゼリー寄せに目をつけた。しかも、ゼリー寄せは一個ずつ小分けの容器に流して固められており、取りやすそうだった。

　やったね！　私はうしろ足で背伸びして立ち上がると、両方の前足で一番手前の容器をわしっと掴み、落とさないようにそっと下ろした。

　よーし、取れたぁ！　どれどれ……？

　コトンと床に置き、お座りの体勢になって、改めて容器の中を見下ろす。赤と黄色のパプリカにブロッコリー、プリプリのエビが透き通るゼリーで固められ、とっても彩り豊かだった。

　うわぁ～、すっごくカラフルでおいしそう！　いっただっきまーす！

　本当なら平皿にパカッとあけてから食べたいところだけど、今は言いっこなしだ。私はさっそく容器にガボッと顔を突っ込んで食べ始めた。

　わぁ～っ！　これ、めっちゃおいしぃー！

　コンソメのゼリーが野菜のうま味をギュッと閉じ込めており、さっぱりしながらもコク深い。エビから出た出汁もおいしいし、噛みしめるごとに野菜のシャキシャキとゼリーのプルン、ふたつの食感が交ざり合うのも楽しかった。

　最後はツルリとなめらかな喉ごしで消えていき、また次のひと口が欲しくなる。私は目を丸くして食べた。

　おいしすぎる～……って、あれ？　もうないや。

　気づいた時には、ゼリー寄せをペロリと完食していた。

　名残惜しく容器の端っこにくっついたゼリーをペロンとひと舐めし、……おっと！　こうしちゃいられない！

　料理人のみなさん、おいしいお惣菜ごちそうさまでした！

　私は内心で感謝を伝え、今度こそ厨房を後にした。その直後、納入品の整理を終えた料理人たちがガヤガヤと厨房に戻っていくのが見えた。

　……わぁ、ぎりぎりセーフ！

『ふぅ～、今日は納品が多くて大変だった……んっ!?　誰だ、賄いのゼリー寄せをつまみ食いしやがったのは!?　お前か！』

『え～？　違います、僕じゃないですよ～』

『なら、お前か!?』

『いや、俺じゃないッスから。むしろ、主任じゃないんッスか？　だって納品の整理に来たの、一番最後でしたよね？　見てたッスよ』

　……わわわ。やばいやばい。

　背中から聞こえてくる不毛な犯人捜しの会話から逃げるように、私は歩みの速度を上げた。

『馬鹿を言え！　俺が最後だったのは携帯食の準備をしていたからで……っと、いけね！　まだ、準備の途中だったんだ！』

『ハァッ!?　ちょっと主任、なにやってるんッスか！　それ、たしかマル秘扱いの重要指示だったんじゃないッスか、万が一遅れたら大目玉ッスよ!?』

『っ、つべこべ言ってねえでお前たちも手伝え！』

　料理人たちが、慌てた様子でなにやら言い合っていたが、私は走るのに一生懸命だったから、とくに気に留めることもなかった。










第十章　子ネコ、不穏な会話を耳にする




　厨房を出た私は、柵で囲われた厩きゅう舎しゃの脇を進んでいた。

　……あれ？　馬が馬房から出されてる。

　一頭や二頭なら気にもしないが、何頭もの馬が続々とスタッフに引かれてくるではないか。しかも、その中にレリウス様とユーグさん、ふたりの愛馬の姿を見つけ、首をかしげた。

　……おかしいな。騎馬訓練はいつも午後に実施するって、前にレリウス様が言ってたのに。

　なんとなく気になり、私は足を止め、柵越しに中の様子をうかがった。

　最終的には、厩舎スタッフの手によって五十頭ほどの馬がエリア中央に集められた。そのすべてに手際よく鞍がつけられていき、またある馬には見慣れない形状の積荷がくくられていた。

　……あの長くて大きいのって、なんだろう？

　よくよく目を凝らすと、それらの形状からピンとくる。

　カバーがかけられてるけど、中は刺さす股また状の捕縛具や投とう擲てき武器とかそういうのだ！　昔映画で見た捕り物のシーンで、ちょうどああいうのが使われていた！

　……間違いない。これは出陣の準備だ！

　五十騎程度の部隊編成なので、国同士の戦争といった大がかりなものではなさそう。

　かといって、盗賊や強盗団の退治など、日常的に起こりうるレベルの案件では、騎士団長が指揮を執ることはないだろう。もっと重要なところで深刻な問題が起こっているのかもしれない。……そう。掃除係の女性は、レリウス様が国王様の密命を受けて近々出陣すると推測していた。彼女の言っていた通り密命だとしたら、敵は内部にいるのかもしれない。国内の反乱分子の征伐に向かうと考えれば、少数精鋭の部隊でレリウス様が指揮を執ることもうなずける。

　いまだ騎士たちの姿は見えないが、これだけ準備が進んでいるとなれば、出発はもう間近だろう。

　レリウス様が行っちゃう前に、ひと目でいい。会いたいよ――！

　私は大急ぎで中央棟に向かいかけ、ふと思い直して足を止めた。

　……ううん。今から中央棟に向かっても、レリウス様と合流できるかなんてわからない。下手をすれば入れ違いになって、会えないままレリウス様が出発してしまうかもしれない。ここで待っていれば、少なくとも顔を見ることはできる。

　私はここでレリウス様たちが来るのを待つことに決め、人目を避けるように少し先の茂みの中に隠れた。

　しばらくすると、ふたりの男性がこちらに向かって歩いてくるのに気づく。

　……あ、向こうから誰か来た！　まさかレリウス様……って、違うや。

　一瞬期待しかけたが、ふたりのうちひとりはグレス書記官。もうひとりは、初めて見る若い騎士だった。彼の引き締まった鋼はがねのような体躯と、騎士服の胸に光る勲章を見るに、将来有望とされる騎士であることは瞭然だった。

　なんだか今日は、グレス書記官をよく見るな。そんなことを思いながら、木の葉の隙間からふたりの姿を目で追った。

　ふたりの会話の内容までは聞こえないけれど、若い騎士は終始悲愴感のこもる目でグレス書記官を睨みつけていた。

　……どうして、あんな目でグレス書記官を見るんだろう？

　徐々にふたりが、茂みに近づいてくる。ふたりは私の存在にはまったく気づいていないようで、潜めた声でずっと会話を続けていた。

　ついに、ふたりが私が身を隠す茂みの前に差しかかる。

　目の前を通過していくふたりに、私が真っ先に感じたのは強烈な違和感。ふたりの間には、痺れるような緊張感を孕はらんだ異様な空気が漂っていた。さらに、小声で交わされる会話が私の耳に届く。

「――本当に、妹は無事なんですね？　俺があなたの言う通りにすれば、必ず妹を返してくれるんですよね？」

　……なに？　いったいふたりは、なんの話をしているの？

「これこれ、コリン。声が大きいですよ。そう怖い顔をせずとも、妹さんは然しかるべき場所で大切にお預かりしています。先ほど様子を見てきましたが、趣味の刺繍など刺しながらくつろいでいましたよ。もちろん、じきにお返しします。……お前が我らにほんの少し協力してくれれば、ですけれどね」

　グレス書記官の脅しみたいな台詞を耳にして、若い騎士――コリンの表情が苦悶にゆがむ。

　私の胸にも不快感が込み上がり、全身の毛という毛がビリビリと逆立った。

「具体的に、俺はなにをすればいいんです？」

　グレス書記官は自身の懐から筒状の物を取り出し、コリンのポケットにねじ込みながら続ける。

「なに、とても簡単なことですよ。ワーグナー筆頭大臣の直轄地が近くなったら、ほかの団員に気づかれぬようこれに着火し、放るだけでいい。お前は部隊の殿しんがり、後方からの目がないのだからいくらでもやりようはあるだろう？」

　私は『ワーグナー筆頭大臣』という名前に聞き覚えがあった。レリウス様に引き取られてすぐの頃、屋敷に来たユーグさんの口からその名前を聞いたのが最初。

　ほかにも、レリウス様が持ち帰った重要そうな書類の中に、名前が頻出していた。

「これは……？」

　コリンはポケットの上から感触を確かめながら尋ねた。

「狼煙のろし筒づつです。だが、心配することはありません。長めの導火線が内蔵されており、時間差で発煙するようになっています。その上、特殊な技術で発煙時間も短く設定されていますので、うまくやれば部隊の仲間にお前の仕業とバレることもありませんよ」

「なんだって!?　そんなことをしたら、ワーグナー筆頭大臣に勘づかれて返り討ちに……っ、それこそがあんたの狙いか!?　この裏切者が！」

「口を慎め。妹の無事は、お前の心ひとつだということを忘れるな？　……さぁ、返事は？」

　……なんてことだ。コリンは妹さんを人質に取られ、裏切りを強要されている――！

「クソッ！　わかった」

「よろしい。肝心の着火のタイミングですが、大臣邸から煙を確認し、大臣の私兵団が陣形を整えるまでの時間を逆算すると……」

　グレス書記官は宙で指を動かし、計算するようなそぶりをしながら、ぶつぶつとこぼす。

「そうですね、着火は森を抜ける少し前。大臣の直轄地まで残り三キロの地点に到達したタイミングでお願いします」

　指を止めると、コリンに向き直って指示を付け加えた。コリンは無言のまま、首を縦に振ることで答えた。

「おっと。そろそろ、団員が集まり始めているようですね。ここでの会話はいったん忘れ、普段通りの顔でお前も合流しなさい。くれぐれも、妙な気を起こさぬように。……部隊にはもうひとり、私の息がかかった者がいる。お前の動向もまた筒抜けなのだと、妹がかわいければ肝に銘じておくことです」

「……わかった」

　コリンは奥歯が軋むくらいきつく噛みしめ、苦々しく同意した。握りしめた彼の拳は小刻みに震え、さらに手のひらに爪が食い込んで切れたのだろう、その手に朱色の滴りが滲んでいるのが見えた。

　コリンの心情を思うと、内側からあふれるような怒りとやるせなさが湧いてくる。段々と遠ざかるグレス書記官の背中を睨みながら、私もまたわなわなと体を震わせた。

　グレス書記官は数メートル先の分かれ道で中央棟に続く歩行路に消えていき、コリンもなんとか表情を取り繕い、足早に厩舎前のエリアへと向かっていった。この頃には、出陣の支度を整えた騎士らが続々と集まってきており、コリンも仲間たちと合流していた。

　どうしよう。このままじゃ、征伐隊が……レリウス様が危ない！

　……なんとか、私も部隊に同行できないだろうか？

　知ってしまったからには放っておくなんてできなかった。

　茂みから出た私は、周囲の目を気にしつつ、じりじりと厩舎の入り口へと近づいていった。

　その時。厨房の方向から、ひとりの男性が厩舎に駆け込んでいくのが見えた。

　……あれ？　今のって、ほかの料理人たちから『主任』って呼ばれてた人だよね。

「おい、主任料理人。携帯食はまだなのか？　ほかの荷は、もうすべて積み終わっているんだぞ」

　厩舎内のスタッフが主任に歩み寄り、声をあげた。

「すまんすまん。今、数量の最終確認が終わり、荷袋にまとめているところだ。じき、若いのが持ってくる」

　どうやら、追加で積荷がくるらしい。しかもその荷物は、若手の料理人らが今まさに厨房でまとめていると……？

「そうか。出立前の点呼までには頼むぞ」

「大丈夫だ、もう十分とかからん」

　……よし、これだ！　携帯食の荷袋の中に入り込んで、征伐隊に同行だ――！

　覚悟を決めた私は、行き先を厨房に定め、ダッと駆けだした。

　そうして舞い戻った厨房では、まさにふたりの料理人が携帯食を袋詰めしている最中だった。

　荷袋は全部で三つ。スラリとした体格の料理人がふたつの袋に携帯食をどんどんと詰めていく。その脇では、ずんぐりむっくりした体格の料理人が残るひと袋にとろとろと……いや、ゆっくりと丁寧に袋詰めしていた。

　私は抜き足差し足で忍び寄り、ジーッとチャンスをうかがった。

「あの～、こっちの袋にまだ結構余裕がありますけど～？」

「いや。先に詰めたこっちと合わせて、もう指定の数が入ってるッス。その袋は、そのまま閉じてしまって大丈夫ッス」

　ずんぐりむっくりした料理人……うーんと、長いから彼の呼び名は「ずんぐり」でいっか。そのずんぐりがのんびりとした声で問うと、スラリとした料理人がテキパキとした指示を返す。

「わかりました～」

　私は、ずんぐりがまとめている袋に狙いを定めた。

「よし、こっちのふたつは完成ッス。それじゃあ、先に運び始めるッスね」

「はい～」

　スラリとした料理人はふたつの袋を手にスックと立ち上がり、ひと足先に厨房を出ていった。

　ずんぐりがひとりになった瞬間、私は即座に脇のスパイスラックから目あてのブツ（コショー）を掴み取ると、キュッと口を閉じ、呼吸も止めて、彼に向かっていざ渾こん身しんのひと振り。

　――パッ！　もひとつおまけで、パッ！

「……へ、へっ、へーっぷしゅ！　わわわ～、鼻水が～。鼻紙、鼻紙……あったあった～。チーン」

　今だ――！

　私はずんぐりが鼻をかんでいる一瞬の隙をついて、ボフッと袋の中にダイブした。

　……バレないように、なるたけ奥の方にっと。

　もぞもぞと奥の方に潜り込み、小さく体を丸めた。

「ふぅ～。なんで急に鼻がムズムズしたんだ～？　……ん、コショーの瓶？」

「おい、なにぐずぐずしてるんッスか？　早くするッスよ！」

「は、はい～。今行きます～」

　後についてこないのを訝しみ戻ってきた料理人から厳しい声を受け、ずんぐりはさすがに少し急いだ様子で袋の口を閉じた。

「よいしょっ～」

「なんだ、その袋も意外とパンパンじゃないッスか」

「あれ～？　おかしいな～」

　厩舎に向かいながら指摘され、ずんぐりは少し不思議そうに答えていた。




　厩舎に着くと、主任料理人が待ち構えており、急いだ様子で積載を指示する。

「おお、やっと来たか。レリウス騎士団長とユーグ副官が間もなく到着し、点呼が始まる。急いでこっちの馬にくくれ」

「了解ッス！　どんどん積むッス！」

「はい～っ」

　――ドスッ！

　グエッ。

　――ギュギュギューッ！

　わぁあ～っ、そんなに荷縄でぐるぐるにくくったら、苦しいってばぁ！

　乱暴な扱いと、容赦のない締め上げに思わず悲鳴をあげそうになったが、なんとか体をよじり、ひもが直接食い込むのを免れてひと息ついた。

　……ふぅうう、死ぬかと思った。

「皆、出陣の準備はいいか？」

　……あっ！　これ、レリウス様だ！

　九死に一生を得たところで、凛と響くレリウス様の声を聞く。

　レリウス様がカツカツと長靴を鳴らし、隊列を組んで整列する部隊の前に立ったのが、見ずとも気配でわかった。彼の登場で、周囲の空気が一気に熱を帯びたのを肌で感じていた。

「マリウス王はついに、ワーグナー筆頭大臣が機密情報を西の隣国ボルニダ公国に流し、彼の国と結託して現政権への謀反を企てている重大な証拠を得て、我らに出陣の命を下された！」

「ゥオオオオ！」

「これまでの調査でワーグナー筆頭大臣の公金横領、領民に対する不当な徴税と賄賂の強要、これら多くの証拠を掴みながら捕縛に移らなかったのは、ひとえに今日という日のためだ。我ら征伐隊の目的はただひとつ、ワーグナー筆頭大臣の制圧――！　我らの手でワーグナー筆頭大臣を捕らえ、これまで奴が犯してきたすべての罪に対し、適正な裁きを受けさせるのだ！」

　騎士たちが沸き、どんどん士気が高まっているのがわかった。

「目指すはワーグナー筆頭大臣邸！　大臣の直轄地への到着は日没直後を予定、後れを取るな！　征伐隊、出立――!!」

「ォォオオオッ――！」

　レリウス様の声を合図に、征伐隊が出立した。

　……なんて凛々しいんだろう。視界が遮られていても、声だけで勇ましく部隊を率いるレリウス様の姿が鮮明に想像できた。

　私は荷袋の中でひとり、不謹慎にも頬を染め、ほれぼれしながら馬に揺られ……って、待てよ？

　……さっき、レリウス様は『到着は日没直後』って言ってなかった？　……え？　それって、ヤバくない？

　桃色から一転、私の顔面が蒼白に変わる。

　それもそのはず。今日の天気は、雲ひとつない晴れ。しかも、暦でいけば今夜は満月だ。

　このまま日が暮れたら、煌々とした満月に照らされて、私は変身を――う、うっ、うわぁああ～っ!!　えらいこっちゃーっっ!!

　内心でほえる私をよそに、お馬さんはどこ吹く風でパッカパッカとリズムよく足を進めるのだった。










第十一章　子ネコ、忍び込みがバレる




　私は浅はかだった自分を恨みながら、快適とは言いがたい馬上で窮屈に身を縮め、今後についてぐるぐると考えを巡らせていた。

　しかし、どんなに頭を悩ませたところで、この状況の打開案など思いつくわけもなく……はぁ。

　私はもう何度目とも知れぬため息をこぼした。

　そもそも屋敷を飛び出した時は、征伐に同行しようだなんて、大それた思いはなかった。ただ、レリウス様の顔が見たかった。だけど、今まさに出立しようという征伐隊に裏切者が紛れ込んでいると知ってしまった以上、行動せずにはいられなかったのだ。

　それがまさか、こんな展開になろうとは……。

　このまま夜になれば、私は馬上の荷袋を破って突如現れた痴女として、後世まで語り継がれることになるだろう。

　それでも、その後うまく逃げおおせられればまだマシで、手練れの騎士たちに掴まったら翌朝には魔物だとバレてしまう。その先にどんな未来が待っているのかは、想像すら及ばない。

　もう八方塞がり……あれ、待てよ？　人型になれば、レリウス様にコリンのこととか、口頭で全部教えてあげられるんじゃない!?

　私の処遇はどうなっちゃうかわからないけど、レリウス様のことを考えたら、人型になった方がむしろいいかもしれない！

　ふいの思いつきに、私は活路を見いだした。

　ポッと出の怪しい女の言葉にちゃんと耳を傾けてくれるかが心配だけど、なんとなくレリウス様なら無下にはしないだろう、そんな気がした。

　よし！　痴女と思われようが、そんなことはどうでもいい、人型になったら真っ先にレリウス様に伝えよう――！

　その後のことは、なるようになるさ……！

　腹が決まると、気が緩んだのか一気に頭痛と怠さに見舞われた。

　うぅっ、頭がぐわんぐわんする。

　……馬酔いかな？　……ううん、前にレリウス様と馬に乗った時はこんなふうにはならなかった。

　そうこうしているうちにも、頭痛と怠さはどんどんひどくなっていく。

　……ぅううっ、なにこれ。私の体どうしちゃったのかな。

　襲いくる目め眩まいと倦怠感で朦朧としたまま、私は馬に揺られるのだった。




＊＊＊




　……まさか、一度も屋敷に帰る間がないまま出陣の時を迎えることになろうとはな。

　屋敷の者たちは、俺が機密性の高い活動に従事しており、急な派遣や出陣が多いことも承知している。今さら俺が数日屋敷を空けたところで騒ぐこともない。だが、きっとルーナは首を長くして俺の帰りを待っているに違いない。

　ルーナと暮らすようになってから五日前までは、俺が帰宅しない日はなかった。それどころか、多少の前後はあれど夕飯前には帰宅し、必ずルーナと同じ食卓を囲んでいたのだ。

　……ルーナはちゃんと飯を食っているだろうか。毎日のブラッシングも、滞っていなければいいが……。

　こんなふうに、ワーグナー筆頭大臣の直轄地に続く森の中を部隊の先陣を切って進みながら、屋敷で俺を待つルーナへと思いを馳せていると――。

　――ふみぃ。

　ふと、ルーナの声を聞いたような気がした。それだけではない、すぐ近くにルーナがいるような空気を感じた。

「おいユーグ、今ルーナの鳴き声が聞こえなかったか？」

「なにをおっしゃっているのですか？　こんな場所にルーナがいるはずがありません。すでにワーグナー筆頭大臣の直轄地は目と鼻の先です。今は征伐作戦にのみ集中してください」

　振り返って、俺のすぐうしろで馬を駆るユーグに問うと、厳しい目でピシャリと返される。

　ユーグの言葉は正論で、ぐうの音も出ない。なにより部隊は予想より順調に進み、いまだ太陽が沈みきっていないが、すでにワーグナー筆頭大臣の直轄地まで残り五キロを切っていた。

　……たしかに、今は征伐に集中せねばいかんな。

「わかっている。もちろん征伐作戦には手抜かりない」

　こう答え、口をつぐんだ俺だったが、五感は相変わらずルーナの存在を訴えていた。

　違和感を拭えないままさらに二キロほど進み、まもなく森を抜けようかという地点で、俺は馬脚を緩めて声を張った。

「征伐隊はいったん進行を停止！　ここで二十分間の小休止を取る！」

　森を抜けると、開けた平坦な地形が続く。進行する部隊を隠す術がないため、この森を出た後はワーグナー筆頭大臣邸まで一気に駆け、突入することになっている。

　ここが進行計画に基づく、最後の休息予定地だった。

「携帯食を配給する！　ワーグナー筆頭大臣の直轄地まで残り三キロ弱、ひとたびここを出たらすぐに厳しい交戦が予想される。それに備え、各自しばしの体力回復に努めよ！」

「ハッ！」

　俺の指示で進行を止めた団員たちは、手早く馬を周囲の木々につなぎだす。

　さらに携帯食を配給するべく、三人の団員が馬上から荷袋を下ろし始めた。

「う、ぅわぁあっ!?」

　携帯食の袋を開けた瞬間、団員のひとりがのけぞるようにして素っ頓狂な叫びをあげた。

「どうした!?」

「ネ、ネコが中にいます！」

「なんだと!?」

　駆け寄って中を覗くと、携帯食に埋もれるようにして輝くような白銀の毛をしたネコ――もとい、ルーナがいた。なんとルーナは俺を追って、こんなところまでついてきてしまったらしい。

「ルーナ――！」

　慌てて脇腹を両手で掴み、袋から引き出す。ルーナは意識が薄れているのか力なくクタンと頭を下げたまま、俺の呼びかけに反応しなかった。

　ただし呼吸はちゃんとしているから、もしかすると狭い袋の中で長時間馬に揺られ、酔ってしまったのかもしれない。

「……長い時間苦しかったな。だが、もう大丈夫だぞ」

　いたわるように小さな体をなでてやると、ルーナは無意識にだろう、俺の手にスリスリと体を寄せてきた。こんな些細なことが、苦しいくらいに俺の胸を熱くした。

　そして、これは絶対に声にはできないが、携帯食の中で窮屈に体を丸めるルーナを目にした瞬間、俺は驚きと共に大きな喜びを感じていた。忍び込みはけっして褒められた行為ではないが、こんなにも俺を慕ってくれるルーナを前にして、俺には愛しい以外の感情を見つける方が難しかった。

「なんということでしょう。騎士団の極秘編制の部隊に潜入を果たすなど、ルーナがカインザー王国史上初。本当に規格外なネコです。そして、その気配を嗅覚だけで感じ取ってしまうレリウス様もまた、規格外のお人だ」

　ルーナと俺を順に見つめ、ユーグが低い声音で告げる。

　なんとも答えがたく口を結んだままの俺に、ユーグはさらに続ける。

「さて、ルーナの保護者であるレリウス様と、忍び込みを見過ごした主任料理人への責任追及は征伐成功の後ゆっくりとさせていただくとして、今はルーナをどうするかですね」

「どうするもこうするもない。俺が責任を持って安全な場所に連れていく」

「部隊の指揮を放り出すのですか？」

「馬鹿を言うな。西に少し行った先に、今は使われていない地下貯蔵庫がある。そこにルーナを置き、出発までに戻る！」

　低く問うユーグに、キッパリと言いきる。

「承知しました。今の言葉をお忘れなきよう、二十分後……いえ、もう十八分後ですね。必ず戻ってきてください」

　ユーグはやれやれといった様子で答えた。

「ああ！　すまんが俺の不在中、部隊を頼んだ」

　俺はユーグに後のことを任せると、手持ち式のランプと俺の割りあての携帯食を掴み上げ、相変わらずぐったりとしたままのルーナを抱いて走りだす。

　今回の征伐にあたり、この森を含む進行予定ルートの近辺は、綿密な事前調査を行っている。当然、調査報告で上がってきた内容は地理地形も含め、すべて記憶済みだ。ここから三百メートルほど西に行ったところに、地図にも載っていない地下貯蔵庫の入り口が大木の根に隠されるように存在することも、しっかり脳内に叩き込まれていた。

「みゃー《ぅううっ、レリウス様……聞いて？　部隊に裏切者がいるの……》」

　俺の腕の中でルーナが弱々しい鳴き声をあげた。

「目が覚めたのか？　今、安全なところに連れていってやるからな」

「ふみぃ《違うの。そうじゃなくて、このままワーグナー筆頭大臣のところに行ったらだめなの……っ》」

「大丈夫だ。なにも心配はいらんから、俺にすべて任せておけ」

　あきらかに具合が悪そうなのに、身じろぎしながら必死に声をあげ続けるルーナを優しく諭し、深く抱え直すと迷いのない足取りで山道を進んだ。

　ルーナはあきらめたように口をつぐみ、これ以降はおとなしく俺に身を任せていた。

「みぃ《……だめだ、今は聞いてもらえない。レリウス様の言う安全なところに着いたら、もう一度伝えよう。とにかく今は、空気や道のにおいを覚えて移動方向や距離を把握しなくちゃ……》」

　ルーナは途中で、人間がなにかつぶやくみたいな小さな声を漏らしていたが、俺に聞かせる意図ではなさそうだった。

　……ここだな。

　落ち葉をかき分けたら、大木の根のすぐ横に入り口の扉が現れた。とくに鍵などはなかったが、古い金属製の扉は軋み、開けるのに少し力が必要だった。

　扉が開くと、ルーナをマントに包んで懐に抱き、ランプで足もとを照らしながら体を中にすべり込ませた。

　そのまま慎重に地下に続く階段を下りていく。二メートルほど下り、五メートル四方の空間に行きあたった。

　今はなにも物が置かれておらず、貯蔵庫の中はがらんどうだった。管理の手も入っていないため空気はよどんでおり、お世辞にも綺麗とは言いがたいが、ここにいれば最低限雨風をしのぐことはできる。なにより、万が一征伐で残党が出て森に逃げ込んだ時に、ルーナの存在を隠し、守ってくれる。

　俺はマントをはずして地面に敷くと、その上にそっとルーナを下ろした。その脇に携帯食と、ルーナが暗がりで怯えぬようランプを置いた。

「ルーナ、すべて終わったら迎えに来る。それまで、ここでおとなしく待っているんだぞ」

　俺の言葉を耳にするや、ルーナは必死の形相をして脛に飛びついてきた。

「ふみゃ《待って、レリウス様……！》」

　いつも聞き分けのいいルーナだが、俺の足にすがって離れようとしない。

　俺は名残惜しくやわらかな頭部をひとなでしてから、ルーナを引き剥がして背中を向け、地上に続く階段に足をかけた。

「ふみゃふみゃ《聞いてレリウス様、コリンが狼煙で、征伐部隊の接近をワーグナー筆頭大臣にバラしちゃってる！》」

　ルーナが俺の後を追いながら、懸命になにかを訴えていた。悲愴感すら感じさせるルーナの様子を哀れに思い、もう一度振り返る。

　ルーナはうしろ足だけで伸び上がり、並々ならぬ眼差しで俺を見上げていた。

「すまんが今は征伐を控え時間がないんだ。必ず迎えに来る。だからそれまで、ここでじっとしていてくれ」

「みゃああ《待って。私の話を……そうだ、名前！　私、ここに【Ｃｏｌｉｎコリン】って書くから、ちょっとだけ見てて！》」

　ルーナはハッと気づいた様子で地面に前足をあてるや、半円を描く。さらにその隣に、小さな丸を描き始めたが、これ以上見守っているのは時間的に限界だった。

「すまんな、ルーナ。詫びは後でゆっくりさせてもらう。今は時間がない、行かせてもらうぞ」

　ルーナが俺にこんなに必死になってなにかを訴えてくるのは初めてで、その声に耳を傾けてやりたいのは山々だった。しかし今は、いかんせんその余裕がない。

「みゃぁあ《だめぇ！　行ったら危ないから――》」

　――バタンッ。

　うしろ髪引かれる思いでルーナを振り切って階段を上りきり、地上から入り口の扉を閉めた。

　西の空に低く残っていた太陽が、ちょうど沈んでいくところだった。

　……すまない、ルーナ！　だが、少しの辛抱だ。ワーグナー筆頭大臣の征伐を成し遂げたら、すぐに迎えに来る――！

　俺は脇目も振らず、草木をかき分けて団員らのもとへ駆け戻ると、計画通り宵闇に紛れての征伐を決行したのだった。










第十二章　子ネコ、救世主になる




　嘘でしょう!?　団員の裏切りを伝えられないまま、レリウス様が行っちゃった……って、こうしちゃいられない！　今からでも後を追って、なんとしても知らせなくっちゃ！

　私は慌てて、レリウス様が上っていった階段へと足を踏み出す。

　よろめきながらなんとか上りきり、前足で入り口の扉を押す。しかし、重たい金属製の扉はビクともしない。

　……ぅううっ、だめだ。ネコの力じゃ、全然無理だよ。

　このままじゃ、レリウス様たちが大変なことになっちゃうのに……っ！

　レリウス様やみんなのピンチを知りながら、なんにも役に立てない。ふがいなさに涙が滲んだ。

　もう、魔物だってバレちゃったっていい。ちゃんと言葉にしてレリウス様に伝えたい。私、人間になりたいよ――!!

《レリウス様……っ!!》

　祈るような思いで、レリウス様の名前を叫びながら渾身の力で扉を押した。

　すると、私の願いが通じたのか、一向に開かなかった扉がほんの一瞬フッと軽くなり、ギィッと音を立てながら三センチほどの隙間ができる。

　……あ、開いたぁ!!

　同時に薄く開いた隙間からわずかな明るさを感じ、すでに月が昇っていることを知った。




　ぽぽんっ！




　直後、気泡が弾けるみたいな小気味いい音と共に私は変身していた。

　……あれ？

　人型に姿を変えて、真っ先に覚えたのは爽快感。さっきまでの頭痛や怠さが嘘のように、宙に浮き上がりそうなくらい体が軽かった。

　……今日が満月だから？　ううん、違う。

　これまでにも満月の夜は何度も経験しているけれど、それだけでは説明がつかないくらい、今は全身にパワーが漲みなぎっていた。

　なんで……？

「ううん！　そんなことより、今はレリウス様たちの後を追わなくちゃ！」

　外に踏み出しかけるが、すぐに思い直して階段を駆け下り、もといた場所に戻る。

　……いけないいけない。さすがにこのままじゃ外に出られないよね。それから、満月とはいえ明かりだって必要だ。

　私はレリウス様が置いていってくれたマントを拾い上げて羽織り、しっかり前で合わせて留めた。そうして手にランプを持つと再び階段を上り、力を込めて扉を押した。

　結構な力が必要だったが、ネコの時とは違い扉を開けきることができた。

　……レリウス様は『ワーグナー筆頭大臣の直轄地まで残り三キロ弱』と言っていた。おそらく、コリンはすでに狼煙筒を放ってしまっているだろう。もはや、一刻の猶予も許されない――！

　私は途中から、体を起こすのはもとより、まともに目を開けていることもできない状態になってしまっていた。でも、ギリギリのところで踏ん張って、征伐隊の進捗や位置にかかわる情報は意地でも逃さなかった。

　……だから大丈夫！　記憶した通りに行けば、ちゃんとたどり着ける！

「どうか、レリウス様たちが突入する前に合流できますように――！」

　祈る思いで、私は裸足のまま駆けだした。落ち葉や枯れ枝が素足の肌を容赦なく傷つけるけれど、その痛みすら今はまったく感じなかった。

　走りながら、私は常にうしろにも注意を向けていた。そうして何度目かに振り返った時、木々の間から立ちのぼる煙を確認した。

　……コリンの放った狼煙だ！

　グレス書記官の言葉通り、発煙が始まるタイミングのほか、発煙時間や威力までかなり巧妙に作られているらしく、煙はいくらもせずスゥッと消えていった。

　意識して森の方を観察していなければ、この煙に気づくことは難しい。おそらく、ワーグナー筆頭大臣邸への突入に集中するレリウス様たちも、これには気づかないだろう。

「……レリウス様、すぐに行くから待っていて！」

　私は限界まで走りのペースを上げた。

　現実的に考えたら、馬で先を行くレリウス様たちに私が追いつける可能性など、万にひとつもないだろう。それでも、一縷の望みを懸け、走らずにはいられなかった。




　私がワーグナー筆頭大臣邸を目前に捉えた時、すでにレリウス様の部隊は突入した後だった。敷地の中では、激しい交戦が繰り広げられているようだった。

「っ、間に合わなかった……！」

　高い垣根が邸宅の敷地を囲っていて詳しい状況はうかがえないが、漏れてくる声などから、レリウス様たちの苦戦が想像できた。

「レリウス様たちは無事なの!?」

　戦況が知りたい。けれど、うかうか敷地内に入り込んで敵に見つかるなど論外だし、レリウス様たちに気づかれてしまった場合も、みんなの集中力を削ぐことになってしまう。

　万が一にも、みんなの迷惑になってはいけない。どうしたら……。

「……あ！　そういえば、途中に火の見やぐらがあったはず！」

　ここに来る途中、もう使われていないだろう古い火の見やぐらと番屋の横を走ってきたことを思い出し、大急ぎで道を引き返した。

　四百メートルほど戻り、火の見やぐらにたどり着くと、私はランプを地面に置き、はやる思いで上りだした。

　火の見やぐらの高さは八メートルほど。てっぺんには気持ちばかりの雨よけ屋根が取りつけられており、その下に金属製の鐘がぶら下がっている。やぐらはかなり古い物らしく、素材はまさかの木製。丸太が板梯子のような形状に組まれていて、一段は五十センチほどと高めだ。

　黒く変色した丸太を踏みしめるたび軋むような音がして不安が募る。さらに足の傷から滲んだ血で、何度もすべりそうになった。

　それでも、私に手と足を止める選択肢はなかった。

　……よし。あともう少し！

　ついに一番てっぺんまで上りきり、ワーグナー筆頭大臣邸を見下ろす。

　この時の私は、満月の明るさだけでは説明がつかないくらい、明瞭に敷地内の様子が見えていた。

「なんてこと……！　レリウス様たちが、あんなに大勢の兵士に囲まれてる！」

　レリウス様の部隊は返り討ちにあって苦しい戦いを強いられていた。なにより、ワーグナー筆頭大臣側の兵士の数が異常だった。

　今回、レリウス様たちは少数精鋭の部隊編成で五十騎ほど。対するワーグナー筆頭大臣の私兵団は騎馬隊が騎士団の倍ほどいて、さらに弓や剣を構えた兵士がそれと同じぐらいかそれ以上の数いそうだ。

　屋敷に常駐させるには異常な規模の私兵団は、グレス書記官らによって事前に征伐の情報が漏れていたと考えて間違いないだろう。その上、突入のタイミングまで狼煙で筒抜けとあっては、天下無敵のレリウス様とてひとたまりもない。

　レリウス様はその卓越した剣技で、襲い来る兵士をなぎ倒しているが、圧倒的な数差は確実にレリウス様の部隊を追いつめていた。団員の中には深手を負い、いつ馬上から崩れ落ちてもおかしくない状態の人も数人見受けられた。

　……いや。あそこにひとり、落馬している団員が……え!?

「あれはコリン……!!」

　なんとコリンは背中に矢を受け、息も絶え絶えで地面に倒れていた。

　コリンが敵に部隊の接近を知らせ、その結果として今の状況がある。だけど、悪いのは彼じゃない。

　彼にはやむにやまれぬ事情が――妹さんの存在があった。その妹さんのためにも、コリンはけっしてこんなところで犠牲になってはいけない――！

　グッと噛みしめた奥歯が軋んだ。

　……悪事の限りを尽くしたあげく、その尻拭いすらしようとせず自分たちは安全な場所に逃げ、代わりに配下の者に血を流させる。ワーグナー筆頭大臣やグレス書記官を絶対に許せない。

　私に、なにができる……!?　レリウス様たちの窮地を見ているだけなんて、そんなのは嫌！

　その時、私の思いに応えるように月がひと際明るく輝いた。同時に、私の胸の奥で熱いものが湧き出して体中に行きわたる。全身が、月のエネルギーで満たされていた。

　……そうか、私には月の魔法があるじゃない！

　私はこれまで、日常の中で汚れた物を綺麗にする目的でのみ月の魔法を使ってきた。逆にいえば、それ以外の使い道を見いだせなかったのだ。

　だけど、月の魔法の本領はそんなものじゃない。今こそ、月の魔法の浄化作用をフルに活用する時だ――！

「月の力よ、どうかお願い！　レリウス様たちを助けたいの！　悪しき心を持つ人たちを正し、綺麗にして！」

　祈りと共に、私は月の魔法を発動させた。

　すると、月からキラキラとした光の粒子が舞い降りて、ワーグナー筆頭大臣邸に降り注ぐ。月の粒子はまばゆく発光しながら、交戦最中のレリウス様の部隊やワーグナー筆頭大臣の私兵団、すべてを包み込んでいく。

　……なんて綺麗なの。

　幻想的な光景に、私は瞬きも忘れて見入った。

　どれくらいそうしていただろう、戦況に目に見える変化が現れた。

「あれ？　あの人たち、構えている弓を下ろしてる。……あ、あっちの人たちは剣を引いて馬を下りてる」

　なんと、ワーグナー筆頭大臣の私兵たちから次々と投降者が出始めたのだ。

　もちろん、月の魔法とて万能ではなく、全員を投降させるには至らない。たとえ改心してもワーグナー筆頭大臣への忠誠心があったり、コリンのように大切な誰かを守るためだったり、理由があって投降をためらう兵士もいるだろう。

　それでも最終的には、半数ほどの私兵が戦線を離脱した。さらに残る半数も、戦意の低下は瞭然だった。

　当然、レリウス様はこの好機を逃さなかった。

「レリウス様、みんな、がんばって……！」

　いまだ兵力に差はあるが、もともとの戦闘能力はレリウス様の部隊がはるかに上だ。形勢は一気に逆転し、レリウス様たちはワーグナー筆頭大臣の私兵団を一網打尽にしていく。

　ついに部隊は、屋敷内へと突入していった。

　屋敷内の状況は見ることが叶わないが、レリウス様なら必ずワーグナー筆頭大臣を捕らえ、無事に征伐を成功させるだろう。

「もう、大丈夫そうね。……よし、私はそろそろ森に戻らなくっちゃ」

　レリウス様の勝利を確信した私は、ゆっくりと火の見やぐらを下り始める。そうして最後の一段からトンッと地面に足をついた瞬間――。

「ぁあっ!?」

　うしろから現れた人物に、突然、ガバッと羽交い絞めにされた。

「おとなしくしろ。声をあげたら刺す！」

　首にヒヤリと硬質ななにかが押しあてられるのを感じ、喉がヒュッと音を立てた。

　……レリウス様っっ!!

　ギュッと目をつむり、恐怖に身を縮めながら、私は心の中で必死にレリウス様の名前を呼んでいた――。










第十三章　騎士団長、少女に再会する




　突入直後、征伐隊はワーグナー筆頭大臣の私兵団に囲まれた。異常な数の兵士を認めた瞬間、俺は征伐隊の情報が漏洩していることを直感した。

「どうやら、突入のタイミングまでダダ漏れだったようですね。頭の痛いことです」

　ユーグは俺にだけ聞こえるようにこぼし、チラリと後続の隊員らを流し見た。

　俺とて思うところはあるが、今は仲間の裏切りを嘆いている暇はない。

「ユーグ、今は目の前の敵に集中しろ。全員で生還するぞ」

「同感です。なにより、レリウス様が生還せねば、ルーナもまた野垂れ死ぬことになる。レリウス様を慕いここまで追ってきたのですから、必ず迎えに行かねばなりませんね」

「あたり前だ」

　俺はキッと前を見据え、団員らに叫んだ。

「陣形を広げすぎるな！　背後を取られぬよう留意しながら行くぞ！　敵は数だけが頼りの寄せ集めの素人集団だ、一気に叩く――!!」

「ゥォオオオオ!!」

　先陣を切り、向かい来る敵をなぎ倒す。

　以降、俺は死闘に全神経を集中させた。




　交戦開始からどのくらい時間が経ち、どれだけの敵を倒したのか。

　考える余裕もなく、ひたすら目の前の敵を切った。

　……チッ！　切っても切ってもきりがない！

　先の言葉通り、私兵団ひとりひとりの戦力は低い。だが、いかんせん数が多く、時間が経つほどに戦況は苦しさを増していった。

「ハァアアアッ！」

　――ガキンッ！　キンッ、カキンッ!!　ザシュッ、ザシュッ！

　俺は気合のひと声と共に、頭部を目がけて飛んできた矢を打ち落とす。さらに、剣の勢いそのままに三方向から切りかかってくる三騎の敵を切り倒した。

　……ほかの団員は無事か!?

　敵から注意を逸らさぬまま、すばやく視線を一周させ、仲間たちの動向を把握する。

　今はまだなんとか全員が食らいついているが、確実に団員らにも疲労の色が見え始め、負傷者も出始めていた。

　……いかんな。アックスが相当、剣を受けてしまっている。

　部隊の後方で戦っているアックスは、団員の中でも一番実践経験が少ない。彼はすでに満身創痍で、いつ落馬してもおかしくない状態だった。

　殿を務めていたコリンがピタリと脇につき、広く守備範囲を取ることでアックスを援助し、なんとかしのいでいた。

　その時だった。ここまでどうにか耐えていたアックスの体がグラリとかしぐ。左体側がガラ空きになり、対峙する敵がすかさずそこを狙って剣を突き入れてくる。

「アックス――！」

　――ガキンッ！

　剣先が脇腹を貫く直前、コリンがアックスの前に出て、馬から大きく身を乗り出して腕を伸ばす。コリンは立ち乗りの苦しい体勢で、なんとか敵の剣をなぎ払った。

　弾かれた剣が弧を描いて吹き飛んでいくのを目にし、俺が安堵しかけたのも束の間。

　馬上での無理な体勢が災いし、コリンの背後に一瞬の隙が生じていた。そこに、敵が射た矢が迫る。

「コリン、うしろだ！」

　――ズンッ！

　気づいた俺が声を張るのとほとんど同時、体勢を立て直そうとするコリンの背を矢が射貫く。コリンは前に倒れ込むように落馬し、体は無残に地面に叩きつけられた。

　すぐにでも駆けつけたいが、戦況がそれを許してはくれない。

「クソッ!!」

　襲いくる敵を切り伏せてから横目で見たら、持ち直したアックスがコリンを守るようにきつく前を見据え、剣を構えていた。そのことだけが唯一の救いだった。

「待っていろコリン！　すぐに助ける！　……ハァアアッ!!」

　俺は返り血と汗ですべる剣を握り直し、同時に向かってくる四騎の敵をひと太刀で叩き切った。

　満月が不思議なくらいまぶしく輝いたのは、その直後だった。

「っ、これはいったい……!?」

　突如月が輝きを増したと思ったら、まばゆい光のシャワーが降り注ぐ。

　目の前は、あっという間に清らかな白い光で塗られてしまう。視界が奪われたことに恐怖を覚えたのは一瞬で、光のシャワーを受けながら全身にどんどん力が漲ってくるのを感じた。

　まばゆいほどの白光がやわらぐと、徐々に視界が戻ってくる。そうして目にした景色は、これまでと一変していた。

　……どういうことだ？

　相対する兵士がひとり、またひとりと剣を下ろしていく。俺たちに向かって四方から矢を射るべく構えていた兵士たちも、こぞって弓を下げていくではないか。

　にわかには信じがたいが投降者が続出し、俺たちは一気に優勢に転じていた。

　さらに、最終的に半数ほどに数を減らした私兵らもあきらかに戦意を喪失しており、すでに俺たちの敵ではなかった。

「この機を逃すな！　屋敷まで一気に切り込むぞ!!」

　疑問は尽きないが、今は天からもたらされた幸運を生かし、勝利を手にすることだけに意識を集中させた。

「ゥオオオオッ!!」

　征伐隊は鬨ときの声をあげ、ワーグナー筆頭大臣の私兵団を一網打尽にしていった。

　その勢いのまま、俺たちはついに屋敷内へ切り込んだ。しかし、部屋という部屋を片っ端から捜索しても、ワーグナー筆頭大臣の姿が見あたらない。

「隈なく捜せ！　先に捕縛した側近の証言では、いまだ大臣は屋敷内にいるはずだ！」

　その時、大臣の政務室を捜索していた団員のひとりが、政務机の下を指差しながら声をあげた。

「騎士団長、床にわずかな突起があります。隠し扉かと思われます！」

「なんだと!?」

　駆け寄って突起をつまみ上げると、床板がはずれ、人ひとり通るのがやっとの細い通路へとつながっていた。

　ユーグと目配せし、俺は団員らに指示を叫びながら通路へと身をすべらせる。

「五名の団員は俺と共にここからワーグナー筆頭大臣の捜索に！　残る団員はユーグをリーダーとし、継続して捕縛者の監視と負傷者の救護、投降者への対応等、この場の管理統制にあたれ！」

　俺に続き、五人の団員が次々と通路に降り立つ。

　残る捕縛対象は黒幕であるワーグナー筆頭大臣ただひとり。絶対に、逃がしてなどやるものか――！

「全員揃ったな、行くぞ！　後に続け！」

「ハッ！」

　はやる思いで、先頭に立って通路を駆けだした。




　隠し通路は、ワーグナー筆頭大臣邸の敷地を囲う垣根の外に通じていた。

　石のモニュメントの裏に巧妙に隠された出入り口は、実際にそれと知らなければまず気づくことはないだろう。

「こんなところに通じていたか」

　俺に続き、大柄の団員らが窮屈そうに出てくるのを眺めつつ、悪事に関してはつくづく知恵の回る男だと敵ながら感心した。ただし、悪あがきはここまでだ。必ず、俺が捕えてみせる――！

「よし、残る足跡をたどっていく。後に続け！」

　最後のひとりが出てくるのを確認し、俺は先陣を切って走りだす。

　ワーグナー筆頭大臣は悪知恵は働いても、しょせんは素人。足跡を消すことなく、その行方を俺たちに知らせていた。

　足跡をたどり、三百メートルほど進んだ先に火の見やぐらが見えてくる。その下にふたつの人影を見つけ、目を凝らした。

「……親子連れか？」

　最初、ピタリと寄り添った人影は、その体格差もあって父娘を連想させた。しかし、さらに近づくと――。

「っ！　ワーグナー筆頭大臣!!　血迷った真似はよせ！」

　ワーグナー筆頭大臣に羽交い絞めにされ、首にナイフをあてられた白銀の髪の少女を目にした瞬間、俺は隊列を飛び出して残る百メートルほどの距離を猛スピードで一気に詰めた。

　……なっ!?

　なぜか、騎士団員に支給される共通のマントにすっぽりと身を包んだ少女。その少女の顔を間近に見て、俺の胸に真っ先に湧き上がったのは驚きだった。ただし、ここでの『驚き』は単に少女との奇跡的な再会を指すものではない。

　白銀の髪をなびかせた美貌の少女は、たしかに小屋で遭遇したあの少女だ。あの時に感じた不思議なオーラも同じだった。しかし、少女の身には常識では測れない変化が起こっていた。

　みずみずしい肢体はスラリとして細いが、あの時よりやわらかなまろみを帯びて女性らしくなった。身長も伸び、今は閉ざされた目もとから頬、顎へと続くラインが大人っぽくなっている。少女から女性へと、まるで硬く結ばれていた蕾が花開くかのように艶あでやかな変貌を遂げていた。

　……あり得ない。だが、確実に成長している――！

　前回出会った時、十四、五歳くらいだった少女は、今やカインザー王国の成人である十六歳程度にまで、あきらかに年単位の成長をしていた。いくら成長期とはいえ、ひと月足らずでこの成長はあり得ない。

　しかし、一見すれば奇異な少女の変化が、俺にはとても喜ばしいものに感じられた。神こう々ごうしいほどの輝きを放つこの少女が到底只人ではないという事実が、不思議なくらいストンと納得できていた。

　同時に、胸に強固な決意が満ちる。

　彼女に傷ひとつ負わせはしない！　俺がワーグナー筆頭大臣の魔の手から救ってみせる――!!

「来るな、レリウス騎士団長。この女を傷つけたくなかったら、武器を捨てろ！」

　言われるがまま、俺は手にしていた長剣と腰に下げていた短刀を放る。後から到着した団員たちにも捨てるように目配せし、全員が剣を手放した。

　その様子を満足げに眺めた後、ワーグナー筆頭大臣はいやらしい笑みを浮かべて俺を見つめた。

「やはりこの娘が、そなたがいっとき血ち眼まなこになって捜していたという『白銀の髪の少女』だったか。こうして目にするまでは『愛猫に入れあげすぎて、ついにネコが人型を取ったと妄想まで始めた』という巷ちまたの噂をグレスと共に笑っていたが、まさか本当にこんな髪色を持った女が実在していたとはな。それにしても、成人を迎えるか迎えぬかの少女に食指が動くのだから、レリウス騎士団長、そなたも存外俗物だったのだなぁ？」

　下品な物言いは、果たして俺への挑発なのだろうか。だが、俺のことをなんと言われようが、そんなのはかまわない。

　この瞬間、俺の頭を占めるのは、いかにして少女を無傷で救出するか、この一点だけだ。

「御託はいい。こんなふうに人質を取ったところで、そなたに行く先はないぞ。そなたにも想像ができるだろう？　馬鹿な真似はやめ、投降しろ」

「行く先はない？　……ふむ、たしかにそうかもしれんなぁ」

　ワーグナー筆頭大臣はその言葉ぶりとは裏腹に、勝ち誇ったような不遜な表情をしていた。

「わかったら、ナイフを下ろせ」

　なんとなく嫌な空気を感じながら、努めて冷静に促す。

　ワーグナー筆頭大臣は求めに応じ、少女の首に押しあてていたナイフをゆっくりと引いたかに見せかけて、ナイフを振りかぶり、少女に振り下ろす。

「ならば、せめてお前が入れ込んだこの女を道連れにするまでだ!!」

「やめろ――!!」

　ナイフの切っ先が少女の首に迫る。刃先が首を貫く直前、俺はふたりの間に飛び込んでいってナイフを弾く。

　――カラーンッ。

　ナイフは月明かりをキラリと弾き、放物線を描きながら地面に落ちた。

「君、こっちだ！」

　少女をかばうように懐に抱き、即座に飛びのいてワーグナー筆頭大臣から距離を取る。俺たちが地面に身を伏せたのと同時に、団員らがいっせいに大臣に飛びかかる。

　団員たちが手際よく捕縛していく一連の様子を横目で確認し、地面から半身を起こして少女に向き直る。

「無事か!?」

「は、はい。私は平気……っ、レリウス様！　手から血が……!!」

　少女はコクンとうなずいて答え、途中でハッと気づいた様子で俺の右手を注視しながら叫んだ。

　……ん？

　なるほど。少女に指摘されるまで気づいてすらいなかったが、どうやら弾いた際に切ってしまったらしく、手の甲から血が滴って袖を濡らしていた。さらに、地面に伏せた際に傷口を擦ったようで、土がこびりついて汚れていた。

「なに、この程度は怪我のうちにも入らん。それより、君の方こそ裸足で血が滲んでいるのでは――」

「私のことはいいんです！　こんなのはほんの擦り傷で……とにかく、今はあなたの手です！　かなり出血しているじゃありませんか!?」

　俺がずっと気になっていた足の状態を尋ねようとしたら、少女は俺の言葉を遮り、焦った様子で俺の右手に向かって両手を伸ばした。

「あぁ、こんなに土がついてしまって……っ！」

　少女がキュッと俺の手を握り込む。

　少女に触れられた部分がトクントクンと熱を持ち、傷口よりもずっとこそばゆく疼うずいた。

「月の力よ、お願い！　レリウス様の手を綺麗にして……！」

　突然、少女が月を仰いで祈りの声をあげた。直後――。




　――フワァアアッ。




　少女の手から、交戦中に満月から降り注いだのと同じ光が舞い上がり、俺の手を包み込む。

　この光は……!?

　やわらかな発光はしばらく続き、やがてキラキラとまばゆい光の残像を残して消えていく。そうして光が消えた後、俺の手と袖にこびりついていた土と血はすっかり綺麗になり、手の甲に朱色の傷がひと筋走るだけになっていた。

　これは、現実か……？

　奇跡を目の当たりにして、俺は言葉をなくして立ち尽くした。

　もしかして、この少女は天使なのか？　……いや。神秘的な佇まいとこの力は、天女……まさかな。

　天女――天上界におり、人間や魔物など足もとにも及ばない魔力を秘めているとされ、めったなことでは人間界に下りてこない神聖な存在。我が家に伝わる門外不出の書に記されたその存在を、俺は今日まで信じていなかったが……。

「あぁ、よかった！　出血こそ多かったけれど、傷自体はそんなに深くなさそうだわ」

　少女は俺の手を握ったまま、安堵の表情を浮かべた。

　固まっていた俺は、少女の声にハッとして、慌てて周囲を見回した。団員らは副リーダーの指示のもと、剣の回収やワーグナー筆頭大臣を連行する準備にあたっており、幸い俺以外に少女の起こした奇跡を見た者はいないようだった。

　俺は団員らの目から少女を隠すよう、意図的に立ち位置をずらしてから、副リーダーに先にワーグナー筆頭大臣を連れて戻り始めるように伝えた。

「――すまんな。すぐに合流する」

「承知しました」

　副リーダーは承諾し、ほかの団員らと共にワーグナー筆頭大臣を引き連れて歩きだした。

　俺は、団員らが遠ざかったのを確認してから再び少女に向き直り、騒ぐ鼓動を抑えて感謝を伝える。

「驚いたよ、君はこんなことができてしまうんだな。どうもありがとう」

「いえ。こういう使い方は初めてだったんですが、ちゃんと綺麗になってよかった。本当は傷自体を塞げたらいいんですが、私にはこれが精いっぱいで。……それに、私こそ助けていただいてありがとうございました！」

　はにかんだような笑みで語る少女を見つめながら、俺はこれまでの人生で覚えたことのないときめきを覚えていた。

　ずっと、こうして見つめ合っていたい。

　少女を放したくない、俺が守ってやりたい。

　俺のもとに留め置き、俺だけのものにしたい。

　こんな庇ひ護ご欲とも独占欲ともつかない感情が、止めどなく湧いてきて、俺を戸惑わせる。

　……不思議なものだ。これまでマリウスのいらぬ気回しで何度か女と引き合わされてきたが、こんな思いを抱くことなど一度たりとなかった。

　なぜ、たったひとりの少女が、こんなにも俺の胸を熱く焦がすのだろう。こんな感情は初めて――。

「いや、ルーナか」

　この少女を前にして湧き上がる感情は、俺がルーナに抱く親愛の情にとても近いことに気づく。

「えっ!?　あの、今『ルーナ』って……!?」

　少女が慌てた様子で尋ねてくる。

「いやな、ルーナというのは俺の飼いネコなんだが……君の放つオーラは、ルーナのそれにとてもよく似ているんだ。それに君からは、ルーナと同じ匂いがする」

「そ、そう。なんだか、すごい偶然ね」

　少女はしどろもどろに答え、よそよそしい態度でずっと握っていた俺の手をほどきだす。そのまま少女が俺から離れていこうとするのを目にし、俺は反射的に少女の腕を掴んでいた。

「あっ!?」

　少女を引き寄せて、ふわりと抱きしめた瞬間、俺の胸を満たしたのは魂の半身に出会ったかのような充足感。驚くくらい、少女はしっくりと俺の腕によくなじんだ。

「あ、あの……？」

　戸惑いを含んだ少女の声をどこかふわふわとした思いで聞きながら、その温もりと香りを感じていたら、まるで人間になったルーナを腕に抱いているような心地がした。

　……この少女の行く末をどうするか、俺に決定権はない。だが、あの時満月から降り注いだ光は、間違いなく俺の傷を綺麗にするのに少女が発したものと同じ。それを浴びた直後に戦況が百八十度覆ったことを考えれば、この少女によって俺たち征伐隊が救われたのは瞭然で、身柄も含めすべて王であるマリウスに託すのが筋だ――。

　マリウスは、ワーグナー筆頭大臣征伐に甚大な貢献を果たした少女を、けっして悪いようにはしないはず。ひと通りの調査や聞き取りを終えた後は、俺が望めば少女の後見を買って出ることも可能だろう。

　しかし、少しの間でも離れることが納得できない。この少女を二度と手放したくないと思う自分がいた。

「このまま君を、俺の屋敷に連れていってしまいたい」

「ええっ!?」

　奇跡の所業をなし、俺の心をこんなにも熱くかき乱す少女……。やはり、この少女の正体は、俺の窮状を見兼ねて天から降りてきた天女なのだろう……そう考えない限り、あの超常的な出来事に説明がつかない。だが、今の俺にとって、それはさほど重要な問題ではない。

　問題は、俺がこの少女にこんなにも心惹かれているという事実。その一点だ。

「そうして君を……」

　……俺だけのものにしたい。

　続く想いは声にせず、なんとか胸に押しとどめた。

　理性と本能がせめぎ合い、俺の心は揺れていた。

「……そういえば、前回聞きそびれたままだったな。君の名前を教えてくれないか？」

　俺はいったん、核心部分を脇に置くと、ずっと気になっていたことを尋ねた。

「ん？　どうした？」

　前回同様、この質問に少女はうつむいて目線を地面に落としたまま、なかなか答えようとしない。

　……まさか、天女には名前がないのだろうか？

　そんなことを考えながら見つめていると、ふと、少女の顔色が月明かりの下というのを差し引いても冴えないことに気づく。

「もしかして、具合が悪いのか？」

「いえ、そういうわけじゃ……。ただ、こんなに立て続けに魔法を使ったのは初めてで、そのせいか少し……」

　少女は体調について言葉を濁したが、その声はあきらかにハリがない。

「これはいかん！　ひとまず向こうの番屋で休もう」

　俺が火の見やぐらの脇の番屋で休ませようと少女の腰を引き寄せるのと、少女の体がグラリと傾いたのは同時だった。

「おい!?　大丈夫か!?」

　すっかり力の抜けた細い体を抱き留めて、慌てて少女の状態を確認する。すると、薄く開かれた唇から健やかな寝息が漏れているのに気づく。

「……これは、眠っているだけのようだ！　よかった！」

　俺はホッと胸をなで下ろし、少女を横抱きにして足早に番屋へと向かった。




　椅子ひとつない古い番屋の中で、俺は床にあぐらをかいて、その膝に少女を横抱きにしていた。少女は俺の胸に頭を預け、気持ちよさそうに眠っていた。

　少女を抱いて大臣邸に戻ることも考えたが、運んでいる最中に振動などで起こしてしまうのを忍びなく思い、このまま休ませることを選んだ。

　腕にかかる少女の温もりがなんとも言えず愛おしく、俺は一瞬たりとも目を逸らすのを惜しむように、その寝顔を見つめていた。

　そうして、間もなく東の空が白み始めようかという時分。少女が小さく身じろいだ。ゆっくりとまぶたが開かれ、長い睫毛の間から宝石のような瞳が現れる。

「起きたのか？」

「……レリウス様？」

　声をかけると、少女はこちらにゆっくりと視線を向けて、その瞳に俺を映す。トクンと鼓動が跳ね、全身の体温が上がる。少女の一挙手一投足が、苦しいくらいに俺の胸を熱くする。

「急に倒れるから心配したぞ。具合はどうだ？」

「もう平気です。どうやら、疲れが一気に出てしまったみたいで……」

「すまん！　戦闘ばかりか、俺の手にまで魔法を使わせてしまったせいだな。君に負担をかけてしまい、本当にすまない」

　俺の謝罪に、少女は慌てて首を横に振った。

「謝らないでください！　それに疲れの原因は、魔法だけじゃなくて……と、とにかく！　今はもうすっかりよくなりました。ご心配おかけしました！」

　とくに無理を押した様子もなく、少女がハリの戻った声で告げるのを目にし、胸のつかえが下りた。

「それはよかった」

　その時、番屋の窓から覗く東の空が明るくなり始めているのに気づく。空の主役が、満月から太陽に変わろうとしていた。

　……夜が明けたか。いつまでもこうしてはおれんな。

　無事に少女も目覚めたことだし、いったんワーグナー筆頭大臣邸に戻るか。

「君も俺と一緒に行こう」

　窓から少女に目線を戻して告げた。

　……ん？　すると、徐々に顔を出す太陽に照らされて、腕の中の少女が再び淡い光を帯び始めるのに気づく。

　まさか、光に包まれてこのまま消えてしまうのではあるまいな!?　そんな恐怖に突き動かされ、咄嗟に少女の背中に回した腕に力を込めた。なぜか少女は、青あお褪ざめた顔で俺を仰ぎ見た。

　俺と少女の視線がぶつかる。

　……ルーナと同じ、透き通るような紫色の瞳だ。

　少女の目を見つめ、俺がそんな感想を抱いた直後――。




　ぽぽんっ！




　目の前に光の粉がパッと舞い、なにかが破裂したような音と共に、少女の背中にあてていた手が弾かれた。腹周りにも、空気でボフンと押されたような感覚がした。

　なんだ!?　少女は無事か……!?

　まぶしさに瞬きしながら、なんとか目を開けると。

　……なっ!?　俺は、夢でも見ているのか……？

「ふみゃーっ《う、うっ、うわぁああああ～っ！　えらいこっちゃーっ!!》」

　狐につままれたような思いで、俺の膝の上で慌てふためくルーナを見下ろしていた。










第十四章　まさかの変身バレで大ピンチ!?




「ぽぽんっ！」という変身音に、私の頭の中は真っ白になった。

「ふみゃーっ《う、うっ、うわぁああああ～っ！　えらいこっちゃーっ!!》」

　どうしよう。どうしよう。

「……まさか、本当にルーナだったとは」

　私があたふたと叫んでいたら、頭上から低くかすれた声がかかり、ビクンッと体が跳ねた。ギシギシと軋む動きで首を巡らせると、レリウス様が食い入るように私を見つめていた。

　っ！　目にした瞬間、私は反射的にレリウス様に背中を向けた。

　……どうもこうもない！　変身の瞬間を見られてしまったのだ。私の正体が魔物だとバレてしまったからには、もうレリウス様のもとにはいられない！

　私はレリウス様の膝から飛び下りて、駆けだそうとした。

　悲しいけど、レリウス様とはここでお別れするしか……え？　ところが、最初の一歩を踏み出したところで、うしろから伸びてきた腕にむんずとお腹を掴まれた。

「おい、どこに行く？」

　お腹を掴んだままヒョイと持ち上げられ、くるんと体の向きが変えられる。レリウス様の強い視線とぶつかって、ビクンとした。

「みぃ《どこって、そんなのわかんないよ。……でも、私が魔物だってバレちゃったからには、もう一緒には暮らせないでしょう》」

「まさか、俺のもとから逃げようとしているのではあるまいな？」

　低い声で問われ、私はおっかなびっくりで答える。

「ふみぃ《違うよ。逃げるんじゃなくて、私はふたりの未来のために出ていくんだよ。魔物なんて飼ってたら、レリウス様のところにお嫁さんがきてくれなくなっちゃう。私としても、レリウス様と仲よくする女性の姿を見るのはやっぱりつらい。だから私が――》」

「だめだ！　どんな理由があれ、俺のもとを出ていくなど許さんぞ！」

　あっ！　突然、レリウス様の胸にギュッと抱きしめられて、苦しさに息が詰まった。

「ふみゃぁ《レリウス様……？》」

「本音を言えば、戸惑いはもちろんある。しかし同時に、これ以上なくストンと納得してもいるんだ。そして今、俺はどうするのが君にとって最善なのか、必死に考えている」

「にゃあ《最善……？　それって、私が出ていくことじゃないの？》」

「聞いてくれ、ルーナ。今日の一件で、少女の存在は周知されてしまったんだ。世間が少女の存在を放っておかないかもしれん。今回は幸運にも俺以外に変身の秘密はバレていないが、今後はそれを誰にも知られぬよういっそう注意を払わねばならん。俺は、なんとしても君を守りたいんだ」

　レリウス様はここで言葉を区切ると、一拍の間を置いて続けた。

「俺はネコの姿の君も、人間の姿の君もどちらも大切だ。ふたつの姿を持つ君を、どうしたら一番幸せにできるのか……。この問いに、今すぐに答えは出そうにない。だが、俺のもとを離れることだけは許さない！」

　真摯な瞳に見つめられ、告げられた一言一句が心に染みる。

　こんなふうに言ってもらえて、こんなに幸せなことってない……。本当は、私だってレリウス様と一緒がよかった。出ていくなんて、嫌だった……っ！

「みゃーっ《レリウス様、私、どこにも行かない！　ずっとずっと一緒にいるよ！》」

「よし、ルーナ！　ワーグナー筆頭大臣の一件に決着をつけたら、俺と一緒に屋敷に帰ってくれるな？」

「みゃあっ《うん、うんっ！》」

　私は顔をクシャクシャにして、レリウス様の胸でうれしさに泣いた。

　レリウス様はそんな私の頭や首のうしろを愛おしそうになでながら、ワーグナー筆頭大臣邸に向かって歩きだした。




＊＊＊




　俺はルーナを懐に抱いて愛馬にまたがり、部隊の先頭で王都への帰路を進んでいた。

　隊列には、出陣の時にはなかった馬車を二台加えている。言わずもがな、一台は護送車だ。中にはワーグナー筆頭大臣と、共に謀反を企てた彼の側近たちが乗っている。

　もう一台は救護車で、コリンとアックスのほか、二名の団員が車内で負傷した体を横たえていた。

「レリウス様、やはりコリンは罪に問われるのでしょうか」

　馬を並走していたユーグが遠慮がちに尋ねてきた。ルーナも気になったのか、俺の腕の中でピクンと耳を揺らしていた。

　ちなみに、コリンから罪の告白があったことは、大臣邸に戻ってすぐユーグから報告を受けていた。コリンは、もう一名内通者がいる可能性を伝えてきたらしいが、そちらはグレス書記官の嘘だったようで、該当者はいなかった。

　コリンの正式な処分は保留になっているが、彼を犯行に走らせた事情が事情だ。俺個人としては、無罪放免でかまわないと思っているが……。

「すまんが、こればかりは俺だけの判断でどうこう言えるものではない」

「失礼しました。すべてはマリウス国王陛下のご意向次第ですね」

　ユーグとコリンは同郷の生まれということもあり、公私共に友好が続いていたようだった。そんなユーグとしては、思うところも多いのだろう。

「……そうだな」

　俺が直接マリウスにかけ合ってみる気ではいたが、この場で無駄に期待を持たせるわけにもいかず、今は短くこう答えるにとどめた。ユーグ以上に、ルーナが俺の腕の中でしょんぼりと肩を落としており、よしよしとなでて慰めた。

「私は応急処置を終えたコリンと少しだけ話しましたが、彼は己の保身などはいっさい口にせず、妹の無事の身柄確保、この一点だけを願っていました。……早く、無事に見つかるといいですね」

　妹の捜索については、征伐成功の一報を携えて先発した団員が施設に残る騎士たちに要請する手はずになっており、じきに発見されるだろう。

「大丈夫だ。こちらは、必ず無事にコリンのもとに返してやるさ」

「そうですね。もしかすると、すでに捜索が始まっている頃かもしれませんね」

「ああ」

　ちなみに、主犯のひとりであるグレス書記官にも捕縛命令が出ており、こちらも近く拘束収監されるだろう。

「ところで、コリンの傷はどうなんだ？　後遺症などの可能性は？」

　コリンも含め、団員らの傷はいずれも急所を逸れており全員命に別状がないことは報告を受けていたが、もう一歩踏み込んだ質問をした。命が助かっても、仮に後遺症などが残れば騎士としての道は断たれてしまう。

「はい。衛生兵の応急の見立てではありますが、おそらく後遺症は残らないだろうとのことです」

「そうか」

　ユーグの答えに胸をなで下ろす。ルーナも、ホッと安堵の息をついていた。

　手綱を握るのと逆の手でキュッとルーナを抱きしめて、感謝を込めて告げる。

「……ルーナ。あの状況から一名も欠けることなく、生還できたのも、すべて君のおかげだ。まさに君は救世主だ」

　ユーグも同意するようにうなずく。ちなみに、ユーグにだけはワーグナー筆頭大臣邸を出発する前に、ルーナの変身や征伐における関与と貢献についても、包み隠さず打ち明けていた。今後を考えれば、隠し通せるものではないと思ったからだ。

　さすがにこんな奇想天外な話は信じてもらえないかと危ぶんだが、ユーグはとくに驚いたり疑ったりする様子もなく俺からの報告を聞いていた。すべて話し終え『信じたのか？』と問う俺に、ユーグは『今さらでしょう。人智を超えたなにがしかの力が関与しなければ、あそこから戦況は覆りません。その力の出どころが、ルーナだったというだけの話です』とあっさり口にしたのだ。ユーグとは、つくづく肝が据わった男である。

「みゃっ《やだっ、救世主だなんて、さすがにそれはオーバーだよ》」

　ルーナは恐縮したそぶりを見せるが、窮した戦況から部隊を救い、この結果に導いたのはほかでもないルーナだ――。

　照れた様子で、ルーナは俺の腹にバフッと顔をうずめた。そのまま考えごとでもし始めたのか、それ以降はピタリと黙り込んでしまった。

　俺もまた、もふもふの小さな頭を愛おしむようになでながら、ルーナとの今後について考えを巡らせた。

　……俺はルーナに、『どうするのが君にとって最善なのか、必死に考えている』とこう伝えた。

　大前提はルーナの幸せで、その思いに嘘はないのだ。しかし一方で、俺の心の内ではもっと自分本位な気持ちが渦をまいていた。

　ネコでも人でもいい。どちらのルーナも俺だけのものにしたい……。

　湧き上がるこれらの感情が俺を駆り立てる。抑えることが困難なほど、俺を揺り動かして、急き立てる。

　ルーナがただの少女であったなら、迷わずに結婚を申し込んでいただろう。しかしヤマネコの本能を持つルーナに結婚生活を強いることは、果たして彼女にとって本当の幸福と言えるのだろうか？

　こんなふうにルーナにとっての最善と俺の欲望が、せめぎ合って最終的な決断にたどり着けない。

　結局、どこまでも堂々巡りのまま一行は王都に入った。そうして騎士団に続く通りで団員らと別れ、気づけば屋敷に帰り着いていた。










第十五章　転生ヤマネコ、愛猫から愛妻にジョブチェンジ




　無事、王都に帰還したその日の晩。

　私はネコの姿でレリウス様と一緒に夕ご飯を食べ、久しぶりのペロルに舌鼓を打ち、ブラシをかけてもらった。と、ここまでの流れは、今まで通り。

　これまでと違うのはここからで……。

　現在、私は月明かりの下、初めてお屋敷の中で人型を取って、レリウス様と対峙していた。

「……いまだ我が目が信じられんが、本当にルーナなんだな」

「うん。私のこと、気持ち悪いって思わない？」

「馬鹿を言うな。今の君も、ネコの姿の君も、どちらも苦しいくらいにかわいい。こんなに愛らしい存在を、俺はほかに知らんぞ」

　耳にして、私の頬がぷぅっと膨らんだ。

「……それは嘘だよ」

　レリウス様から借りて着ているシャツの前をキュッと握り合わせながら、低く不満を口にした。

「なにが嘘だ？」

「だって、レリウス様の『かわいい』はほかにもいるでしょう？」

「なんのことだ？」

　レリウス様は心底わからないというように首をかしげる。

「隠さなくたっていいよ。私のブラッシングもそこそこに『彼女も奇跡のようにかわいかった』って、『また会いたい』って言ってたじゃない。私のほかに、レリウス様にはかわいい彼女さんがいるでしょう？」

　私の言葉を耳にして、レリウス様は鳩が豆鉄砲を食ったような、ぽかんとした顔をした。

　レリウス様が口を開きかけるけど、私はそれより先に早口で告げる。

「今朝、私がレリウス様の前から逃げようとしたのは、もちろん変身がバレちゃったからっていうのもあった。でもね、白状すると私自身、このまま一緒にいてレリウス様がほかの女性と仲よくするのを、見るのがつらいっていうのもあったんだ。将来、奥さんと仲よくするレリウス様を想像するだけで苦しくて……でもね、もう大丈夫！」

　堰せきを切ったように、止めどなく言葉があふれてきた。レリウス様に声を挟む間を与えず、まくし立てるように話していた。

「帰り道でずっと考えてて、それで決めたの！　私、ネコの時も人間の時も、ちゃんと身のほどを弁えてレリウス様のペットに徹するよ！　レリウス様の気分が乗った時だけなでてかわいがってくれたら、それで十分幸せだか――」

　レリウス様が腕を伸ばしてきたと思ったら、私の言葉を遮るようにグッと胸に抱きしめた。胸の厚みや温もりを人肌で感じ、どうしようもなくドキドキした。

「ルーナ。俺は今、やっと自分の中で答えが出た。……いいや、本当は答えなど、初めからひとつだった。君にそんなに悲しいことを言わせてしまい、すまなかった。どうか俺の想いを聞いてくれ」

　レリウス様はここで言葉を区切り、一拍の間を置いて続けた。

「まず最初に、君の誤解を解かねばならんな。君の言う『かわいい彼女』は、小屋で会った少女――つまり、君のことだ」

「えっ!?」

「俺は小屋で会った少女にひと目で魅了された。かわいいと、また会いたいと思った」

「嘘、私のことを言っていたなんて……」

　ルーナは驚いた様子で、紫色の宝石みたいな目をパチパチと瞬かせていた。

「そして自覚はないかもしれんが、ネコの時の君と人間の姿の時の君は、どちらもまとうオーラが似ているんだ。そのせいか、俺は時に飼いネコのルーナと少女が重なって見えた。ネコのルーナが少女なのではないかと疑い、寝床を探ってみたことだってある。これはさすがに三晩でやめたが、俺は自分がおかしくなってしまったのかとずいぶん悩んだものだ」

「そんなの、全然知らなかった」

　レリウス様は私の頬にそっと手をあてると、真っ直ぐな瞳を向けた。

「俺はもう、君なしの人生は考えられない。ネコの姿の君も、人間の姿の君も、どちらの君も愛しているんだ。どこにも行くな。そして、俺の妻になってくれ」

　……レリウス様はいったい、なにを言っているの？

　月が出ている夜の間は人型を取るとはいえ、私とでは一般的な夫婦のような日常は到底望めないだろう。そんな私が、レリウス様に妻として望まれるなんてあるのだろうか……？

「私、月が出てる時しか人型になれない……」

「言ったろう？　ネコの姿も愛していると。愛しい君のふたつの姿が見られて、俺は幸せ者だ」

「私、旦那様の身支度を整えたり、外出に同伴したり、レリウス様に一般的な夫婦らしいことをしてあげられない」

「一般的な夫婦なんて望んでいない。俺と君のふたりで、俺たちだけの夫婦の形をつくればいい」

　レリウス様は戸惑う私の耳もとに唇を寄せて、吐息と共にささやく。

「君の幸せはなにかずっと考えていた。だが、本当は、迷う必要すらなかったんだ。俺がこの手で必ず、君を幸せにしてみせる。森での暮らしに未練を抱く間もないくらい、誰よりも幸せにすると約束する。だからどうか、俺と結婚してくれ」

「……本当に私でいいの？」

「君がいい。君以外、ほしくない。君の存在こそ、俺を幸福にしてくれる唯一無二。ふたりで一緒に、幸せになろう」

　レリウス様の言葉は、私の心に巣食う不安や躊ちゅう躇ちょを吹き飛ばすパワーに満ちた、まるで魔法のよう。

　もしかすると、レリウス様は私の心を透かし見る魔法が使えるんじゃないだろうか？　半ば本気でそんなことを考えながら、目からはポロポロと大粒の涙がこぼれていた。

　大好きな男性に、真摯に愛をささやかれ、妻に望まれる。月乃の時にだって経験し得なかった至上の幸せ――。

　宙に浮かんだみたいに心と体がふわふわする。幸せで……あまりにも幸せすぎて苦しかった。

「その涙は同意と考えていいな？」

　幸福の涙は一向に止まる気配がなく、レリウス様の問いかけに、私は泣きながらコクンとうなずくことで答えた。

　レリウス様はやわらかに微笑んで、私の目もとにそっと唇で触れる。そうして涙の滴を丁寧に唇と舌先で吸い取ってくれる。

「ルーナ、愛している」

　優しい告白を耳にして、目頭がますます熱を持ち、新しい涙が滲んだ。

「……私も」

　本当は、レリウス様がほかの女性とお付き合いや結婚をするのなんて、見たくなかった。

　レリウス様の隣は私だけの指定席じゃなくちゃ嫌だった。だけど、私じゃレリウス様の隣にはふさわしくないって、ずっと自分に言い聞かせてた。

　予防線を張って、抱き始めた恋心に真正面から向き合うのを逃げていた。でもね、ほんとはずっと――。

「レリウス様。私、ずっとずっとあなたのことが大好きだった……」

「ルーナ……」

　弾けるような笑顔を浮かべたレリウス様が、どアップで迫ってきて……え？　次の瞬間、私の口にちょんっとなにかが触れた。

　っ!?

　もしかして、今のって……わ、わっ、わぁああ～っっ！

　レリウス様は優しげな笑みを浮かべ、真っ赤になって縮こまる私を見下ろしていた。




　それから私は、レリウス様に勧められ、この世界に転生して初めて湯船に浸かった。

　レリウス様は私の変身に配慮して、今日は早めに使用人たちを別棟の住居に下がらせていたから、なんと自ら私のためにお湯を張ってくれた。

「湯加減は大丈夫そうか？」

「うん、ちょうどいい！　すっごく気持ちいいよ」

　脱衣所から扉越しに問われ、私はほくほくで答える。

「それはよかった。俺のシャツを棚に置いておくから、とりあえず寝巻きにしてくれ。ちゃんと明日には、君の衣服を整える」

「はーい！」

「では、俺は行くが、君はゆっくり温まるといい」

　レリウス様はこんなふうに言い残し、脱衣所を出ていった。

「はーい！　ありがとう、レリウス様！」

　私は潤沢にお湯が張られた広い湯船の中で手足を広げ、ホゥッと息を漏らす。

　今世初のお風呂は涙が出ちゃうくらい気持ちよくって、心と体が芯からほころんでいくのを感じた。

　……ふひゃ～、いいお湯だったぁ。お風呂ってなーんて気持ちがいいんだろう。

　私は大満足でお風呂から上がり、レリウス様が置いていってくれたシャツを着て、脱衣所を後にした。

「さてと、温かいうちに私も早く寝床に行こーっと」

　私がぽかぽかで居間に入ると、とっくに自分の寝室に行ったと思っていたレリウス様が、なぜかまだ居間にいた。

「……え？　なんでまだいるの？」

　さっき、レリウス様は『行く』って言っていたよね。てっきり、寝室に行ってるものだとばかり……あれぇ？

「おいおい、ずいぶんな言われようだな。君を待っていたに決まっているだろう。さぁ、一緒に寝室に行くぞ」

　当然、レリウス様は自分の寝室、私は居間のソファの寝床で寝るものだと思い込んでいた。私は、告げられた衝撃的な内容にピキンッと固まった。

「え？　えっ、えぇええーっっ!?」

　一瞬の間を置いて、素っ頓狂な声をあげる私を、レリウス様は余裕しゃくしゃくの笑顔で見つめていた。

　そして私は、ここからレリウス様と『今晩どこで寝るか』について、あきらかに分が悪い話し合いを始めるのだった。

「ねぇえ？　レリウス様、どうしても一緒のベッドで寝なきゃだめ？　やっぱり私、自分用の寝床でいいよ」

　レリウス様の大きなシャツを前でキュッと握り合わせ、もう一度聞いてみる。

「馬鹿を言うな。あんな狭いところで眠っては、体を痛めてしまう」

「ん～」

　……そうは言うけど、これまでずっと穴ぐらとか、木の根もととかで適当に体を丸めて寝ていたのだ。今さらふかふかのベッドで眠れるかなぁ。

　むしろ、初日にレリウス様がソファの上にブランケットを敷いて用意してくれたそこの寝床なんかが、ちょうどよさそうなんだけど……。

　件の寝床をチラッと振り返り、私がう～んと小首をかしげていたら――。

「わっ？」

　突然、うしろからすっぽりと抱きすくめられて、レリウス様の人肌の温もりと香りに包まれる。

「俺は以前、君に飼い主としての立場から『自由にすればいい』と言った。だが、夫としての俺は、君が寒さに震えるのも、硬い地面の上で休むのも到底見過ごせない。もちろん、狭いソファの上ももってのほかだ」

　耳もとにかかるレリウス様の吐息がこそばゆい。ほっぺたが一気に熱を持ち、心臓が駆け足になった。

　……ひぇええ。こんなんじゃ、ひと晩中ドキドキしちゃって寝られないよぉ。

「そ、それじゃあ、私は客間のベッドで……」

「だーめーだ。ルーナは我が家の客ではなく、俺の妻だからな。夫婦は同じベッドで眠るものだ」

「そんなぁ」

　ぷぅっとほっぺを膨らませていたら、うしろでレリウス様がフッと笑う気配がした。

　……チェッ。なんだか、レリウス様ばっかり余裕な感じでズルいんだ。

　私の肩に回っていたレリウス様の腕が離れたと思ったら、背中と膝裏にあてられる。

「きゃっ」

「さぁ、議論はここまでだ。君は征伐隊の同行で疲れている。もう休む時間だ」

　レリウス様は軽々と私を横抱きにすると、驚いてぺしゃんこになった私のほっぺにチュッと触れるだけのキスをした。

　っ!!

「もちろん、君が俺と一緒に眠るのは決定事項だ。いいね、奥さん？」

　はわわわわ～っ。

　私はぷしゅーっと顔から湯気を出しながら、コクコクとうなずいた。

「いい子だ」

　レリウス様は愛おしそうに私の額にもうひとつキスを落とし、宝物を運ぶような慎重な足取りで寝室に向かっていった。

　レリウス様の寝室の、広ーいベッドの上。

　私はレリウス様と同じお布団にくるまって横になり、これまでの暮らしぶりや魔法のことなど、いろいろな話をしていた。

　そんな中で、話題は私の誕生日にも及んだ。

「――なんと、ルーナは昨日が生後一年の誕生日だったのか。これは、改めて祝いをせんとならんな」

　私は背中にピタリと寄り添うレリウス様を振り返り、緩く首を横に振る。

「ううん、お祝いはいらないよ。だって、大好きなレリウス様とこうして一緒にいられるだけで、なにより幸せだもん」

　ブルーの瞳を見つめて告げたら、うしろから私をすっぽりと抱き込んでいた丸太みたいな太い腕がビクンッと跳ねた。

　さらにレリウス様は、私の背中にピタリと密着していた体をいそいそと引いて、なぜかちょこっと隙間をつくった。

「レリウス様？　どうかしたの？」

「い、いや。なんでもないから気にしなくていい。……それより、ルーナは人間の年齢でいうといくつになったのだ？」

「うーんと、ヤマネコ世界では生後一年で成猫と認められるの。人間の姿もそれに準じて成長してたから、人間の成人の十六歳になったってことでいいと思うんだ」

　この国では男女共に十六歳が成人なのだ。

「そうか……！　実は若干不安だったんだが、成人していたんだな」

　レリウス様は、私の答えにホッとした様子を見せた。

「不安って……？」

「いや、さすがに未成年を妻にはできんだろう」

「あ、それもそっか！　よかったぁ、レリウス様のお嫁さんになれて！」

「……成人を迎えたとはいえ、それでも一般的には結婚には少し早めだ。本来なら、数年待つのが外聞的にもいいのだろう。だが、俺は一分一秒でも早く、そして長く、君と夫婦として過ごしたい。……ルーナ。誰よりも大切にし、誰よりも幸せな花嫁にする。生涯、お前ひとりを愛すると誓う。だからどうか俺の妻になってほしい」

　私が軽い調子で口にしたら、レリウス様にことのほか真剣な言葉を返された。少しの戸惑いと、それを上回る大きな喜びが胸に湧く。

「私もずっと、レリウス様だけが大好きだよ。だからレリウス様、どうか私をレリウス様のお嫁さんにしてください」

「ありがとうルーナ。今の言葉だけで、俺はきっと残る人生も、君の思い出だけで幸福のまま生きてゆけるだろう」

　……ん？　なんだこの、やたらと重々しい上に、私が先に死ぬのが決定事項みたいな告白は……あ！　もしかして……っ！

　レリウス様の意図にピンとくる。

　一般的なネコの寿命は長くても十五年くらい。野生のネコならば、寿命はもっと短い。レリウス様は私の寿命を、これらネコの基準で考えているのだ。

　……嘘でしょう。私って人型になれてるけど、そんなにあっけなく死んじゃうの？　そんなに短い人生、悲しすぎるよ……っ！

　愛する家族を残して逝かねばならないつらさ。そして、残された家族の慟どう哭こく。私はそれらを、身に染みて知っている。レリウス様にそんな悲しみを味わわせてしまうことが、なによりも苦しい。

　これまで自分の寿命なんて考えたこともなかったけれど、突きつけられた現実は無情だった。

　ポロポロと涙をこぼし始めた私に、レリウス様は驚いたように目を見張った。

「おいルーナ、急にどうしたんだ!?」

　まるで、天国から地獄に突き落とされてしまったみたいだった。

「ぅううっ……っ」

　あふれる涙が止まらなかった。

『大丈夫よ』

　その時、頭の中にやわらかな女の人の声が響いてきた。

「えっ？」

『あなたはそう遠くないうちに、人間の姿で日常を過ごせるようになるわ。もちろん、ネコの姿をとるのも自由よ』

　まばゆい白銀の光に包まれた女性の顔はわからない。だけど、まとうオーラがとても優しくて、どこか懐かしいものを感じた。

「人間の姿で日常？　でも、私は夜しか変身できないよ？」

「おい、ルーナ？　いったい誰と話している？」

　レリウス様はキョロキョロと周囲を見回しながら、訝しげに声をあげた。どうやら女性の声は私にしか聞こえておらず、姿も私にしか見えていないようだった。

『これについては、いずれ身をもって知るでしょう。それからね、あなたが心配している寿命についても大丈夫よ。近い将来、あなたが人間の姿を基準にして暮らすようになると、それに合わせて人間同様に年を重ねていくことになる』

「そうなの!?」

『ええ、間違いないわ』

　よかった！　それじゃあ私、レリウス様を残して逝かなくてもいいんだ……って、それより！

「あなたは誰!?」

『私は月の女神、ルルよ。なぜか人間たちは、みんな私のことをルーナと呼ぶけれど』

「女神様!?　しかも、ルル……？」

　目を見張るわたしに、女神様がフッと微笑んだ。

　神々しいほどの輝きに包まれた女神様の笑みは、前世で過労死した私が天に昇っていくときに見た、ルルのそれにそっくりだった。

　っ、嘘でしょう!?　まさか、ルルが女神様だということ!?　そんなことがあり得るの……!?

　驚きに言葉を失う私に、女神様がゆっくりと続ける。

『これまで苦労が多かった分、あなたはこれから幸せな時間を過ごすのよ。幸せにね、ルーナ』

「待って、女神様……！」

　女神様は私の呼びかけにまばゆい光の残像を残し、スーッと消えていった。

　段々と薄くなる光を眺めながら、内心の動揺は激しかった。けれど一方で、聞かされた事実をストンと納得できている自分もいた。

「ルーナ、いったいなにがあったんだ？」

「……ううん、なんでもないの。いきなり泣いて取り乱しちゃって、ごめんね」

　レリウス様から心配そうに問われ、私は心を落ち着かせるようにひと呼吸吐き出してから、ブルーの瞳を見つめて答えた。

「なに、そんなのはかまわんが……」

　言葉とは裏腹に、レリウス様は解せない表情を隠しきれていない。それを見ると心苦しく感じたけど、女神様は私にしか姿を見せなかった。だからあえて、私も女神様のことには触れず、知らされた事実のみを共有した。

「あのね、レリウス様、私は普通のネコよりも長生きすると思うよ。……というか、たぶんこれ以降は人間ベースで年を重ねていくんじゃないかな」

「それは本当か!?」

　レリウス様も当然思うところがあったはずだが、追及はしてこなかった。

「うん」

「そうか！　ふたりで一緒に年を重ねていけるのか！」

　レリウス様が、それはそれはうれしそうに声を弾ませる。そんな彼の様子に、私までうれしい思いになった。

「うん。おじいちゃんとおばあちゃんになっても、私たちはずっと一緒だよ」

　私が広い胸にコテンと頭を寄せると、レリウス様は逞しい腕でキュッと包み込んでくれた。

　ふぁああ～……っと、いけないいけない。レリウス様と真剣なお話をしてるんだから……。

　私はあくびを噛み殺し、トロンと重たくなってきたまぶたがくっつかないように力を込める。

「レリウス様、ふつつか者ですが、いい奥様になれるようにがんばります。これから、どうかいろいろ教えてくださいね……？」

　眠いのを我慢してなんとか発した声は、ちょっと舌足らずで、どことなく甘えたような感じになってしまった。

　……うぅ。もう、そろそろ眠気が限界。だって昨日はいっぱい走ったし、馬での移動も長かったし、なにより目が回っちゃうくらい、いろんなことがあって……ぐぅ。

　半分夢の世界に旅立ちながら、私は温もりを求め、心地いいレリウス様の人肌にすり寄った。

　へへへっ、あったかくって極楽～。

「っ、もちろんだルーナ！　安心しろ、俺が全部教えてやる。もちろん優しくする！　だから、なにも心配はいら……ん？」

　レリウス様の声を心地いい子守歌に、レリウス様の人肌の温もりを湯たんぽ代わりに、私は完全に爆睡モードになったのだった。










エピローグ




　翌朝。

　私はレリウス様の懐に抱かれ、彼の愛馬に揺られていた。これから征伐成功の報告をしに、レリウス様と一緒に王宮に行くのだ。

　王宮と騎士団はほど近い場所にあり、レリウス様はいつも騎士団に向かうのと同じ道をゆっくりと進んでくれていた。

　最初に屋敷にやって来た時を除くと、私が王都の街に繰り出すのはこれが二回目。とはいえ、一昨日屋敷を飛び出した時は、出陣が迫ったレリウス様に会いたくて必死だったから、とてもじゃないけど周りの景色を楽しむ余裕はなかった。

「……セバスチャンの腰は大丈夫だろうか。奴ももういい年だ、大事なければいいが」

　私が最初の時に説明してもらったのを思い出しながら、貴族邸宅や各国の大使館などが建ち並ぶ周囲の様子を興味津々で眺めていたら、頭上でレリウス様が思い出したようにつぶやいた。

「ふみゃ《あー……。セバスチャンの腰はさ、あの湿布できっとすぐ治っちゃうよ》」

「それにしても、ルーナは知識が深いのだな。炒った麦ぬかを湿布に混ぜるなど初めて聞いた」

「みゃっみゃ《前世でそういう自然派のグッズが流行ってただけで、医学的な根拠はないよ。でもミネラルいっぱいのぬかは、絶対毒にはならないからさ》」

「ふむ、おそらく謙遜しているのだろうが……。その声の意味、あまさずすべて知りたいものだな。君が人型を取る夜が待ち遠しいぞ、なぁルーナ？」

　同意を求められたが、私は即答せず少し考えてみた。

　……人型も嫌じゃないけど、なんだか落ち着かないんだよなぁ。昨日の夜もだし、今朝だってドタバタだったし……。

　私は遠い目をしながら、束の間、ドタバタだった朝のひと幕に思いを馳せた――。




　東の空に太陽が顔を出す直前。

　――コンコン。

　……う～ん？　なぁにぃ？

　爆睡していた私は、ノックの音で薄っすらと意識を浮上させた。

「……ん、どうした？」

　続いてあがったレリウス様の声は、寝ぼけているのか低くかすれており、普段よりもセクシーに感じた。

　……あれぇ、待てよ。どうして隣からレリウス様の声がするんだっけ？

　私は起き抜けの鈍い頭に疑問符を浮かべつつ、ゆっくりとまぶたを持ち上げていく。すると、いまだピントのぼやけたままの視界に、レリウス様の寝顔がどアップで飛び込んできた。

　えっ!?　コレって、いったいどういう状況……って、そっか！　昨日は初めてレリウス様と一緒に寝たんだった！

　私が一気に意識を覚醒させ、ガバッと起き上がったのと、廊下側から扉が開けられたのは同時だった。

　――ギィイイィ。

「レリウス様、お休みのところ早朝から失礼いたします。今しがた王宮より使者がまいりまして。後にさせていただこうかとも思ったのですが、使者が携えていたのがマリウス王直筆の書面でしたので、一応お伝えをと……ッ!?」

　私とセバスチャンの視線が絡み、互いに見つめ合ったまま、岩のように固まる。

　すると、ここでやっとレリウス様がもぞもぞと身じろぎしながら半身を起こした。

「……ん。セバスチャンか？　こんなに早くから何用だ？　昨夜はなかなか寝つけず、やっと寝入ったところで……ん？」

　レリウス様は寝ぼけ眼で、扉に愕然と立ち尽くすセバスチャンを見て、その視線の先を追うように隣の私へと首を巡らせた。その目が私を映し、極限まで見開かれた。

「％＆＃＄▼＠：□：＃＄％＆――っっ!!」

　声にならない叫び声は、果たして誰があげたものだったのか。

　直後の動きは三者三様。レリウス様はガバッとのけぞり、私はそのレリウス様からひったくった掛け布団をかぶって突っ伏す。

「しししし、失礼いたしましたーっっ!!　……アダァッッ！」

　セバスチャンは、裏返った声をあげながら大慌てで出ていこうとして……盛大につっ転んだ。倒れざまに、漏れなく飾り棚の上の花瓶を道連れにして。

　――ガッシャーンッッ!!

　叫び声やなんやに、とどめのこの騒音だ。聞きつけた使用人たちが、いっせいに寝室に駆け込んできた。

　さらに、不幸というのはチェーンみたいにつながっているらしく……。

　嘘でしょう、今じゃないでしょ!?というこのタイミングで、窓の外に太陽がひょっこりと顔を出す。

　……あちゃー。

　なんかもう、いいやね。むしろレリウス様、いろいろと面倒そうだから後のことはよろしくね？

　キラキラとまぶしい太陽を眺めながら、私はあきらめと丸投げの境地で、「ぽぽんっ！」という変身音を聞いた。

　その後は、当然ながらレリウス様はみんなへの説明で四苦八苦。対する私は、ネコ特権でふぁ～っとあくびしながら、もぞもぞと丸まって事態の収束を見守った――。




　――と、これがなんだか目が回りそうな今朝の出来事である。

　で、あれからどうなったかといえば、さすがはレリウス様に長年仕えてきた使用人たち。レリウス様が不器用に告げた『ルーナは天女で、俺の嫁にした』のひと言でまるっと納得してしまったのだから、彼らの寛容さと柔軟さは伊だ達てではない。

　セバスチャンも、腰をさすりながら『おぉ！　昼はネコ、夜は人の姿をとる天女などという存在があったとは！　長生きはしてみるものですなぁ』としみじみこぼしていたっけ……。いろいろと、ヤレヤレである。

　ただし、ここで疑問がひとつ浮かぶ。そもそも私は天女ではないのだが、レリウス様はいったいどこからそんな単語を引っ張り出してきたのか。

　そういえば、前にもちょろっとそんなことを口にしていたような気もするけど……うーん、謎だ。

　そうこうしているうちにも、馬は五キロほど進み、周囲の様相がだいぶ変わってきた。貴族の邸宅が建ち並ぶ居住区を抜け、通り沿いには劇場や美術館、洒しゃ落れた商店や飲食店が多く軒を連ねていた。さらに、国立研究所など多くの国家機関も見受けられるようになった。ここまで来れば騎士団も、そして今日の目的地である王宮も、もう目前だ。

「ふみゃあ《ねぇえ、レリウス様。私はやっぱり、ネコの方が楽でいいなぁ。それにね、昨日は流されちゃったけど、夫婦でもふたつの布団を使ったり、別室で眠ったりって、日本ではわりと普通だったよ？　うちも別のベッドに――って、レリウス様聞いてるの!?》」

　私があれこれ考えた末に口を開いたら、レリウス様が手綱を握ったままよそ見しているのに気づき、胸にネコパンチして不満をぶつけた。

「ん？　すまんすまん。あのカフェののぼりが、おもしろいなと思ってな」

「みゃあ《え、どーれ？》」

　レリウス様が指差すカフェの店先に【祝・ワーグナー筆頭大臣失脚記念スイーツ販売中】と書かれたのぼりが揺れているのを見つけ、私はギョッとして身を乗り出した。

「みゃあぁ《もしかしてあれ……！》」

　王宮敷地の横手に設しつらえられた守衛門にほど近い立地……あれって、掃除係の女性のお父さんが経営してるカフェじゃない!?

「さっそくワーグナー筆頭大臣の失脚を商売に反映させるとは、王都の民は商魂逞しいな」

　レリウス様が感心したようにつぶやいた。

　……っていうか、失脚記念のスイーツってどんなのなんだろう？

「ルーナ。興味があるなら今度一緒に行ってみるか？　テラス席があるようだ、あそこならネコの姿の君とでも入店できるだろう」

　興味が湧いてジーッと見つめていたら、レリウス様からとってもうれしい提案を受けた。

「ふみゃあっ《わぁあ、楽しみっ！　今の、約束だよ？》」

　私は伸び上がって、スリスリとレリウス様の胸に頬ずりした。

「ああ、約束だ」

　そうこうしているうち、私たちはカフェと守衛門の前を通過して、ついに王宮の正門にたどり着いた。

　レリウス様は手綱を締め、愛馬の脚を止めさせた。

「ふみゃ～っ《わぁ～、白亜のお城だ……！》」

　パターン装飾された金の格子門の隙間から覗く豪華なお城に心が躍る。

　……あぁ、せっかくなら人の姿で綺麗なドレスを着て訪れたかったなぁ。

　私が王宮に来るのはこれが初めてだけど、その美しさは屋敷の使用人たちの会話で幾度となく耳にしていた。なんでも、カインザー王宮は上宮と下宮のふたつの絢爛な建物からなり、南北に建つふたつの宮に囲まれた噴水庭園が最高に美しいのだとか。

　これを聞いてから、私はいつか見学に来る日を夢見ていたのだ。

　ちなみに本来、王宮の内部は見学者には非公開。それが今日は、レリウス様のお供で中まで入れちゃうんだから、超ラッキーだ。

　うんっ、ネコの姿でも全然オッケー！　……むしろ、礼儀作法とかまだよくわからないから、ネコでよかったのかも！

　こんなふうに、私が目をキラキラさせて、これから入場する王宮を格子越しに見つめていると。

　――ギィイイ。

　ん？　両開きの門が、私たちの到着を待ち構えていたかのように、中から引き開けられる。

「レリウス様、お待ちしておりました。まずは此度の征伐成功、お慶び申し上げます」

　中から黒い礼装を品よく着こなした初老の男性が現れて、丁寧に腰を折って出迎えの挨拶を口にした。

「執事長、固い挨拶は抜きで頼む。むずがゆくていかん」

　レリウス様は執事長直々の出迎えにも、とくに驚くようなそぶりもなく馬上から答えた。

「ほほほ、レリウス様は相変わらずでいらっしゃる。……では、馬をこちらでお預かりいたします。レリウス様はどうぞ中に。王はすでに応接室でお待ちです」

　執事長は懐かしむような目でレリウス様を見つめ、柔和に微笑んだ。

　……なんだろう？　私はふたりの会話にわずかな違和感を覚えていた。

「ああ、馬を頼んだ」

　レリウス様は私を抱いたままヒラリと愛馬を下りると手綱を執事長に渡し、案内を待たずにツカツカと王宮の玄関に向かって歩きだす。

　えっ!?　勝手に行っちゃって、怒られちゃわないの？　……いや、もしかすると騎士団長という役職者なら、王宮でもこのくらいの態度が普通なのかなぁ。

　王宮を訪問しているというのに、あまりにフランクなレリウス様の態度に私は内心でハラハラしていた。

　……だめだ。王宮でのお作法とか、基準が全然わからないや。やっぱり私、今日はネコの姿でよかったよ。

　戸惑う私をよそに、レリウス様は慣れた様子で上宮の玄関を入り、廊下をツカツカと進む。行き合う使用人らは怒るどころか、皆、レリウス様の姿を見るや廊下の端に寄り、丁寧に頭を下げて通り過ぎるのを待った。

　ぇええ？　どういうこと??

　私の頭の中には疑問符がいっぱいだった。そうこうしているうち、レリウス様は両開きの重厚な扉の前で足を止めた。

「俺だ」

　ちょっと待って？　中で待ってるのって、王様なんだよね？

　そんな、オレオレ詐欺みたいな第一声じゃ、さすがに怒られ――。

「おお、レリウス！　やっと来たか、入ってくれ」

　中から返ってきたのは、あきらかに歓迎モードの弾んだ声。

　あれぇえ？

　耳にして、私はコテンと首をひねった。

　レリウス様は脇に控える近衛たちが両側から扉を開けようとするのを待たず、自らの手で片側の扉を引き、ズカズカと部屋の中へと入っていく。

　あ、窓の前に立っているのってきっと王様だ！

　光の加減で顔はよく見えないが、広い応接室の奥、庭園に面したガラスの長窓の前に長身のシルエットを認め、緊張で心臓がバクバクした。

　レリウス様はカツカツと長靴の音を響かせて奥まで歩いていく。ついに、王様の顔がクリアに……え？

「おいマリウス。帰還した翌日……しかもこんな朝っぱらから使者をよこして、俺を呼び出すな」

　なんで!?　どうしてっ!?

　王様の顔、レリウス様と瓜二つなんですけどっ!?

　いやね、その体形は膨らます前の風船と、膨らませた後の風船かってほどの差だが、顔の各所のパーツと配色がふたりはピッタリ同じなのだ。

　私は目玉が落っこちそうなくらい目を見開いて、レリウス様と王様を交互に見た。

　……うん。何度見ても、ソックリ同じ!!

「そんなのは、お前が昨日のうちに顔を出さんのが悪い。こっちは祝杯のシャンパンを用意して、首を長くして待っていたんだぞ」

「もろもろの処理やなんやで、いろいろと忙しかったんだ。それに帰還した直後くらい、ゆっくり休ませてくれ」

「ここはお前の実家だ。休みたいのなら、ここでゆっくり疲れを癒やしていけばいいだろうに」

「詭き弁べんだ。俺はすでに王位継承権を放棄し、臣に下っているんだ。ここはもう、実家ではない」

　え？　今、レリウス様はなんて言った？

「やれやれ。案内もなしにここまで我が物顔でやって来ておいて、どの口が言うのやら。たとえお前が王籍離脱しようが、そんなのは紙っぺら一枚に記された事実にすぎん。お前は永遠に俺の弟であり、俺たち兄弟の絆きずなまでは断ち切れん」

　ひぇええっ！　レリウス様が王弟殿下って、嘘でしょう!?

　衝撃の事実に、私はポッカーンと大口開けて固まった。

　……っていうかさ、私としてはぜひとも昨夜のうちに教えておいてほしかったよ。私のつまらない身の上なんかより、こっちの方がよっぽど重要だよぉ。

　やはりレリウス様は、どこかがちょっぴりズレている。

「ハッ！　お前との腐れ縁など、こちらからスパッと一刀両断にしてやりたいぞ。毎回毎回、議会の承認をすっ飛ばして都合よく動かされたのでは、たまったものではない。承認なき出陣なら、本来はお前のお抱え私兵団の領分だ」

「まぁそう言うな。私兵らは、残念ながらお前ほど有能にできてはおらんのだ。なにより今回は、ワーグナー筆頭大臣との結託が疑われるグレス書記官という癌を身内に抱えていた。奴の目がある中で正式に議会の承認を得て騎士団を動かすのはリスクだった。お前とて、それをわかっていたから出陣に応じたんだろうに」

「フンッ」

　ここで、ずっとレリウス様の目を見て会話していた王様が視線を下げる。

　王様の目線と、レリウス様の胸に抱っこされた私の目線がぶつかった。

　……あ。レリウス様とおんなじブルーの瞳だ。

「ところでレリウス。そのモップはなんだ？」

　んっ!?　モップですって!?

　聞き捨てならない単語を耳にして、ポッカーンから一転、私は激おこでブワワッと全身の毛を膨らませた。

「妻だ」

「ほぅ、そうか妻か……って、そんなわけがなかろう」

「いいや、事実だ。マリウス、お前にだからすべて打ち明けるが、ルーナは天女なんだ。今はヤマネコの姿だが、月明かりの下ではそれはそれは麗しい女性になる。そして一昨日の征伐では、ルーナの援助によって俺の部隊は九死に一生を得た。ルーナの助けがなくば、部隊は全滅すらあり得る状況だった」

　だからね、レリウス様。私は天女じゃなくて魔物ですってば。

「天女だと!?　門外不出の書に記されていたのは、ただの伝説ではなかったのか……あり得ん」

　王様は額に手をあてて天を仰ぎ、愕然とつぶやいた。

　……そうだよね。こんな奇想天外な話を、王様が「はいそうですか」と納得できないのも、無理からぬことだ。

「お前が疑う気持ちはわかる。だが、俺はこの目でルーナの起こした奇跡を目の当たりに――」

「そうではない。俺が納得いかんのは、お前が兄の俺を差し置いて天女を手にしていることだ！」

　王様はレリウス様の言葉を割り、不満げに言い募る。

　え？　王様が『あり得ない』のって、そこ!?　むしろ王様は、さっきの説明でネコが弟の妻で、人間の姿をとれるということも、それが天女だということも納得しちゃったの？

　それって、逆にビックリだよ。

「はぁ。そうやってお前は、昔から事あるごとに俺に対抗意識ばかり燃やす。お前に難癖をつけられ、玩具や菓子を譲り渡したことは数えきれん」

「うるさいぞ、レリウス。お前こそ、弟のくせに昔から生意気な口ばかりきく」

「今回ばかりは、なんと言われても譲らんぞ。天女――いや、ルーナは俺の妻だ」

「ハッ、いらんいらん。俺には愛する王妃とかわいい王子がいるからな。そのモップはお前が持っておけばいい」

　……あのですね。ふたりとも、あたり前のように口にしてるけど、「天女」も「モップ」もどっちも間違ってる！

「それはなにより。あとは正式に結婚するためにルーナの戸籍が欲しい。今回の征伐成功の褒賞はそれで頼むぞ」

「いいだろう。お前と家格がつり合いそうな侯こう爵しゃく家か伯爵家あたりを適当に見繕い、姓を取って作成しよう。もし希望の生年月日や年齢、出生地などがあれば伝えてこい」

　明日の天気でも話すみたいな軽いノリで繰り広げられるふたりの会話に、私は目を白黒させた。なにせ、その内容はこれ以上驚きようなんてないと思う、さらにその上をいっているのだ。

　ひぇええ。国家権力、最強か……。

「希望は後で書面に記して知らせる。それから、別件でもう一件頼みたい。すでに報告がいっていると思うが、コリンの件だ。事情が事情ゆえ、騎士団としては今回の彼の行動を不問に付したい」

　あ。この話題……！

　私としても、コリンの救済はぜひともお願いしたい。ちなみに、人質に取られていた妹さんは、すでに見つかって無事に保護されている。王都に到着してすぐ、捜索にあたっていた騎士が早馬で伝えてきたのだ。

　妹さんのことがひと安心となれば、残る憂慮はコリンの処遇だけだ。私は、顎に手をあてて少し考え込むような仕草をする王様をジッと見つめ、その答えを待った。

「ふむ。騎士団側が問題にしないとなると、王宮側だけが責任を追及するわけにもいかんな。……まぁ、いいだろう。少々骨が折れるが、不問の方向でほかの大臣連中にもかけ合ってみよう」

「恩に着る」

「ふみゃあっ《やったーっ！　王様、ありがとう！》」

　私が歓喜の声をあげたら――。

「……ほぅ。なかなかかわいい声で鳴くのだな」

　王様が再び私に目線を合わせ、興味を引かれた様子でつぶやいた。

「やらんぞ。それ以上見るな、ルーナが減る」

　言うが早いか、レリウス様は王様に背中を向けて私の姿をその巨体に隠した。

「そんなふうに独占欲をむき出しにするお前を見る日が来ようとは思ってもみなかった。レリウス、今度夜に茶会の席を設ける。その時は、人間の姿のルーナ嬢を連れてこい」

「もし、気が向いたらな。それじゃあな、マリウス」

「はははっ、まったくお前らしい。……レリウス、実にご苦労だった。おかげで長きにわたり国家に蔓延はびこっていた膿が一掃できた。騎士団の方にはコリンの一件も含め、俺の方から報せをやっておく。この後は休暇でも取って、数日ゆっくり休むといい」

　レリウス様はヒョイと肩をそびやかし、首だけでうしろを振り返った。私は向かい合わせの抱っこの体勢から、前足をレリウス様の肩に置き、伸び上がって王様をチラ見した。

「俺のおかげではない。今回の征伐成功はすべてルーナのおかげだ」

「そうだったな。……ルーナ嬢、カインザー王国を代表し、心より感謝申し上げる」

　王様がレリウス様とよく似たブルーの瞳で優しげに私を見つめ、優雅に腰を折る。

「みゃあっ《わぁあっ！　王様、感謝の気持ちは十分伝わったから頭を上げて！》」

　あわあわする私に、王様は白い歯をこぼした。

　わわわ、素敵な笑顔……！

　レリウス様そっくりの美男子に微笑んで見つめられ、思わず照れる。

「はははっ。また会おう、ルーナ嬢……いや、義妹よ」

「みゅー《うん。バイバイお義兄さん、またね》」

　なぜかレリウス様はやたらと大股で扉に向かい、あっという間にキラキラの笑顔が遠くなる。

　はわぁ～っ、まるで王子様みたいだったな……って、実際王様なんだっけか。

　こんなふうに、細マッチョ版のレリウス様が見せた微笑みと淑女にするみたいな最上級の礼に、ちょっぴり胸がときめいてしまったのは内緒だ。

　――カツカツカツ。

　――ギィイイ。

　レリウス様は入った時と同じように自分の手で扉を開け、廊下に出た。

　――バタンッ。

　扉が閉まるや、ブリザードの中にいるみたいな寒気に襲われる。

　え？　なんで一気に寒くなっちゃった!?

「ほかの男に頬を染めるとは悪い奥さんだ。なぁ、ルーナ？」

　ギクッ！　さらに、レリウス様が氷点下の声音で口にした「ルーナ？」に、思わず震え上がる。

　もしかして、ちょっぴりドキドキしてたのが、内緒にできてなかった!?　……でもさ、もふもふの毛の下でほっぺたが染まってるのなんて、どうしてわかったの？　やっぱりレリウス様は、私のこと魔法で透かし見てるのかなぁ。

「マリウスが『この後は休暇でも取って、数日ゆっくり休むといい』と言ってくれたことだし、ありがたく受け入れようじゃないか。ルーナとふたりきりの休暇か、実に楽しみだ」

　レリウス様が満面の笑みで告げる。

　だけどその笑顔に、獲物を追いつめる捕食者の余裕みたいなのを感じちゃうのはどうしてだろう。

「みゅぁあ《あ、あのね、レリウス様？　無理にお仕事をお休みしなくてもいいんじゃないかな。ほら、さっきいろいろ忙しいって言ってたわけだし、ね？》」

「よしよし、かわいいなルーナ。お前も俺と過ごす休暇が待ち遠しいか、そうだろうそうだろう。早く屋敷に帰ろうな。そして帰ったら、もう二度と離さない」

「ふみゃっっ《なんで!?　私の心が透かし見れちゃうはずなのに、どうしてここぞって時だけ私の声を明後日に解釈しちゃうの!?》」

「さぁ、奥さん。帰りは少し馬を飛ばすぞ。しっかり掴まっておいで」

　レリウス様はニコニコ顔で私を抱っこしてソッコー屋敷に帰り、使用人たちを前に蜜月休暇を高らかに宣言し、そのまま寝室に直行した。そこから私は、なんと丸三日、寝室に缶詰にされてしまったのだ。ヒィッ。




　――そうして訪れた四日目の夜。

　真っ白なシーツの上で、白銀の髪がサラリと舞う。

「……ぁ、ああっ！」

　私はレリウス様の体の下であえかな喘ぎを漏らしながら、もう幾度目ともわからぬ高みへとのぼりつめる。

「なんて綺麗なんだ。……さぁ、ルーナ。俺にもっと美しく乱れた君を見せてくれ」

　荒い呼吸を繰り返す私を、レリウス様はそれはそれは愛おしそうに見つめ、再びゆっくりと律動を再開させる。

「あっ!?　待って……！　私、もうっ」

「なに、恥ずかしがることはない。……愛しているよ、ルーナ」

　あ、あり得ない。人間同士なのに、こんなに意思の疎通が図れないの、なんでなの――っっ！

「違っ、ほんとにこれ以上はもう……っ」

　私は目に涙を滲ませて、息も絶え絶えに訴える。すると、見るに見かねたのだろうか。私の悲愴な訴えに、空で輝くお月様が応えてくれた。

　ピカンとひとつ光ったと思ったら、私の体の中で月の力が膨らんで――。




　ぽぽんっ！




「ふみゃっっ《ほんとにこれ以上は、無理ぃ～っっ！》」

　私は月の手助けによって夜明けを待たずしてネコに変身し、寝室を脱走した。

「なっ!?　ルーナ、待ってくれ……!!」

「ふみゃ～っ《いやぁ、レリウス様の馬鹿～っ！　変態さんっ！》」

　素っ裸で追いかけてくるレリウス様をまき、私は例の大木の根もとに逃げ込んだ。

　ブランケットなしでどうしようかと思ったら、レリウス様に返しそびれていた上着が奥に押し込んであった。

　……ラッキー！　これにくるまって眠れるね！

　えぇっと。板っぱを引き寄せて、入り口も塞いでと……ぐぅ。

　こうして私はネコの姿でひとり、久方ぶりの惰眠をむさぼったのだった。




　幸か不幸か私はこの日の変身をきっかけにコツを掴み、昼夜関係なく変身する術を体得した。ちなみに、女神様がどこまで見越して助言をくれていたのかは、あえて考えるのを放棄した。

　そうして王様からゲットした戸籍でレリウス様の奥様になって、昼は人型で、夜はネコになって悠々自適にのんびりゆったり、幸せに暮らすのでした――ん？

「ぅおおおっ！　ルーナ、俺が悪かった！　ちゃんと節度を弁えると約束する。だから頼む！　毎日とは言わん、たまにでいいから夜も人型になってくれ！」

　……ありゃりゃ。

　しょうがない、たまには夜も人型になってあげますか。




　ぽぽんっ！




　私が月明かりの下で、ネコから人間に姿を変えた直後――。

「ルーナ――」

「あっ！」

　レリウス様の腕にきつく抱きしめられて、しっとりと唇が塞がれる。

「んっ」

　幾度も角度を変えながら、優しい口づけはやがて吐息まで奪うような激しさに変わる。レリウス様の愛に翻ほん弄ろうされて、私はあっという間に熱に浮かされたようになってしまう。

「……愛しているよ。ルーナ」

　レリウス様が愛おしそうに私の名前を呼ぶのを聞きながら、過労死するくらい苦しかった前世の月乃も、虐められて、ボロボロになって打ち捨てられた名無しの私も、レリウス様の深く熱い愛に包まれて、悲しかった過去がすべてスーッと昇華していくのを感じた。

　この腕の中が私の居場所。レリウス様にもらったルーナの名前で、私はこの世界で生きていく。

　逞しい腕の中にすっぽりと抱きしめられて、ふたりの熱く長い夜が、そしてレリウス様と過ごす最高に幸せな人生が幕を開けた――。




ＥＮＤ
















特別書き下ろし番外編










レリウス様とお出かけ




　レリウス様と夫婦になって数日が経った。今日はこれから、レリウス様と街にデートに行くのだ。

「ルーナ、支度はできたか？」

「うんっ！　今行くよ」

　階下から呼びかけられて、私はストールを手に衣裳部屋から飛び出した。

「なぁルーナ、本当に馬車を出さなくていいのか？」

　階段を下る私に、レリウス様が少し心配そうに尋ねた。私はそれに、元気よく即答する。

「いいの！　今日はレリウス様と一緒に歩きたいの」

　前回、レリウス様と王宮に行った時は騎馬だったけど、今日は徒歩でのんびり王都の街を散策だ。

「そうか。もし疲れたら、途中で馬車を用立てることもできるからな」

「うんっ」

　私はずっとネコ暮らしをしていたから、王都をゆっくり見て回るのはこれが初めて。いつもよりちょっぴりおめかしして、薄っすらとお化粧もしてみた。へへへっ、なんだかドキドキしちゃう。

　……レリウス様は、気づいてくれるかな。

「お待たせ！　ねぇレリウス様、どうかな？　私、おかしくない？」

　玄関で立つレリウス様のもとにパタパタと駆け寄っていき、上目遣いで尋ねる。レリウス様は愛おしそうに、私の腰を抱き寄せた。

「あぁ。新しいドレスも薄桃色の頬紅と朱色の紅も、とてもよく似合っている。君があまりに綺麗で、ほかの男たちに取られやしないかと俺は気が気じゃないさ」

　わわわっ。レリウス様ったらおニューのドレスにお化粧に、本当によく見てる。だけどそんなに褒められると、なんだか照れちゃう。

　私は恥ずかしさのあまり、レリウス様の逞しい腕にキュッとしがみついた。

「やだ。レリウス様ったら、おべっかがうまいんだから。でも、今日のレリウス様もとっても素敵……」

　いつもの騎士服ではなく、ラフな普段着に身を包んだレリウス様に、私はうっとりと頬を染めた。

「コラ。そんなにかわいいことを言ってくれるな。このまま君を寝室に連れていきたくなってしま――」

「やーっ！　それはだめ！」

　レリウス様が最後まで言い終わるより前、私はピョンッとレリウス様の腕の中から飛びのいて、ぷぅっと頬を膨らませた。

「今日はデートに行く約束でしょ？　そんなこと言うなら、私、ネコになっちゃうんだから！」

　人さし指をピッと立て、レリウス様の鼻先に突きつけながら唇を尖らせる。

　レリウス様はちょっと驚いた様子で指先を見つめ、ハッとしたように口を開いた。

「待て待て、ルーナ。俺は続きに『今日は美しい君との街歩きを存分に楽しもう』と告げるつもりだったんだ」

「……え？　そうなの？」

　私は騒ぐ鼓動を抑えつけ、レリウス様を見つめた。

　すると、レリウス様が鼻先に突きつけていた私の手をそっと取り、指先を唇に寄せてしっとりと口づけた。

「ああ。それから俺は、ネコの姿の君と街巡りすることにも不満はないが、せっかく今日はこんなにかわいらしく身支度を整えたのだ。どうか俺に、美しい新妻をエスコートする栄誉を与えてくれないか」

　ボンッと頬に朱が上る。握られた指先が熱かった。だけど私を見つめるレリウス様の瞳の温度はもっともっと高い。

　……レリウス様はずるい。そんなふうに言われたら、もっともっとレリウス様のこと、大好きになっちゃうじゃない。

　それに、私だって本心では初めてのデートはネコの姿で抱っこじゃなくて、レリウス様と並んで歩きたい。

　私は熟れた林りん檎ごのように頬を真っ赤に染めたまま、コクンとうなずいて答える。

「わかったわ」

「ありがとう、ルーナ。さぁ、そうと決まればさっそく街に出発だ」

「わわわっ」

　レリウス様に握った手をクイッと引かれ、私たちは手つなぎで王都の街へと繰り出した。




　最初に訪れたのは、王宮に近い例のオープンカフェ。

「わぁーっ、かわいい！　それにとってもおいしそう！」

　私は【ワーグナー筆頭大臣失脚記念スイーツ】を前に、感嘆の声をあげた。

　幾つかある記念スイーツの中から、私が選んだのはアフタヌーンティーセット。

　三段のティースタンドの一段目にサンドイッチ、二段目にプチケーキと焼き菓子、三段目には少し高さのあるパルフェがかわいらしくのせられている。

「ここの菓子は、以前差し入れでもらったことがある。味もたしかだ」

「へぇ、楽しみ！　ええっと、レリウス様はどれから食べる？」

「サンドイッチをもらおう」

「それじゃあ、私もサンドイッチからにする」

　私がさっそくレリウス様のお皿にサンドイッチを取り分けようとしたら、それよりも一瞬早く向かいからレリウス様の手が伸びてきて、手際よくふたりのお皿にサンドイッチをのっけてくれた。

「へへへっ、ありがとうレリウス様。いただきます！」

　サンドイッチは、ハムときゅうり、エビとアボカド、サーモンとクリームチーズの三種類だ。

　私は迷わず、大好きなエビの入ったサンドイッチからパクリ。

「なにこれ、エビがぷりぷり！　アボカドの甘さと合わさって、んん～っ！　おいし～い！」

　エビのサンドイッチを完食した私は、目をハートにして次のサンドイッチに手を伸ばす。

　……よーし、次はサーモン！

「んん!?　このスモークサーモンすっごく肉厚で、ハーブの風味がいい具合に利いてて、わわわ。おいしすぎちゃう～っ」

　私が目を丸くしてもっきゅもっきゅと頬張っていたら、一向に食べだそうとせず、やわらかに目を細めてこちらを見ていたレリウス様が口を開いた。

「よかったな。いっぱい食って大きくなれよ」

「うんっ！　……って、レリウス様ったら、私はもう子ネコじゃなくてちゃんと大人だよ」

　私は元気に返事をしかけ、ふと気づいて首をかしげた。

「はははっ、そうだったな。だが、君は愛する妻であると同時に、俺にとって永遠に守るべき小さな子ネコであり、宝物だ」

　えー？　レリウス様にとって、私はずっと子ネコぉ？　……まぁ、二メートルを超す大柄のレリウス様にとっては、そうなのかも。

　それに最後の『宝物』ってやつ。うれしいけど、改めて口にされるとなんだか照れちゃうよね。

「へへへっ。よくわかんないけど、レリウス様もあーんして？　このサーモンのサンドイッチ、とってもおいしいんだから」

　私が手の中に半分残るサーモンのサンドイッチをツイッと差し出すと、レリウス様はショパショパと目を瞬かせ、ちょっと挙動不審に周囲を見渡してから口を開く。

　私はニコニコで、レリウス様の口にサンドイッチを入れてあげた。

　……そういえば、さっきレリウス様は周囲を見回してたけど、私たちの周りって見るまでもなく、不思議なくらいお客さんが来ないよね。なんでだろう？

　咀嚼するレリウス様を見つめながら、ふと、脳裏に疑問がよぎった。

　……うーん。少し肌寒いこの時期だから、みんなテラスより室内の席がいいのかもしれないね。

　だけどさ、往来でも結構な人出だったのに私とレリウス様はスイスイ歩けちゃったし、向かいから来る人たちも私たちが近づくとこぞってそっぽを向いてた気がするけど、たまたまかな。

「……いつまでも子ネコのように無邪気な君に、俺は翻弄され続けるに違いない」

　私が明後日のことを考えていたら、レリウス様がゴクンと喉を鳴らし、ポツリと小さくつぶやいた。

「ん？　ごめんね、レリウス様。ちょっとボーッとしちゃってた、なにか言った？」

「いや」

「そっか。それよりレリウス様、どう!?　サンドイッチ、すっごくおいしかったでしょう？」

「そうだな。サンドイッチをこんなにうまいと思ったのは初めてだ。……もしかすると、君の手で食わせてもらったからかもしれんな」

　レリウス様がサラリと付け加えた台詞に、胸がドキドキと熱を持つ。

「やだ、レリウス様ったら」

　私は恥ずかしさをごまかすように、残るハムのサンドイッチを頬張った。

「さぁルーナ、次はなにを食べる？」

「うーんと、フィナンシェにする！」

「よし」

　私とレリウス様はティースタンドを空っぽにし、大満足で早々にカフェを出た。

「あ～、おいしかったぁ。だけどレリウス様、せっかくだしもうちょっとゆっくりしなくてよかったの？」

「……俺はこの通りの風貌だ。とくに、女性客が多い店には向かんのだ。あのままテラス席を長々と占有してしまっては、店主に申し訳ない。せっかくのカフェだったのに、ルーナもすまなかったな」

　カフェを後にしてなんの気なく尋ねたら、少し眉を下げたレリウス様から思いもよらない台詞を返されて、私は目をパチクリとさせた。

　……そっか。そういえば、私は毎日一緒にいてすっかり慣れて忘れちゃってたけど、レリウス様って一般的にはかなりいかつい見た目をしてるんだっけか。

「ふふふ、全然すまなくなんてないよ。むしろね、レリウス様には悪いけど、私はラッキーって思ってる」

「俺のこの見た目が、ラッキーなのか？」

　すまなそうにしていたレリウス様は、私の言葉に怪訝そうに首をひねった。

「うんっ。おかげでこんなに優しくて頼もしいレリウス様を独占できてるんだもん。それに私は、レリウス様のおっきな手や体も、キリリッとした目も大好きだもの。これって、私にとってラッキー以外にないでしょう!?」

「いったい君は、どこまで俺を虜にしたら気が済むんだ。愛しいルーナ、俺の人生は君のものだ。すべては君の望むままに」

「えっ、ほんと!?　私の望むまま好きなところに行っていいの？　だったら王宮前広場に行きたい！」

　目をキラキラさせてこの後の行程を語る私を、レリウス様はそれはそれは優しい目で見つめていた。

「ああ、それから？」

「王宮前広場で名物のジェラートを食べて、その先の教会の〝嘘っこの口〟に、ふたりで手を入れるの。もし、レリウス様が私に隠しごとをしていたら、抜けなくなっちゃうよ。だから、今のうちに白状しておいて？」

　実はカインザー王国の観光名所は、前世のローマによく似ている。

　広場の周辺には有名ジェラート店が軒を連ね、近くの教会の柱廊にある〝嘘っこの口〟は、嘘や隠しごとのある人が手を入れると噛まれてしまうと言い伝えられているのだ。

「馬鹿を言うな。俺がルーナに嘘や隠しごとなどあろうはずも……いや。隠しごとは、あるといえばあるな」

「え？　あるの!?」

　軽い調子で振った話題に予想外の返しを受け、ギョッとしてレリウス様を見上げる。

「美しすぎる妻に、とても表立って口にはできないいろいろな思いを、俺はいつだってひとり抱えている」

「……レリウス様の馬鹿。〝嘘っこの口〟から、手が抜けなくなっちゃえばいいんだから」

「はははっ！　そんなことになったら、君を抱きしめられなくなってしまうじゃないか。だが、俺はちゃんと君に白状したから今のは無効だ」

「もう、調子がいいんだから」

　巨体を揺らしながら、いたずらっ子みたいに笑うレリウス様がなんとも言えずかわいくて頬が緩んだ。

「ここからだと、教会が近いな。先に〝嘘っこの口〟に寄ってもいいか？」

「もちろん！」

　そうしてたどり着いた教会は、なぜかガラガラだった。

「ほぅ、いつも混雑しているんだが、今日は空いてるな」

「ラッキーだったね、レリウス様！　あーっ、これが〝嘘っこの口〟？　ふふふっ、おもしろい顔！」

　真っ先に柱廊に駆けていき、お目あての顔像の前に立つ。

「ねぇレリウス様、いっせいのーせで一緒に入れよう!?」

「よしきた」

　レリウス様とピッタリと手を添わせて、いざ――。

「「いっせいのーせ！」」

　――ズボッ。

「きゃあっ!?」

「ぬぉっ!?」

　勢いよく突っ込んだ手の先に、ズブズブと沈み込む感覚を得て、ふたり揃って素っ頓狂な声をあげた。咄嗟に引っこ抜いた手には、白っぽいものがくっついていた。

　……これ、なあに？

　頭に疑問符を浮かべつつレリウス様と顔を見合わせていたら、私たちの声を聞きつけた教会のスタッフが、慌てた様子で駆けてきた。

「あんたたち、なにしているんだ！　この立て看板が見えなかったのか!?　口の裏の亀裂箇所にセメントを打ったばっかりだったのに、なんてことをしてくれるんだ。おかげで、打ち直しになってしまったじゃないか！」

「「え？」」

　スタッフが指差す先に視線を向けると、目に飛び込んだのは木製看板にデカデカと書かれた【修繕作業中につき立ち入り禁止】の文字……！

　ヒィッ!!　道理でガラガラなわけだよ！

　……でもさ、私たちが来た時、あんな看板あったっけ？

　ちょこっと釈然としないが、状況的には私とレリウス様が初デートに浮かれ、看板を見逃してしまったと考えて間違いない。

　私たちは教会スタッフに平謝りし、お詫びの気持ちを込め、お財布の中身をまるまる寄付として差し出した。スタッフはそれを目にするや快く許してくれて、さらに手にくっついたセメントを落とすのに丁寧にお酢まで用意してくれた。

　平身低頭で教会を後にする私たちを、〝嘘っこの口〟がその口角をニンマリと上げて見ているような気がしたのは、私の気のせいだと信じたい。一瞬だけ〝いたずらっ子の口〟なんてワードが脳裏をよぎったが、これもまた真相は藪の中だ。




　そんなこんなで教会を後にして、私たちは気を取り直して王宮前広場へと続く道を歩いていた。

「ひい、ふう、みい……。レリウス様、これでジェラート買えるかなぁ？」

　レリウス様のポッケに残っていた小銭を数え終えた私は、恐る恐る隣のレリウス様を見上げて尋ねた。

「ひとつなら買えそうだ。ルーナが――」

「本当!?　よかった！　それじゃ分けっこして食べようね、レリウス様！」

　私がレリウス様の言葉を割ってほくほく顔で微笑むと、レリウス様は愛しげに目を細め、優しく私の頭をなでた。

「……ああ、そうしよう」

「あ！　あそこのお店のミルクジェラートがガイドブックの一押しだったの！　ふふふっ、ここまでミルクの甘い香りがしてる。楽しみ～！」

「たしかに、甘くていい匂いだな」

「私、買ってくるね！」

　目あてのお店に、私は嬉々として踏み出した。直後、向かいからジェラートを手にした五、六歳くらいの少女が一直線に走ってきた。

　……なんとなく危なっかしいな、そう思ったのも束の間。女の子は私と擦れ違いざまに石畳に足を引っかけ、盛大に転んでしまう。

　――ビチャッ。

　女の子はうつ伏せに突っ伏し、持っていたジェラートは胸の下で押しつぶされてしまう。

「大丈夫!?」

　私は慌てて駆け寄って、女の子を助け起こしながら尋ねた。

　女の子はショックが大きいのか、うつむいたまま答えなかった。私は急いで少女の全身に視線を巡らせるが、幸い大きな怪我はなさそうだった。

「よかった、怪我はないみたいだね」

　ホッと安堵を滲ませる私とは対照的に、女の子は両手でキュッとスカートを握りしめ、嗚お咽えつをこぼし始めた。

「うっ、ぅううっ。ジェラートが……、それに、買ってもらったばっかりのブラウスが……」

　悲しそうな少女の声に胸が詰まる。

　なんとかしてあげたい！　そんな思いに突き動かされ、私は少女の目からポロポロとこぼれる涙を拭ってあげながら、にっこりと微笑んだ。

「泣かなくても大丈夫！　私ね、手品が使えるの」

「ヒック……。手品……？」

「そうよ。ジェラートもブラウスも、すぐもと通りになっちゃうんだから」

　言うが早いか、私はレリウス様に握っていた小銭を渡す。

　小銭を受け取ったレリウス様はフッと口角を緩め、代わりに私の手に、自身の胸ポケットから取り出した大判のハンカチを握らせた。

「月の魔法を使う時は、これを使うといい」

　レリウス様は私の耳もとにこんなささやきを残し、足早にジェラート店へと消えていった。どうやら彼には、私がこの後取ろうとしている行動は全部お見通しらしい。

　……もう、かなわないなぁ。

　頼もしい大きな背中を見送って、改めて少女に向き直る。

「もと通りって、そんなのできるの？」

「できるよ。見てて？」

　期待と不安の滲んだ目で見上げる少女に力強く言いきり、たたまれたハンカチを広げる。そうして、ジェラートで汚れた箇所を覆うように、少女のブラウスにかぶせる。

「綺麗になーあれ！（月の力よ、どうかお願い！　ブラウスの汚れを落として綺麗にして！）」

　私は月の魔法を発動させ、ブラウスが綺麗になった頃合いを見て、かぶせていたハンカチを取り払った。

「うそっ!?　ブラウスが綺麗になってる！」

　少女は目を真ん丸にして、もと通りになったブラウスを凝視した。

「さぁ、ジェラートももと通りだ」

　ここで折よく戻ってきたレリウス様が、横から少女にジェラートを差し出す。さらにレリウス様は、石畳の上で無残につぶれたジェラートをその巨体に隠す心遣いまでしてみせた。

　少女はレリウス様を見て一瞬だけビクンと肩を揺らし、その手に握られたジェラートと、自身のブラウスを何度か交互に見つめていた。

「こんなことってあるの？　……もしかして、お姉ちゃんとお兄ちゃんは魔法使い？」

　少女は私とレリウス様に視線を合わせ、真剣そのものの目をして尋ねた。

「ふふふ、どうかな」

　その時、広場のベンチの方から少女を呼ぶ声がした。

「あ、ママだ！」

「さぁ、もう涙はいらないね。この後は、ママたちと楽しい一日を過ごしてね」

　私は少女の目尻に残る涙の痕をそっと拭き取ると、トンッと背中を押した。

「ありがとう！　優しい魔法使いのお姉ちゃん、お兄ちゃん！」

　少女はレリウス様の手からジェラートを受け取ると、太陽みたいな笑顔を残して母親の呼び声のする方に駆けていった。その足取りは、先ほどよりも慎重だった。

　私とレリウス様は遠ざかる少女の背中を見送って、顔を見合わせて微笑み合った。

「あの子には、魔法がバレちゃったかな。でも、あんな笑顔を見せてもらえたんだし、いいよね」

「ああ、もちろんだ。もっとも、俺は魔法使いではないんだがな。……すまんなルーナ、もし俺に魔法が使えたら、君にジェラートを出してやったのに」

　すまなそうに告げられたレリウス様の言葉に、自然と笑みが浮かぶ。

「ううん！　ジェラートがなくても、レリウス様とこうして一緒に街歩きができて幸せ！　それにね、ジェラートは次回のお楽しみにとっておくからいいの。絶対にまた来ようね、レリウス様」

「ああ。今度はミルクだけじゃなく、全部の味のジェラートを買って食べよう」

「うわぁ、楽しみ！　約束だよ！　……あ、そうそう。私ね、ガイドブックで見てもう一か所行きたいところがあったの！」

「ほう、それはどこだ？」

「えっとね――」

　私とレリウス様は手を取り合って、最高に楽しいデートの続きへと歩きだした――。
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あとがき＆お礼小話




　レリウス様に引き取られて数日が経ったある日のこと。

「ただいまルーナ！　今日はいいものを買ってきたぞ！」

　こんな台詞と共に、帰宅したレリウス様が高らかに掲げて見せたのは、いつも彼がペロルを買っているお店の紙袋だった。目にした瞬間、私は期待にキランと瞳を輝かせて駆けていき、レリウス様の脛に飛びついた。さて、レリウス様が『いいもの』と言うくらいだ。中にはどんなおいしいおやつが入っているんだろう!?

「みゃあっ《おかえりなさい、レリウス様！　私、その袋知ってるよーっ♪》」

　早くっ、早くちょうだいっっ！　肉球のおててでポフポフしぃしぃレリウス様を急かすと、彼は愛おしそうに私の頭をひとなでし、袋を開け始めた。

「ほーら、どうだ!?　楽しそうだろう？」

　え？　いいものって、これ!?　レリウス様が意気揚々と取り出したのは、くにょくにょした棒の先にボンボリがくっついた……うん！　ネコじゃらしだ！　認識した直後、眉がハの字に下がり、ウキウキに揺れていた尻尾と耳も、へちょんと垂れた。

「ほーら、ほらほらルーナ？　ほれほれ～？」

　あのね、レリウス様。『ほれほれ～』って揺らしてみせたって、残念だけど私、前世は人間なの。だからネコじゃらしではしゃいだりはしな……あ、あれっ？　なんだか尻尾がむずむずするよ!?　なんで!?　ゆらーり、ゆらーり。……むず、むずむず。い、いやぁあ～、理性とは別の本能の部分で抗えないー（泣）！

　……くうっ。ちょっとだけよ？　えいっ！　耐えきれず、ボンボリの先っちょをおててでエイヤッとしてみたら――。

「ふみゃあっ《なにこれ、めっちゃ楽っしーっっ♪　えいっ、えいえいえいっ！》」

「おっ、気に入ったか！　ほらほらルーナ、ほ～れほれほれ～」

　ひゃっは～、ネコじゃらし最高！　レリウス様、もっともっと～っ♪　私の理性はどこへやら。レリウス様とふたり、ネコじゃらし遊びに没頭するのだった。




　ルーナとレリウス様のネコじゃらし遊びは、まだまだまーだ続きそうですが、本作はこれにて大団円。皆様、最後までお読みいただきありがとうございました。
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